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 学 教 目 法（ 工学科 工学専 平成28年度 生 ） 
 

学習・教育目標 

関連する
基準１ (1) 
(a)～(h)の
項目 

評価方法 備考 

（Ａ）和歌山県の地域環境，地域社会との共生に関する

理解および倫理観を身につけ，公共の安全や利益に配

慮したものづくりの考え方を理解し説明できる。 

a 

日本経済論，地域と文化（本科），現代アジア論（専攻科） 

上記科目よりのうち１単位以上修得を義務づける。 

各科目の修得条件はシラバスに記載。 

 

b 

企業実践講座，知的財産権(本科)，技術者倫理，環境アセスメント（専攻

科） 

上記の科目より２単位以上の修得を義務づける。 

修得条件はシラバスに記載。 

 

（Ｂ）社会のニーズおよび環境に配慮し，かつ与えられた

制約下で，工学の基礎的な知識・技術を統合して課題

を解決するデザイン能力を身に付ける。 

d2 b) 

d2 c) 

e 

h 

物質工学実験 I，生物工学実験 I，物質工学実験 II，生物工学実験 II，卒業

研究（本科），工学特別実験，特別研究Ⅰ・Ⅱ，創 プログラミング（専攻科） 

上記の科目から３９単位以上の修得を義務づける。    

修得条件はシラバスに記載。 

 

（Ｃ）自主的・継続的

な学習を通じて，自

己の専門分野で深

い学問的知識や経

験に加え，他分野

にまたがる幅広い知

識を身に付ける。 

 

（ ） 科学

専門

 
 

c 

応用数学，応用物理，物理化学，有機化学，高分子化学，生物化学，化学

工学，機器分析Ⅰ（本科），線形代数，数理工学，数理統計学，数値計算・

解析法，量子力学，物性物理，環境マネジメント（専攻科） 

上記の科目より８単位以上の修得を義務づける。 

修得条件はシラバスに記載。 

 

d1 

設計・システム系，情報・論理系，材料・バイオ系，力学系，および社会技術

系の科目群より，各系１科目合計６科目以上の単位修得を義務づける。 

各系の科目群は別に記す。 

修得条件はシラバスに記載。 

 

（ ２） 専門

学

 

d2 a) 

d2 d) 

 
各専門分野で指定された科目群より１０単位以上修得のこと。 

各専門分野の科目群は別に記す。 

修得条件はシラバスに記載。 

 

（ ） 立

 

g 

（Ｄ）自分の考えを論理的に文章化する記述力，国際的

に通用するコミュニケーション基礎能力，プレゼンテーシ

ョン能力を身に付ける。 

f 

卒業研究（本科），特別研究Ⅰ・Ⅱ（専攻科） 

上記の科目の修得を義務づける。 

修得条件はシラバスに記載。    

 

f 

英語，英語 A，英語 B，工業外国語（本科），時事英語，実用英会話，ﾃｸﾆｶ

ﾙﾗｲﾃｨﾝｸﾞ，ﾋﾞｼﾞﾈｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ，工学特別ゼミナール（専攻科） 

上記の科目のうち８単位の修得を義務づける。 

修得条件はシラバスに記載。    

 

 

Ｃ－１ （d1） に相当する科目 

物質工学科・ 

エコシステム

工学専攻 

①設計・システム系科目群 化学工学（本科必修），物質工学実用数学，電気工学概論（本科選択） 

②情報・論理系科目群 計測制御工学（本科選択），情報理論（専攻科選択） 

③材料・バイオ系科目群 

無機材料化学，有機材料化学，化学工学，合成化学，反応工学，酵素化学，培養工学，分子生物学（本

科選択必修），量子化学，機器分析Ⅱ，移動 度論，物性物理化学，食品工学，蛋白質工学，生物物理

化学，有機資源化学，物質工学特論（本科選択），応用材料工学（専攻科） 

④力学系科目群 応用物理（本科必修），機械工学概論（本科選択） 

⑤社会技術系科目群 環境工学（本科選択），環境化学工学，環境分析，センサー工学，地域環境工学（専攻科選択） 

 

Ｃ－２ （d2 a), d2 d)） に相当する科目 

物質工学科・ 

エコシステム

工学専攻 

卒業研究（本科必修），反応有機化学，有機機能材料，遺伝子工学，細胞工学，生体高分子，分離工学，化学反応論，応用地盤工学，

複合構 工学，応用エネルギー工学，建設設計工学，社会基盤計画学，水圏工学，環境アセスメント（専攻科選択） 

 

（g） 科目 

物質工学科・ 

エコシステム

工学専攻 

卒業研究（本科必修），学外実習（本科選択），工学特別ゼミナール（専攻科必修），インターンシップ（専攻科選択） 
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学習目標に する単位の 算 および 修 成 度修 生用

エコシステム工学専攻 （物質 エコ）

記 系 科目 学 必・選 単位 修 件 単位 評価
日本経済論 本 必修 1
地域と文化Ⅰ 本 選択 1
地域と文化Ⅱ 本 選択 1
地域と文化 本 選択 1
地域と文化 本 選択 1
現代アジア論 専２ 選択

計
企業実践講座 本 選択 1
知的財産権 本 選択 1
技術者倫理 専２ 必修
環境アセスメント 専１ 選択

計
物質工学実験Ⅰ 本 コース別必修

生物工学実験Ⅰ 本 コース別必修

物質工学実験Ⅱ 本 コース別必修 6
生物工学実験Ⅱ 本 コース別必修 6
卒業研究 本 必修 7
工学特別実験 専１ 必修 4
特別研究Ⅰ 専１ 必修 4
特別研究Ⅱ 専２ 必修 10
創 プログラミング 専２ 選択

計
応用数学 本 必修

応用物理 本 必修
物理化学 本 必修
有機化学 本 必修 1
高分子化学 本 必修
生物化学 本 必修
化学工学 本 必修
機器分析Ⅰ 本 必修 1
線形代数 専１ 選択
数理工学 専１ 選択
数理統計学 専１ 選択
数値計算・解析法 専 選択
量子力学 専１ 選択
物性物理 専２ 選択
環境マネジメント 専２ 選択

計
化学工学 本 必修 3
化学工学 本 必修
物質工学実用数学 本 選択 1
電気工学概論 本 選択 1

計
計測制御工学 本 選択 1
情報理論 専１ 選択

計
無機材料化学 本 コース別必修

有機材料化学 本 コース別必修

酵素化学 本 コース別必修

分子生物学 本 コース別必修

合成化学 本 コース別必修

反応工学 本 コース別必修

培養工学 本 コース別必修

分子生物学 本 コース別必修

食品工学 本 選択
蛋白質工学 本 選択 1
量子化学 本 選択 1
機器分析Ⅱ 本 選択 1
移動 度論 本 選択 1
生物物理化学 本 選択 1
有機資源化学 本 選択 1
物質工学特論 本 選択 1
物性物理化学 本 選択
卒業研究 本 必修 7
応用材料工学 専 選択

計
応用物理 本 必修
機械工学概論 本 選択 1

計
環境工学 本 選択 1
環境分析 専１ 選択
環境化学工学 専１ 選択
センサー工学 専１ 選択
地域環境工学 専２ 選択

計
卒業研究 本 必修 7
反応有機化学 専１ 選択
遺伝子工学 専１ 選択
細胞工学 専１ 選択
分離工学 専１ 選択
応用地盤工学 専１ 選択
応用エネルギー工学 専１ 選択
水圏工学 専１ 選択
有機機能材料 専２ 選択
生体高分子 専２ 選択
化学反応論 専１ 選択
複合構 工学 専２ 選択
建設設計工学 専２ 選択
社会基盤基計画学 専２ 選択
学外実習 本 選択 1
インターンシップ 専１ 選択
工学特別ゼミナール（１ ） 専１ 必修
工学特別ゼミナール（２ ） 専２ 必修

計
卒業研究 本 必修 7
特別研究Ⅰ 専１ 必修 4
特別研究Ⅱ 専２ 必修 10

計
英語 本 必修
工業外国語 本 選択 1
英語 本 選択
英語 本 選択
時事英語 専１ 必修
実用英会話 専１ 必修
テ ニ ルライテ ング 専１ 選択
ジネスコミュニケーション 専１ 選択

工学特別ゼミナール（１ ） 専１ 必修
工学特別ゼミナール（２ ） 専２ 必修

計

材料・バ
イオ系

④

⑤

卒業研究（本科），特別研究Ⅰ・Ⅱ（専攻科）
上記の科目の修得を義務づける。
修得条件はシラバスに記載。

（Ｃ－３） 的 に
ち，計画的に継続して自ら
の能力を 上さ ようとする
習 と れを実現する能力
を身につける。

g

f

設計・シ
ステム
系

（Ｄ）自分の考えを論理的に文章化する かな記述力，国
際的に通用するコミュニケーション基礎能力，プレゼン
テーション能力を身につける。

h

③

（Ｃ－２） れ れの専門分
野に関する深い学問的知識
と実験・実習で得た くの経
験を ち， れらを問題解
決のた に応用できる能力
を身につける。

英語，英語 ，英語 ，工業外国語（本科），時事英
語，実用英会話，テ ニ ルライテ ングﾞ， ジネス
コミュニケーション，工学特別ゼミナール（専攻科）
上記の科目のうち８単位の修得を義務づける。
修得条件はシラバスに記載。

応用数学，応用物理，物理化学，有機化学，高分
子化学，生物化学，化学工学，機器分析Ⅰ（本
科），線形代数，数理工学，数理統計学，数値計
算 解析法，量子力学，物性物理，環境マネジメント
（専攻科）
上記の科目より８単位以上の修得を義務づける。
修得条件はシラバスに記載。

社会技
術系

学習・教育目標

力学系

情報・論
理系

各専門分野で指定された科目群より１０単位以上修
得のこと。各専門分野の修得条件はシラバスに記
載。

②

f

（Ｃ－１）自 科学・情報技
術に関する基礎的素養を有
し，専門分野での問題解決
のた に れらを できる
能力を身につける。

（Ｃ）自主的・継続的な学習
を通じて，自己の専門分野
で深い学問的知識や経験
に加え，他分野にまたがる
幅広い知識を身につける。

（Ｂ）社会のニーズおよび環境に配慮し，かつ与えられた
制約下で，工学の基礎的な知識・技術を統合して課題を
解決するデザイン能力を身につける。

物質工学実験I，生物工学実験I，物質工学実験II，
生物工学実験II，卒業研究（本科），工学特別実
験，特別研究Ⅰ・Ⅱ，創 プログラミング（専攻科）
上記の科目から３９単位以上の修得を義務づける。
修得条件はシラバスに記載。

日本経済論，地域と文化（本科），現代アジア論（専
攻科）
上記科目よりのうち１単位以上修得を義務づける。
各科目の修得条件はシラバスに記載。

①

企業実践講座，知的財産権（本科），技術者倫理，
環境アセスメント（専攻科）
上記の科目より２単位以上の修得を義務づける。
修得条件はシラバスに記載。

設計・システム系，情報・論理系，材料・バイオ系，
力学系，および社会技術系の科目群より，各系１科
目合計６科目以上の単位を 得することを義務づけ
る。
修得条件はシラバスに記載。

（Ａ）和歌山県の地域環境，地域社会との共生に関する理
解および倫理観を身につけ，公共の安全や利益に配慮し
たものづくりの考え方を理解し説明できる。
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地域環境デザイン工学 プログラム科目構成 成 度修 生用 （物質 エコ）

時事英語 実用英会話

日本経済論 （ ） 地域と文化ⅠⅡ （ ） ジネスコミュニケーション テ ニ ルライテ ング 現代アジア論

企業実践講座 知的財産権 （ ） 技術者倫理

工業外国語

線形代数

有機化学（１） 数理工学 数理統計学

数値計算・解析法

量子力学 物性物理

機器分析Ⅰ（１）

環境マネジメント

専門 ① 電気工学概論

物質工学実用数学

② 計測制御工学

情報理論

③ 無機材料化学 合成化学 応用材料工学（ ）

有機材料化学 反応工学

分子生物学 分子生物学

酵素化学 培養工学

量子化学

機器分析Ⅱ

移動 度論

食品工学

蛋白質工学

生物物理化学

有機資源化学

物質工学特論

④ 機械工学概論

⑤ 環境工学 センサー工学

環境化学工学 環境分析 地域環境工学（ ）

複合構 工学

応用エネルギー工学

反応有機化学 有機機能材料（ ）

化学反応論

遺伝子工学（ ） 細胞工学（ ） 生体高分子（ ）

分離工学（ ）

水圏工学（ ） 社会基盤計画学（ ）

卒業研究 特別研究Ⅰ 特別研究Ⅰ 特別研究Ⅱ 特別研究Ⅱ

卒業研究 特別研究Ⅰ 特別研究Ⅰ 特別研究Ⅱ 特別研究Ⅱ

創 プログラミング

学外実習

応用地盤工学（ ） 建設設計工学（ ）

環境アセスメント

単位と学習時 の 算は 算 を して下さい。
は選択科目を す。

（） の数 は 単位数を す。
科目

プログラム３ （専攻科１ ） プログラム （専攻科２ ）

物性物理化学

プログラム１ （本科 ） プログラム２ （本科 ）

工学特別ゼミナール

生物化学（２）

英語 （ ）

体育 （ ）

物理化学（２）
学習時 時 相当以

上の単位

化学工学（ ）

高分子化学（ ）

工学特別ゼミナール

英語 （ ）

数学、自然科学、情報技術の学
習

応用数学

２外国語 （ ）

学習時 時 相当以
上の単位

人文科学、社会科学等（語学教育
を含む）の学習

体育 （ ）

本科卒業 件 単位 学習時 時 相当 以上 専攻科修 件 単位 学習時 時 相当 以上

インターンシップ

時 以上

２外国語 （ ）

①～⑤群の
各群から 科
目以上かつ
合計 科目以

上

化学工学

卒業研究 １

化学工学

学

生物工学実験Ⅰ 生物工学実験Ⅱ

工学特別実験

応用物理

化学工学（ ）

物質工学実験Ⅰ 物質工学実験Ⅱ
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学習時 と単位の 算 および 修 成 度修 生用

エコシステム工学専攻

学

分野 科目 学 必・選 単位数 時 単位 修時

英語 本 必修 45

日本経済論 本 必修 1

・体育 本 必修 45

工業外国語 本 選択 1

２外国語ＡⅠ 本 選択 3

２外国語ＢⅠ 本 選択 3

２外国語ＣⅠ 本 選択 3

企業実践講座 本 選択 1

・体育 本 必修 45

英語Ａ 本 選択 45

英語Ｂ 本 選択 45

地域と文化Ⅰ 本 選択 1

地域と文化Ⅱ 本 選択 1

地域と文化 本 選択 1

地域と文化 本 選択 1

２外国語ＡⅡ 本 選択 45

２外国語ＢⅡ 本 選択 45

２外国語ＣⅡ 本 選択 45

知的財産権 本 選択 1

時事英語 専１ 必修

実用英会話 専１ 必修

ジネスコミュニケーション 専１ 選択

テ ニ ルライテ ング 専１ 選択

技術者倫理 専２ 必修

現代アジア論 専２ 選択

計

応用数学 本 必修 45

有機化学 本 必修 1

物理化学 本 必修 45

生物化学 本 必修 45

化学工学 本 必修

高分子化学 本 必修 45

機器分析Ⅰ 本 必修 1

化学工学 本 必修

線形代数 専１ 選択

数理統計学 専１ 選択

数理工学 専１ 選択

数値計算・解析法 専１ 選択

量子力学 専１ 選択

物性物理 専２ 選択

環境マネジメント 専２ 選択

計

専門 (1) ① 電気工学概論 本 選択 1

物質工学実用数学（学修単位） 本 選択 1

化学工学 本 必修

化学工学 本 必修

計

② 計測制御工学 本 選択 1

情報理論 専１ 選択

計

③ 無機材料化学（学修単位） 本 コース別必修

有機材料化学（学修単位） 本 コース別必修

酵素化学（学修単位） 本 コース別必修

分子生物学（学修単位） 本 コース別必修

合成化学（学修単位） 本 コース別必修

反応工学（学修単位） 本 コース別必修

培養工学（学修単位） 本 コース別必修

分子生物学（学修単位） 本 コース別必修

食品工学（学修単位） 本 選択

蛋白質工学（学修単位） 本 選択 1

量子化学 本 選択 1

機器分析Ⅱ 本 選択 1

移動 度論 本 選択 1

生物物理化学 本 選択 1

有機資源化学 本 選択 1

物質工学特論 本 選択 1

物性物理化学 本 選択 45

卒業研究 本 必修 7×1/5

応用材料工学 専１ 選択

④ 応用物理 本 必修 45

機械工学概論（学修単位） 本 選択 1

計

⑤ 環境工学 本 選択 1

環境分析 専１ 選択

環境化学工学 専１ 選択

センサー工学 専１ 選択

地域環境工学 専２ 選択

計

a) 応用エネルギー工学 専１ 選択

反応有機化学 専１ 選択

遺伝子工学 専１ 選択

細胞工学 専１ 選択

分離工学 専１ 選択

水圏工学 専１ 選択

工学特別ゼミナール（１ ） 専１ 必修 45

工学特別ゼミナール（２ ） 専２ 必修 45

有機機能材料 専２ 選択

生体高分子 専２ 選択

化学反応論 専１ 選択

社会基盤計画学 専２ 選択

地域環境工学 専２ 選択

複合構 工学 専２ 選択

計

b) 物質工学実験Ⅰ 本 コース別必修

生物工学実験Ⅰ 本 コース別必修

物質工学実験Ⅱ 本 コース別必修 6 135

生物工学実験Ⅱ 本 コース別必修 6 135

卒業研究 本 必修 7×1/5

工学特別実験 専１ 必修 4 135

特別研究Ⅰ 専１ 必修 45

特別研究Ⅱ 専２ 必修

計

c) 卒業研究 本 必修 7×3/5

特別研究Ⅰ 専１ 必修 45

特別研究Ⅱ 専２ 必修

創 プログラミング 専２ 選択

計

d) 学外実習 本 選択 1

インターンシップ 専１ 選択

応用地盤工学 専１ 選択

環境アセスメント 専１ 選択

建設設計工学 専２ 選択

計

専門 計

合計

数学、自然科学、情報技術の学習

修 件

学習時 ２ ０時 以上

人文科学、社会科学等（語学教育を含む）の学習

（物質 エコ）

１８００時 以上

学習時 ２ ０時 以上

①～⑤群の
各群から１科
目以上かつ
合計６科目
以上

学習時 ９０
０時 以上
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 学 教 目 法（ 工学科 工学専 平成29年度 生 ） 
 

学習・教育目標 

関連する
基準１ (1) 
(a)～(h)の
項目 

評価方法 備考 

（Ａ）和歌山県の地域環境，地域社会との共生に関する

理解および倫理観を身につけ，公共の安全や利益に配

慮したものづくりの考え方を理解し説明できる。 

a 

日本経済論，地域と文化（本科），現代アジア論（専攻科） 

上記科目よりのうち１単位以上修得を義務づける。 

各科目の修得条件はシラバスに記載。 

 

b 

企業実践講座，知的財産権(本科)，技術者倫理，環境アセスメント（専攻

科） 

上記の科目より２単位以上の修得を義務づける。 

修得条件はシラバスに記載。 

 

（Ｂ）社会のニーズおよび環境に配慮し，かつ与えられた

制約下で，工学の基礎的な知識・技術を統合して課題

を解決するデザイン能力を身に付ける。 

d2 b) 

d2 c) 

e 

h 

物質工学実験 I，生物工学実験 I，物質工学実験 II，生物工学実験 II，卒業

研究（本科），工学特別実験，特別研究Ⅰ・Ⅱ，創 プログラミング（専攻科） 

上記の科目から３９単位以上の修得を義務づける。    

修得条件はシラバスに記載。 

 

（Ｃ）自主的・継続的

な学習を通じて，自

己の専門分野で深

い学問的知識や経

験に加え，他分野

にまたがる幅広い知

識を身に付ける。 

 

（ ） 科学

専門

 
 

c 

応用数学，応用物理，物理化学，有機化学，高分子化学，生物化学，化学

工学，機器分析Ⅰ（本科），線形代数，数理工学，数理統計学，数値計算・

解析法，量子力学，物性物理，環境マネジメント（専攻科） 

上記の科目より８単位以上の修得を義務づける。 

修得条件はシラバスに記載。 

 

d1 

設計・システム系，情報・論理系，材料・バイオ系，力学系，および社会技術

系の科目群より，各系１科目合計６科目以上の単位修得を義務づける。 

各系の科目群は別に記す。 

修得条件はシラバスに記載。 

 

（ ２） 専門

学

 

d2 a) 

d2 d) 

 
各専門分野で指定された科目群より１０単位以上修得のこと。 

各専門分野の科目群は別に記す。 

修得条件はシラバスに記載。 

 

（ ） 立

 

g 

（Ｄ）自分の考えを論理的に文章化する記述力，国際的

に通用するコミュニケーション基礎能力，プレゼンテーシ

ョン能力を身に付ける。 

f 

卒業研究（本科），特別研究Ⅰ・Ⅱ（専攻科） 

上記の科目の修得を義務づける。 

修得条件はシラバスに記載。    

 

f 

英語，英語 A，英語 B，工業外国語（本科），時事英語，実用英会話，ﾃｸﾆｶ

ﾙﾗｲﾃｨﾝｸﾞ，ﾋﾞｼﾞﾈｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ，工学特別ゼミナール（専攻科） 

上記の科目のうち８単位の修得を義務づける。 

修得条件はシラバスに記載。    

 

 

Ｃ－１ （d1） に相当する科目 

物質工学科・ 

エコシステム

工学専攻 

①設計・システム系科目群 化学工学（本科必修），物質工学実用数学，電気工学概論（本科選択） 

②情報・論理系科目群 計測制御工学（本科選択），情報理論（専攻科選択） 

③材料・バイオ系科目群 

無機材料化学，有機材料化学，化学工学，合成化学，反応工学，酵素化学，培養工学，分子生物学（本

科選択必修），量子化学，機器分析Ⅱ，移動 度論，物性物理化学，食品工学，蛋白質工学，生物物理

化学，有機資源化学，物質工学特論（本科選択），応用材料工学（専攻科） 

④力学系科目群 応用物理（本科必修），機械工学概論（本科選択） 

⑤社会技術系科目群 環境工学（本科選択），環境化学工学，環境分析，センサー工学，地域環境工学（専攻科選択） 

 

Ｃ－２ （d2 a), d2 d)） に相当する科目 

物質工学科・ 

エコシステム

工学専攻 

卒業研究（本科必修），反応有機化学，有機機能材料，遺伝子工学，細胞工学，生体高分子，分離工学，化学反応論，応用地盤工学，

複合構 工学，応用エネルギー工学，建設設計工学，社会基盤計画学，水圏工学，環境アセスメント（専攻科選択） 

 

（g） 科目 

物質工学科・ 

エコシステム

工学専攻 

卒業研究（本科必修），学外実習（本科選択），工学特別ゼミナール（専攻科必修），インターンシップ（専攻科選択） 
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学習目標に する単位の 算 および 修 成 度修 生用

エコシステム工学専攻 （物質 エコ）

記 系 科目 学 必・選 単位 修 件 単位 評価
日本経済論 本 必修 1
地域と文化Ⅰ 本 選択 1
地域と文化Ⅱ 本 選択 1
地域と文化 本 選択 1
地域と文化 本 選択 1
現代アジア論 専２ 選択

計
企業実践講座 本 選択 1
知的財産権 本 選択 1
技術者倫理 専２ 必修
環境アセスメント 専１ 選択

計
物質工学実験Ⅰ 本 コース別必修 8
生物工学実験Ⅰ 本 コース別必修 8
物質工学実験Ⅱ 本 コース別必修 6
生物工学実験Ⅱ 本 コース別必修 6
卒業研究 本 必修 7
工学特別実験 専１ 必修 4
特別研究Ⅰ 専１ 必修 4
特別研究Ⅱ 専２ 必修 10
創 プログラミング 専２ 選択

計
応用数学 本 必修

応用物理 本 必修
物理化学 本 必修
有機化学 本 必修 1
高分子化学 本 必修
生物化学 本 必修
化学工学 本 必修
機器分析Ⅰ 本 必修 1
線形代数 専１ 選択
数理工学 専１ 選択
数理統計学 専１ 選択
数値計算・解析法 専 選択
量子力学 専１ 選択
物性物理 専２ 選択
環境マネジメント 専２ 選択

計
化学工学 本 必修 3
化学工学 本 必修
物質工学実用数学 本 選択 1
電気工学概論 本 選択 1

計
計測制御工学 本 選択 1
情報理論 専１ 選択

計
無機材料化学 本 コース別必修

有機材料化学 本 コース別必修

酵素化学 本 コース別必修

分子生物学 本 コース別必修

合成化学 本 コース別必修

反応工学 本 コース別必修

培養工学 本 コース別必修

分子生物学 本 コース別必修

食品工学 本 選択
蛋白質工学 本 選択 1
量子化学 本 選択 1
機器分析Ⅱ 本 選択 1
移動 度論 本 選択 1
生物物理化学 本 選択 1
有機資源化学 本 選択 1
物質工学特論 本 選択 1
物性物理化学 本 選択
卒業研究 本 必修 7
応用材料工学 専 選択

計
応用物理 本 必修
機械工学概論 本 選択 1

計
環境工学 本 選択 1
環境分析 専１ 選択
環境化学工学 専１ 選択
センサー工学 専１ 選択
地域環境工学 専２ 選択

計
卒業研究 本 必修 7
反応有機化学 専１ 選択
遺伝子工学 専１ 選択
細胞工学 専１ 選択
分離工学 専１ 選択
応用地盤工学 専１ 選択
応用エネルギー工学 専１ 選択
水圏工学 専１ 選択
有機機能材料 専２ 選択
生体高分子 専２ 選択
化学反応論 専１ 選択
複合構 工学 専２ 選択
建設設計工学 専２ 選択
社会基盤基計画学 専２ 選択
学外実習 本 選択 1
インターンシップ 専１ 選択
工学特別ゼミナール（１ ） 専１ 必修
工学特別ゼミナール（２ ） 専２ 必修

計
卒業研究 本 必修 7
特別研究Ⅰ 専１ 必修 4
特別研究Ⅱ 専２ 必修 10

計
英語 本 必修
工業外国語 本 選択 1
英語 本 選択
英語 本 選択
時事英語 専１ 必修
実用英会話 専１ 必修
テ ニ ルライテ ング 専１ 選択
ジネスコミュニケーション 専１ 選択

工学特別ゼミナール（１ ） 専１ 必修
工学特別ゼミナール（２ ） 専２ 必修

計

材料・バ
イオ系

④

⑤

卒業研究（本科），特別研究Ⅰ・Ⅱ（専攻科）
上記の科目の修得を義務づける。
修得条件はシラバスに記載。

（Ｃ－３） 的 に
ち，計画的に継続して自ら
の能力を 上さ ようとする
習 と れを実現する能力
を身につける。

g

f

設計・シ
ステム
系

（Ｄ）自分の考えを論理的に文章化する かな記述力，国
際的に通用するコミュニケーション基礎能力，プレゼン
テーション能力を身につける。

h

③

（Ｃ－２） れ れの専門分
野に関する深い学問的知識
と実験・実習で得た くの経
験を ち， れらを問題解
決のた に応用できる能力
を身につける。

英語，英語 ，英語 ，工業外国語（本科），時事英
語，実用英会話，テ ニ ルライテ ングﾞ， ジネス
コミュニケーション，工学特別ゼミナール（専攻科）
上記の科目のうち８単位の修得を義務づける。
修得条件はシラバスに記載。

応用数学，応用物理，物理化学，有機化学，高分
子化学，生物化学，化学工学，機器分析Ⅰ（本
科），線形代数，数理工学，数理統計学，数値計
算 解析法，量子力学，物性物理，環境マネジメント
（専攻科）
上記の科目より８単位以上の修得を義務づける。
修得条件はシラバスに記載。

社会技
術系

学習・教育目標

力学系

情報・論
理系

各専門分野で指定された科目群より１０単位以上修
得のこと。各専門分野の修得条件はシラバスに記
載。

②

f

（Ｃ－１）自 科学・情報技
術に関する基礎的素養を有
し，専門分野での問題解決
のた に れらを できる
能力を身につける。

（Ｃ）自主的・継続的な学習
を通じて，自己の専門分野
で深い学問的知識や経験
に加え，他分野にまたがる
幅広い知識を身につける。

（Ｂ）社会のニーズおよび環境に配慮し，かつ与えられた
制約下で，工学の基礎的な知識・技術を統合して課題を
解決するデザイン能力を身につける。

物質工学実験I，生物工学実験I，物質工学実験II，
生物工学実験II，卒業研究（本科），工学特別実
験，特別研究Ⅰ・Ⅱ，創 プログラミング（専攻科）
上記の科目から３９単位以上の修得を義務づける。
修得条件はシラバスに記載。

日本経済論，地域と文化（本科），現代アジア論（専
攻科）
上記科目よりのうち１単位以上修得を義務づける。
各科目の修得条件はシラバスに記載。

①

企業実践講座，知的財産権（本科），技術者倫理，
環境アセスメント（専攻科）
上記の科目より２単位以上の修得を義務づける。
修得条件はシラバスに記載。

設計・システム系，情報・論理系，材料・バイオ系，
力学系，および社会技術系の科目群より，各系１科
目合計６科目以上の単位を 得することを義務づけ
る。
修得条件はシラバスに記載。

（Ａ）和歌山県の地域環境，地域社会との共生に関する理
解および倫理観を身につけ，公共の安全や利益に配慮し
たものづくりの考え方を理解し説明できる。
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地域環境デザイン工学 プログラム科目構成 成 度修 生用 （物質 エコ）

時事英語 実用英会話

日本経済論 （ ） 地域と文化ⅠⅡ （ ） ジネスコミュニケーション テ ニ ルライテ ング 現代アジア論

企業実践講座 知的財産権 （ ） 技術者倫理

工業外国語

線形代数

有機化学（１） 数理工学 数理統計学

数値計算・解析法

量子力学 物性物理

機器分析Ⅰ（１）

環境マネジメント

専門 ① 電気工学概論

物質工学実用数学

② 計測制御工学

情報理論

③ 無機材料化学 合成化学 応用材料工学（ ）

有機材料化学 反応工学

分子生物学 分子生物学

酵素化学 培養工学

量子化学

機器分析Ⅱ

移動 度論

食品工学

蛋白質工学

生物物理化学

有機資源化学

物質工学特論

④ 機械工学概論

⑤ 環境工学 センサー工学

環境化学工学 環境分析 地域環境工学（ ）

複合構 工学

応用エネルギー工学

反応有機化学 有機機能材料（ ）

化学反応論

遺伝子工学（ ） 細胞工学（ ） 生体高分子（ ）

分離工学（ ）

水圏工学（ ） 社会基盤計画学（ ）

卒業研究 特別研究Ⅰ 特別研究Ⅰ 特別研究Ⅱ 特別研究Ⅱ

卒業研究 特別研究Ⅰ 特別研究Ⅰ 特別研究Ⅱ 特別研究Ⅱ

創 プログラミング

学外実習

応用地盤工学（ ） 建設設計工学（ ）

環境アセスメント

単位と学習時 の 算は 算 を して下さい。
は選択科目を す。

（） の数 は 単位数を す。
科目

学

生物工学実験Ⅰ 生物工学実験Ⅱ

工学特別実験

応用物理

化学工学（ ）

物質工学実験Ⅰ 物質工学実験Ⅱ

体育 （ ）

本科卒業 件 単位 学習時 時 相当 以上 専攻科修 件 単位 学習時 時 相当 以上

インターンシップ

時 以上

２外国語 （ ）

①～⑤群の
各群から 科
目以上かつ
合計 科目以

上

化学工学

卒業研究 １

化学工学

学習時 時 相当以
上の単位

化学工学（ ）

高分子化学（ ）

工学特別ゼミナール

英語 （ ）

数学、自然科学、情報技術の学
習

応用数学

２外国語 （ ）

学習時 時 相当以
上の単位

人文科学、社会科学等（語学教育
を含む）の学習

プログラム３ （専攻科１ ） プログラム （専攻科２ ）

物性物理化学

プログラム１ （本科 ） プログラム２ （本科 ）

工学特別ゼミナール

生物化学（２）

英語 （ ）

体育 （ ）

物理化学（２）
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学習時 と単位の 算 および 修 成 度修 生用

エコシステム工学専攻

学

分野 科目 学 必・選 単位数 時 単位 修時

英語 本 必修 45

日本経済論 本 必修 1

・体育 本 必修 45

工業外国語 本 選択 1

２外国語ＡⅠ 本 選択 3

２外国語ＢⅠ 本 選択 3

２外国語ＣⅠ 本 選択 3

企業実践講座 本 選択 1

・体育 本 必修 45

英語Ａ 本 選択 45

英語Ｂ 本 選択 45

地域と文化Ⅰ 本 選択 1

地域と文化Ⅱ 本 選択 1

地域と文化 本 選択 1

地域と文化 本 選択 1

２外国語ＡⅡ 本 選択 45

２外国語ＢⅡ 本 選択 45

２外国語ＣⅡ 本 選択 45

知的財産権 本 選択 1

時事英語 専１ 必修

実用英会話 専１ 必修

ジネスコミュニケーション 専１ 選択

テ ニ ルライテ ング 専１ 選択

技術者倫理 専２ 必修

現代アジア論 専２ 選択

計

応用数学 本 必修 45

有機化学 本 必修 1

物理化学 本 必修 45

生物化学 本 必修 45

化学工学 本 必修

高分子化学 本 必修 45

機器分析Ⅰ 本 必修 1

化学工学 本 必修

線形代数 専１ 選択

数理統計学 専１ 選択

数理工学 専１ 選択

数値計算・解析法 専１ 選択

量子力学 専１ 選択

物性物理 専２ 選択

環境マネジメント 専２ 選択

計

専門 (1) ① 電気工学概論 本 選択 1

物質工学実用数学（学修単位） 本 選択 1

化学工学 本 必修

化学工学 本 必修

計

② 計測制御工学 本 選択 1

情報理論 専１ 選択

計

③ 無機材料化学（学修単位） 本 コース別必修

有機材料化学（学修単位） 本 コース別必修

酵素化学（学修単位） 本 コース別必修

分子生物学（学修単位） 本 コース別必修

合成化学（学修単位） 本 コース別必修

反応工学（学修単位） 本 コース別必修

培養工学（学修単位） 本 コース別必修

分子生物学（学修単位） 本 コース別必修

食品工学（学修単位） 本 選択

蛋白質工学（学修単位） 本 選択 1

量子化学（学修単位） 本 選択 1

物性物理化学（学修単位） 本 選択

機器分析Ⅱ 本 選択 1

移動 度論 本 選択 1

生物物理化学 本 選択 1

有機資源化学 本 選択 1

物質工学特論 本 選択 1

卒業研究 本 必修 7×1/5

応用材料工学 専１ 選択

④ 応用物理 本 必修 45

機械工学概論（学修単位） 本 選択 1

計

⑤ 環境工学 本 選択 1

環境分析 専１ 選択

環境化学工学 専１ 選択

センサー工学 専１ 選択

地域環境工学 専２ 選択

計

a) 応用エネルギー工学 専１ 選択

反応有機化学 専１ 選択

遺伝子工学 専１ 選択

細胞工学 専１ 選択

分離工学 専１ 選択

水圏工学 専１ 選択

工学特別ゼミナール（１ ） 専１ 必修 45

工学特別ゼミナール（２ ） 専２ 必修 45

有機機能材料 専２ 選択

生体高分子 専２ 選択

化学反応論 専１ 選択

社会基盤計画学 専２ 選択

地域環境工学 専２ 選択

複合構 工学 専２ 選択

計

b) 物質工学実験Ⅰ 本 コース別必修 8 180

生物工学実験Ⅰ 本 コース別必修 8 180

物質工学実験Ⅱ 本 コース別必修 6 135

生物工学実験Ⅱ 本 コース別必修 6 135

卒業研究 本 必修 7×1/5

工学特別実験 専１ 必修 4 135

特別研究Ⅰ 専１ 必修 45

特別研究Ⅱ 専２ 必修

計

c) 卒業研究 本 必修 7×3/5

特別研究Ⅰ 専１ 必修 45

特別研究Ⅱ 専２ 必修

創 プログラミング 専２ 選択

計

d) 学外実習 本 選択 1

インターンシップ 専１ 選択

応用地盤工学 専１ 選択

環境アセスメント 専１ 選択

建設設計工学 専２ 選択

計

専門 計

合計

数学、自然科学、情報技術の学習

修 件

学習時 ２ ０時 以上

人文科学、社会科学等（語学教育を含む）の学習

（物質 エコ）

１８００時 以上

学習時 ２ ０時 以上

①～⑤群の
各群から１科
目以上かつ
合計６科目
以上

学習時 ９０
０時 以上
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（ ） 教  

工学 教 教 機構 教

一  

 

  学 教 目  

（ ） 立 成 目 ( ) (h)

独 学 教 目 学 外

教 学生  

(a)  

(b) 
（ ） 

(c) 学 科学  

(d) 専門  

(e) 科学 要  

(f) 等

国  

(g) 学  

(h)  

（２） 学 教 目 業生

要 学生 要  

 

要  

工学（ ）  

 

（ ） 工学  

工学  科目 科目

科目 学 科目 科目

科目 科目  

（２）専門工学  

）専門工学 工学（ ） 専門工学 高等教 機

 

） 工学 行

工学  

）工学 立

 

）（工学）

 

２ 教  

教 等 教 教

                        

 
２ 学 教  

(1) 年 学 教 構成 124 学 学

生  

(2) 学 （教 等 行 学 ） 1,800

人 科学 科学等（ 学教 ）

学 250 学 科学 学 250 専門

学 900  
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工学 教 学 教 目 教

(1)  

 

教 機

 

 

 

 

 
教 （ ）  

a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

工

学教

学 教

目  

A           

B           

C-1           

C-2           

C-3           

D           
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専 門 科 目 





物質工学科 

 
１. 学科の概要 

 物質は色々な形で私達の生活に大きく関わりをもっています。プラスチック、繊維、塗料、界

面活性剤、ゴム、医薬品、食品などはその例ですが、これらは直接利用される他に、様々な産業

分野でさらに加工され、形を変えて、人々の生活空間に広く浸透し利用されています。 

 物質工学科では、このような物質について化学的および生物学的な面から理解し、さらにそれ

らの知識を基礎にして、地球環境保全の立場から人類に役立つ物質を新たに創造できる人材の育

成を目標にしています。このため下表に示す「教育目標」を揚げ、物質について、組成、構造、

変化等の基礎的な事項を理解すると共に、人類や自然との関わりを考慮しながら、その知識を発

展的に応用できる能力を有する人材の育成に努めています。 

 物質工学科としてのカリキュラムは、低学年からくさび形に専門科目を配置し、3 年次までに

基礎科目や共通科目を履修して基礎的な化学的センスを培い、4 年次からは「物質工学コース」

と「生物工学コース」に分かれて、さらに高度な専門的科目を履修するように構成されています。 

 「物質工学コース」では、新素材、機能性材料の特性および化学プロセスを生産に取り入れた

製造工程全般に関する技術や知識を学びます。「生物工学コース」では、生物材料の特徴および

生物機能を工業的に利用するためのバイオテクノロジー等の技術や知識を学びます。両コースは、

物質（分子）間の化学反応を基礎に置いており元来密接に関連しています。さらに、選択科目は

全てコース共通に設定されており、選択する科目の組み合わせによりこの関連性を補強出来るよ

うになっています。これにより、それぞれのコースで修得する高度の技術と知識に加えて、各人

の個性に合わせて化学から生物に至る範囲の工業関連の実用知識を修得出来るようになっていま

す。 

 以上の背景に基づき、物質工学科では下表に示す教育目標を掲げています。 
 

番号 物質工学科の教育目標 本科目標 

（１） 
自然科学および工学に関する基礎知識を習得し、これらの基礎知識を専門

分野に応用できる能力を身に付ける。 
(C-1) 

（２） 
関連する専門分野（物質工学系、生物工学系）の基礎的な知識・技術を身

に付ける。 
(C-2) 

（３） 
実験を通して、材料や機器を正しく取扱い、目的とする測定データ等を取

得・整理し、報告書にまとめる能力を身に付ける。 
(C-2)(D) 

（４） 
卒業研究などを通して、実社会で直面する諸課題に積極的に取り組むこと

ができる能力を身に付ける。 

(A)(B)(C-2) 

(C-3)(D) 
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２．授業科目の系統 

 物質工学科のカリキュラムは，物質ついての幅広い知識と専門的な実験技術を修得できるよう

に構成されています。低学年から専門科目を効果的に配置し，3学年までに基礎的科目を履修しま

す。4学年からは物質工学コースと生物工学コースに分かれて，さらに高度な専門科目を履修する

ように構成されています。 

 授業科目は，以下の5つの系統および卒業研究に大別することができ，それぞれの系統分野につ

いての効果的な学習ができるように科目が配置されています。 

１）数理工学系科目では，数理工学の各分野から物質工学にとって重要な知識を学習します。 

２）化学系科目では，化学の分野での重要な知識を学習します。 

３）生物系科目では，生物や生物工学の分野での重要な知識を学習します。 

４）化学生物工学系科目では，化学，化学工学，生物工学および融合分野での重要な知識を学

びます。 

５）実験系科目では，物質工学における重要な実験技術と知識について学び，知識を実践的に

応用できる能力を身につけます。 

６）卒業研究では，各科目で修得した知識と技術に基づき，研究開発能力を持つ実践的技術者，

研究者となるための研究を行います。各自に与えられる研究テーマに対して，自らが調査

して実験を行い，最後に本校での卒業論文としてまとめます。 

 

３. 専門科目系統図 

 上で述べた学習科目を表で分類すると，次のようになります。 
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専門科目系統図
物質工学コース(平成18～24年度入学)

1学年 2学年 3学年 4学年

情報処理入門 情報処理(1) 情報処理(1) 応用数学(2) 計測制御工学(1)
数理 (2) 応用物理(2) 応用物理(2) 機械工学概論(1)
工学系 電気工学概論(2)

物質工学

実用数学(1)

分析化学(2) 分析化学(2) 有機材料化学(2)* 合成化学(2)*
化学(5)** 無機化学(1) 無機化学(2) 無機材料化学(2)* 反応工学(2)*

化学系 有機化学(1) 有機化学(2) 有機化学(1)
物理化学(2) 物理化学(2) 量子化学(1)

物性物理化学(2)
移動速度論(1)

卒業

研究

 (7)
生物系 生物(1)** 生物(1) 応用微生物学(2) 生物化学(2) 食品工学(2)

蛋白質工学(1)

高分子化学(2) 化学工学(2)
化学 機器分析Ⅰ(1)  
生物 化学工学(3) 生物物理化学(1)
工学系 機器分析Ⅱ(1)

有機資源化学(1)
環境工学(1)

工業外国語(1)

学外実習(1)
実験・

実習 物質基礎実験Ⅰ 物質基礎実験Ⅰ 物質基礎実験Ⅱ 物質工学実験Ⅰ 物質工学実験Ⅱ
(2) (3) (4) (8) (6)

総合 企業実践講座(1)

開設
単位数

（）内は単位数

必修科目(*はコース別科目，**は一般科目のうち特に密接に関連する科目)

選択科目

35

5学年

4 9 16 31

-  15 -



専門科目系統図
生物工学コース(平成28年度入学)

1学年 2学年 3学年 4学年

情報処理入門 情報処理(1) 情報処理(1) 応用数学(2) 計測制御工学(1)
数理 (2) 応用物理(2) 応用物理(2) 機械工学概論(1)
工学系 電気工学概論(2)

物質工学

実用数学(1)

分析化学(2) 分析化学(2) 有機化学(1) 量子化学(1)
化学(5)** 無機化学(1) 無機化学(2) 物理化学(2) 物性物理化学(2)

化学系 有機化学(1) 有機化学(2) 移動速度論(1)
物理化学(2)

 

分子生物学(2)* 卒業
工学(2)* 研究

生物・ 分子生物学(2)*  (7)
学系 生物(1)** 生物(1) 応用微生物学(2) 化学(2) 食品工学(2)

生物化学(2) 蛋白質工学(1)

高分子化学(2) 化学工学(2)
化学 機器分析Ⅰ(1)
生物 化学工学(3) 生物物理化学(1)
工学系 機器分析Ⅱ(1)

有機資源化学(1)
環境工学(1)

工業外国語(1)

学外実習(1)
内 ー (2)

実験・

実習 物質基礎実験Ⅰ 物質基礎実験Ⅰ 物質基礎実験Ⅱ 生物工学実験Ⅰ 生物工学実験Ⅱ
(2) (3) (4) (8) (6)

総合 企業実践講座(1)

ー講座(1)

開設
単位数

（）内は単位数

必修科目( はコース別科目， は一般科目のうち特に密接に関連する科目)

選択科目

35

5学年

4 9 16 33

-  16 -



専門科目系統図
物質工学コース(平成28年度入学)

1学年 2学年 3学年 4学年

情報処理入門 情報処理(1) 情報処理(1) 応用数学(2) 計測制御工学(1)
数理 (2) 応用物理(2) 応用物理(2) 機械工学概論(1)
工学系 電気工学概論(2)

物質工学

実用数学(1)

分析化学(2) 分析化学(2) 有機材料化学(2)* 合成化学(2)*
化学(5)** 無機化学(1) 無機化学(2) 無機材料化学(2)* 反応工学(2)*

化学系 有機化学(1) 有機化学(2) 有機化学(1)
物理化学(2) 物理化学(2) 量子化学(1)

物性物理化学(2)
移動速度論(1)

卒業

研究

生物・  (7)
学系 総合理科(1)** 生物(1) 応用微生物学(2) 生物化学(2) 食品工学(2)

蛋白質工学(1)

高分子化学(2) 化学工学(2)
化学 機器分析Ⅰ(1)  
生物 化学工学(3) 生物物理化学(1)
工学系 機器分析Ⅱ(1)

有機資源化学(1)
環境工学(1)

工業外国語(1)

学外実習(1)
内 ー (2)

実験・

実習 物質基礎実験Ⅰ 物質基礎実験Ⅰ 物質基礎実験Ⅱ 物質工学実験Ⅰ 物質工学実験Ⅱ
(2) (3) (4) (8) (6)

総合 企業実践講座(1)

ー講座(1)

開設
単位数

（）内は単位数

必修科目(*はコース別科目，**は一般科目のうち特に密接に関連する科目)

選択科目

35

5学年

4 9 16 33
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専門科目（物質工学科物質工学コース） 専門科目（物質工学科生物工学コース）

平成18年度～平成24年度入学 平成18年度～平成24年度入学

1年 2年 3年 4年 5年 1年 2年 3年 4年 5年

応用数学 2 2 応用数学 2 2

応用物理 4 2 2 応用物理 4 2 2

情報処理入門 2 2 情報処理入門 2 2

情報処理 2 1 1 情報処理 2 1 1

生物 1 1 生物 1 1

分析化学 3 2 1 分析化学 3 2 1

無機化学 3 1 2 無機化学 3 1 2

有機化学 4 1 2 1 有機化学 4 1 2 1

物理化学 4 2 2 物理化学 4 2 2

応用微生物学 2 2 応用微生物学 2 2

生物化学 2 2 生物化学 2 2

機器分析Ⅰ 1 1 機器分析Ⅰ 1 1

化学工学 5 3 2 化学工学 5 3 2

高分子化学 2 2 高分子化学 2 2

無機材料化学 2 2 分子生物学 4 2 2

有機材料化学 2 2 酵素化学 2 2

合成化学 2 2 培養工学 2 2

反応工学 2 2 物質基礎実験Ⅰ 5 2 3

物質基礎実験Ⅰ 5 2 3 物質基礎実験Ⅱ 4 4

物質基礎実験Ⅱ 4 4 生物工学実験Ⅰ 8 8

物質工学実験Ⅰ 8 8 生物工学実験Ⅱ 6 6

物質工学実験Ⅱ 6 6 卒業研究 7 7

卒業研究 7 7 小計 75 4 9 16 27 19

小計 75 4 9 16 27 19 工業外国語 1 1 選択科目Ａ及び

工業外国語 1 1 選択科目Ａ及び 量子化学 1 1 Ｂグループから

量子化学 1 1 Ｂグループから 機器分析Ⅱ 1 1 それぞれ1単位

機器分析Ⅱ 1 1 それぞれ1単位 移動速度論 1 1 以上履修

移動速度論 1 1 以上履修 物性物理化学 2 2

物性物理化学 2 2 食品工学 2 2

食品工学 2 2 蛋白質工学 1 1

蛋白質工学 1 1 生物物理化学 1 1

生物物理化学 1 1 有機資源化学 1 1 Ａ

有機資源化学 1 1 Ａ 電気工学概論 1 1 Ｂ

電気工学概論 1 1 Ｂ 物質工学特論 1 1 Ａ

物質工学特論 1 1 Ａ 環境工学 1 1 Ａ

環境工学 1 1 Ａ 機械工学概論 1 1 Ｂ

機械工学概論 1 1 Ｂ 計測制御工学 1 1 Ｂ

計測制御工学 1 1 Ｂ 物質工学実用数学 1 1

物質工学実用数学 1 1 企業実践講座 1 1

企業実践講座 1 1 学外実習 1 1

学外実習 1 1 小計 19 0 0 0 3 16

小計 19 0 0 0 3 16 94 4 9 16 30 35

94 4 9 16 30 35 82以上 4 9 16

82以上 4 9 16

一般科目７５単位以上、専門科目８２単位以上、かつ合計１６７単位以上修得すること。

選
　
択
　
科
　
目

開設単位数

修得単位数

注　卒業認定単位数（進級規則第１２条）

注　卒業認定単位数（進級規則第１２条）

一般科目７５単位以上、専門科目８２単位以上、かつ合計１６７単位以上修得すること。

選
　
択
　
科
　
目

必
　
　
修
　
　
科
　
　
目

必
　
　
修
　
　
科
　
　
目

修得単位数 注

区
分

授業科目 単位数
学年別配当

備　　考

注開設単位数

区
分

授業科目 単位数
学年別配当

備　　考
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専門科目（物質工学科物質工学コース） 専門科目（物質工学科生物工学コース）

平成25年度以降入学 平成25年度以降入学

1年 2年 3年 4年 5年 1年 2年 3年 4年 5年

応用数学 2 2 応用数学 2 2

応用物理 4 2 2 応用物理 4 2 2

情報処理入門 2 2 情報処理入門 2 2

情報処理 2 1 1 情報処理 2 1 1

生物 1 1 生物 1 1

分析化学 3 2 1 分析化学 3 2 1

無機化学 3 1 2 無機化学 3 1 2

有機化学 4 1 2 1 有機化学 4 1 2 1

物理化学 4 2 2 物理化学 4 2 2

応用微生物学 2 2 応用微生物学 2 2

生物化学 2 2 生物化学 2 2

機器分析Ⅰ 1 1 機器分析Ⅰ 1 1

化学工学 5 3 2 化学工学 5 3 2

高分子化学 2 2 高分子化学 2 2

無機材料化学 2 2 分子生物学 4 2 2

有機材料化学 2 2 酵素化学 2 2

合成化学 2 2 培養工学 2 2

反応工学 2 2 物質基礎実験Ⅰ 5 2 3

物質基礎実験Ⅰ 5 2 3 物質基礎実験Ⅱ 4 4

物質基礎実験Ⅱ 4 4 生物工学実験Ⅰ 8 8

物質工学実験Ⅰ 8 8 生物工学実験Ⅱ 6 6

物質工学実験Ⅱ 6 6 卒業研究 7 7

卒業研究 7 7 小計 75 4 9 16 27 19

小計 75 4 9 16 27 19 工業外国語 1 1 選択科目Ａ及び

工業外国語 1 1 選択科目Ａ及び 量子化学 1 1 Ｂグループから

量子化学 1 1 Ｂグループから 機器分析Ⅱ 1 1 それぞれ1単位

機器分析Ⅱ 1 1 それぞれ1単位 移動速度論 1 1 以上履修

移動速度論 1 1 以上履修 物性物理化学 2 2

物性物理化学 2 2 食品工学 2 2

食品工学 2 2 蛋白質工学 1 1

蛋白質工学 1 1 生物物理化学 1 1

生物物理化学 1 1 有機資源化学 1 1 Ａ

有機資源化学 1 1 Ａ 電気工学概論 1 1 Ｂ

電気工学概論 1 1 Ｂ 物質工学特論 1 1 Ａ

物質工学特論 1 1 Ａ 環境工学 1 1 Ａ

環境工学 1 1 Ａ 機械工学概論 1 1 Ｂ

機械工学概論 1 1 Ｂ 計測制御工学 1 1 Ｂ

計測制御工学 1 1 Ｂ 物質工学実用数学 1 1

物質工学実用数学 1 1 企業実践講座 1 1

企業実践講座 1 1 ベンチャー講座 1 1

ベンチャー講座 1 1 学外実習 1 1

学外実習 1 1 県内インターンシップ 2 2

県内インターンシップ 2 2 小計 22 0 0 0 6 16

小計 22 0 0 0 6 16 97 4 9 16 33 35

97 4 9 16 33 35 82以上 4 9 16

82以上 4 9 16

　　履修できるのは
　　どちらか一つ

　　履修できるのは
　　どちらか一つ

区
分

授業科目 単位数
学年別配当

備　　考
区
分

修得単位数 注 注　卒業認定単位数（進級規則第１２条）

授業科目 単位数
学年別配当

備　　考

必
　
　
修
　
　
科
　
　
目

必
　
　
修
　
　
科
　
　
目

開設単位数

注　卒業認定単位数（進級規則第１２条） 一般科目７５単位以上、専門科目８２単位以上、かつ合計１６７単位以上修得すること。

一般科目７５単位以上、専門科目８２単位以上、かつ合計１６７単位以上修得すること。

　　どちらかを
　　必ず履修

　　どちらかを
　　必ず履修

選
　
択
　
科
　
目

選
　
択
　
科
　
目

開設単位数 修得単位数 注
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２ 等 （ 年 ２ ） 

 

科   目    教  学年 学科  授 業   

門 
（Guide to Information   

Processing） 
 

  
山   

1年生 
工学科 2 年 2  

授業 要  教 行  

目  
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門 1年 

 

 

 学 要

科

目 学

法  

 

 

 一

法 Web Web 成

学  

 

 

 （ ） 成

機 （ ） 機 （

） 機

学  

 

 

 （行 ） 一 一 （ ）

行

法 成機

学  

 

 

 年 行 機

成 法 学

行  
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２ 等 （ 年 ２ ） 

 

 

科   目    教  学年 学科  授 業   

 

（Fundamental Experiments for  

Industrial Chemistry I） 

 

  

  

  

年生 

工学科 
２ 

年 

２  

授業 要 
 門 学 学 ( )

学  

目  

学 科学  

学 行  

行  

法 60 （ ）40  

教科 等 

教科  

学( ) 行 ( ）（ 学 人） 

   ( ) 行 ( 学 人) 成 （山 学 ） 
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工 学  
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JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g H 

校 学  
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A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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.  

 授業 専門科目 門 学 学校 科

人 科 授業 行 一

目 教科 等

生

 

 専門科目 学 生

目 一 科目 一

一年 学  

２.  

 学  

  行  

  行  

   

等 等

人

 

   

 

目
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門 学 高

等 行
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

 

(Information processing) 
 

  

山   

２年生 

工学科 
 

 

２  

授業 要 

学 構 学生

目 成 行

成 学  

目  
成 学 成

 

法 
科目 成 度

 

教科 等 
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２ 等 （ 年 ２ ） 

 

科   目    教  学年 学科  授 業   

生   

(Biology) 
 山  

２年生 

工学科 
 

 

２  

授業 要 
生 DNA 構  

生  

目  

DNA 構  
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平成２８年度           生           （２学年 工学科） 
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15

立 学  

 

 

留  授業 授業 授業
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

分析化学 

Analytical Chemistry 

 

必 

 

  

２学  

物質工学科 

 

２ 

通  

2時  

授業 要 

 学 平 生成平 平

平

度 学  

目  

 も とも身 な水 計での の化学反応に 目して れらの反応を定量的に り う。これらの反応の

特 を理解し 化学 の基本的概 を習得することを目的とする。またこれらの反応を利用した の定量分

析法の 理も理解して く。これらの学習を通じて 化学 の定量的計算ができるようなレ ルに

する。 

法 
験と定 験 70 習 業 の 度（ ） 課題 レ ート 30 を基準として を通じて

合評価する。 

教科 等 

教科  分析化学- 反応を基礎とするー  ら   共  

       

考 化学 の計算  関 ら   理学  

     分析化学 習 本水ら   教学社 

     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

イ ンス  業の方 な の説明 度 ッ な  

 の基礎  度計算 

 体の 解 

 電解質と 電解質 

 習(これまでの項目について) 

 化学 と質量 用の法  

 各 の 定数 

 験                          

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

  

２   

  

  

  

 験の解説と 習 

 基 の概  

 水 の 基  

 基 の定量的 り い 

 基 と 基   

 基 定 線 

 習                                             

 

 

 

 

 

 

 

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

 験の解説と 習 

 イオンについて 

 イオン生成定数 

 レート生成定数 

 レート反応の定量的 り い 

 レート反応の定量的 り い    

 レート 定法について 

 験                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

 験の解説と 習 

 解度と 解度  

 共通イオン  

 イオン生成の  

 分別  

定法について 

 習                                             

 

 

 

 

 

 

 

（ ） 

 

JABEE  

JABEE  b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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２年次 分析化学 通年２単位 

１． 授業に対する取り組み 

① 授業中は、話を聞くことに集中する。ほぼ教科書に沿って話をするので、重要と思われる個所には教科書中

にアンダーラインを引くなどすること。授業の中で演習を多く取り入れるので、授業中に自分で解きながら、

わからない個所は授業中に質問すること。 

 

② その日の内に必ず復習をする こと。ここで作るノートが重要である。教科書を読み、授業で行った内容を

自分で白い紙に書いてみることにより自分が、何がわかっているか、どこがわからないかを知ることができ

る。そのなかで疑問やわからないことは、次の授業に質問すること。授業中の質問などは、最も重視する項

目となる。どんなことでも積極的に質問をすること。 

 

③ 化学は目に見えない分子などを取り扱う学問である。その原理を理解するには、適切な図を用いて考えてゆ

く必要がある。問題を考える際にも自分で溶液中の様子を図で示しながら理解をして行くようにする。 

 

２．科目内容の概要 

第１週～第７週 溶液化学平衡の序論 

化学平衡とは？ 

 

 

可逆的反応では、一定時間経つと反応が見かけ上停止して、溶液中の各物質の濃度がそれ以上変化しない状態

になります。このような状態を「平衡状態」と言い、また、その時の反応物と生成物の濃度比を平衡定数と言い、

化学反応を理解する上で重要な値となります。 

第８週 中間試験 

 第7週までの範囲で中間試験を行う。 

第９週から第１4週 酸塩基平衡 

  酸と塩基性物質の溶液中での反応は? 

  酸性や塩基性を示す物質の溶液中での反応を定量的に理解します。溶液反応の最も基本的な反応です。酸塩基

滴定や緩衝溶液についても学習します。 

第１６週から第２２週 錯形成平衡 

  金属イオンと錯体を形成する物質の反応は？ 

  M+(金属イオン)とN、P、O、などの非共有電子対を有する原子を持っている分子は、

配位結合して錯体を形成する。これらの反応は、金属イオンの測定や金属イオンの回収な

どに用いられます。 

第２３週 中間試験 

  第16週から22週の範囲で中間試験を行う。 

第２４週から第３０週 沈殿平衡 

  沈殿をしやすい物質の反応は？ 

  物質の中には反応の結果、水に溶けにくい物質になるものがあります。 

これら難溶性分子は、水の領域から排除され、結果としてコロイドといわ 

れる微粒子を作ったり、沈殿したりします。このような沈殿反応は、溶液 

からある分子を選択的に取り除くことができるので、例えば汚水などを浄 

化などの環境化学などでも利用される反応です。 

 

 

  
 

金属イオン 

 
A+   B- 

 

AB（ ） 

A

 

B A       B 
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

機 学 

（Inorganic Chemistry） 
  

２年生 

工学科 
 

 

 

授業 要 
構 学 構 学 学

 

目   

法 等  

教科 等 教科 機 学 （ ） 機 学 （ ） 

     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

   

   

  

  

２   

  

  

  

   

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

授業  

学   

学  

学  

学  

学  

学 度  

         [ ] 

  

  

  

  

  

  

  

   

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

学 （ ） 成  

学 法 要 

学  

学  

学 学 （ ） 

学 構  

学  

  

  

  

  

  

  

   

（ ） 

 

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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機 学２年 

 

 科目 機 学 学 機 学 機 外 構成

構 学 年生 学 学

構 学 構 等

学 機 学 学 要

要  

 学  

 

２  

構成 構

学 学 学 学 要

学 学

 

 

２ ２  

構成 学 学 学

学 学  

 

２  

構 学 構

学  
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

機 学 

（Organic Chemistry） 
  

２年生 

工学科 
 

 

２  

授業 要 機 構 学  

目  

機 構成  

２ 機  

法 構  

法  60  40   

教科 等 

教科 学 （ ） 機 学 ( 学 人) 

機 学( )( ) ( 学 人) 

山 機 学 ( 学 人) 

     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

機 学  

構  

和  

和  

 

 

 

２  

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

   

  

  

２   

  

  

  

有機化合物の構 と 合 化学 合の基礎 素 子の 成  
 σ 合と π 合 
 性共有 合 
と 基 レンステッ =ロー ーの定義 ルイスの定義 

アル ンとシ ロアル ン 法 構 と物性 
 体配座 シ ロアル ンのシス-トランス 性 
                     シ ロ サンの 体配座 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

   

  

  

  

  

  

  

  

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

   

  

  

  

  

  

  

（ ） 

 

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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学 （ 学 ） 

業概 と学習方法  

有機化学は 2～4学 の3 をかけて学習する科目で る。 2学 では の基礎として ま 有機化合物の構

と 合 と 基 能基 アル ン について学習する。 

学習に た ては の に すること。 

・ 業 は教 の説明を理解するように るとともに と 説明を ートにまと る。 

・ 業 に配 される 習問題および教科 ・ 考 の 習問題を解いて理解を深 る。 

・単 とに課されるレ ート課題を する。 

・ 業 や 習問題で理解できない が れ 教 に質問して に解決する。 

各 の  

１ ～8  有機化学の基礎 

  1～２   有機化合物と無機化合物との い 有機化合物の分 と 能基の特 について学 。 

  ３～   化水素の構 性質 反応および生 との りについて学 。 

  ～6   素を有機化合物の構 性質 反応性および生 との りついて学 。 

  ～８   化合物の構 性質 反応性および生 との りについて学 。 

 ９～ １０  有機化合物の構 と 合 

 ９  化学 合の基礎を学 。 子価 合法の考え方，水素・メタン・水・アン ニアな を に共有 合と 共有

電子 について理解する。 
１０  素 子の 成 の概 を理解する。メタン分子の 体構 を理解する。エタンの構 を に σ 

合を理解する。π 合および 素- 素 合・ 合を学 。エ レンおよびアセ レンの構 を理

解する。 
１１    なる 子 の電気 性度の いに基づく 性共有 合を理解する。 を理解する。  

 
１２  と 基 
レンステッ =ロー ーの定義 ルイスの定義に基づく ・ 基の考え方を理解する。 性度定数 (Ka および pKa) を

学 。 ・ 基と共 ・共 基の の関 を理解する。 

１３～１  アル ンとシ ロアル ン   
１３    アル ン シ ロアル ンの 法を学 。アル ル基および 数について理解する。 

   アル ンの構 と物性および化学反応性について理解する。 
１  エタンおよび タンを に σ 合の と 体配座を理解する。シ ロアル ンのシス-トランス 性を理解

する。 
１    シ ロ サンの 体配座 （いす形，環反 ，ア シ ル・エ アト アル位な ） を理解する。 
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

 

(Fundamental Experiment  

for Industrial Chemistry I) 

 

Davin

 

２年生 

工学科 
 

年 

 

授業 要 

学 生 生 工学 (生 ) 成 ( 機 学 機 学 )

( 学 ) 学

学  

目  
工学 行 (C-1) 

科学 成 （C-1） 

法 

１  実験レ －ト(生物工学系60 ・合成系70 ・物性系 50 )，実験 (実験 ート 実験  (生物

工学系  40 ・合成系30 ・物性系 50 )で評価する。 

２  成 は 生物工学系 ， 合成系 ， 物性系 の３分野の評価を する。 

教科 等 

教科  

行 ( ）（ 学 人） 

( ) 行 （ 学 人） 

     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

生 工学 法  

（ ） 

（ ） 

（ ） 

（TLC法 成 ） 

（ ） 

生 （ 3 ） 

生 （ 3 ） 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

   

  

  

２   

  

  

  

生 （ 4 ） 

 

成 （ 機 学） 実験 および 理の解説 

化合物および 体に関する実験 

上 の測定 

コロイ の実験 

 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

成 （ 機 学） 立 構 （ ） 

立 構 （２） 

 

高 成 

成  

 

 

和 一  

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

 

 

 

成  
２ ２ 度 （ ） 
２ ２ 度 （２） 

 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

（ ） 

 

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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２  

 

 年生 行 専門 学 行 成

等 行  

 行 年 行  

 

学  

 

（生 工学 生 ） 

学  

学  

 

構  

生 行  

 

２ （ 成 機 機 学 ） 

機 学  

の配位子を有する 体を合成して の化学的性質および物理化学特性（分 特性 ）を評価して理解す

る。 体に 性物質を かすと の が上 することを か 性物質の 度と 上 との関

を理解する。 水に の や有機化合物を分 さ てコロイ を し の性質を理解する。 

機 学  

機 要 （ 構成 立 構 ）

機 学 機 立 構

機 立 立

学 機 学

高 成 成 成 行 生

機  

 

２ （ 学 ） 

度 学 （ ） 学

要 一

度 機 要

学  

学 度  

 

和  

成  
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

 

（Applied Physics） 
 山 生 

年生 

工学科 
２ 

年 

２  

授業 要 

 学  

学  

年 1 2年 学 行 （ ） 

目  
度 度

1 2年 学

 

法  授業 %  

教科 等 
[教科 ]  ２（ ） 高専 （ ） 

- - Light （ ） 

     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

(1) 度  

(2)  

法 (1) 法  

(1)  

(2) 平 度  

(1) 学 一法  

(2) 等  

(3）  機       

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

  

２   

  

  

  

(1)   

（1）  

X （1） X 生 X  

構 （1）  

（1） 構成  

（1） 等  

（2）                     

 

 

 

 

 

 

 

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

度 度(1)  

度 度(2) 度 度 度 

度 度(3) （ 外 ） 

度 度(4) 等 等 度 等   

法 (1) 法    

法 (2)   

法 (3)  

法 (4)                  

 

 

 

 

 

 

 

 

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

(1)   

(2)   

(1)  

(2)  

(3) 学  

(1)  

(2)                       

 

 

 

 

 

 

 

（ ） 

 

JABEE  

JABEE  b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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（Applied Physics） 工学科 年生 

 

1 8 （ ） 

度 法

度T [K] 平 度

kTT
N
R

vm
2
3

2
3

2
1

0

2
 

学 法 学 機

 

 

9 15 （ ） 

31101.9 kg
19106.1 C

成

構  

構成 一 学

（ ）

生 （ ） 和

（
2mcE ） 235

 

 

16 23  度 度 法  

 学  

dt
dx

v vdtx  

度 度 学  

2法 （ ）  

F
dt
xd

m 2

2

 

 

24 30   

 一般

1 2年 学

学  
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

 

（Information  

 Processing） 

 
一 

山  

年生 

工学科 
 

 

２  

授業 要 学 教 行  

目  

目 成  

機 構  

学  

法  50  25 授業  25   

教科 等 教科 学 学生 Excel/VBA 門 ( ) 

     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

Excel (1)  

Excel (2)  

Excel (3)  

Excel (4)  

Excel VBA(1) 行 

Excel VBA(2)  

Excel VBA(3) （If ） 

学  (1)  

-1 

-1 

-1 

-1 

-1 

-1 

-1 

-1 

   

  

  

２   

  

  

  

学  (2) （ ） 

学  (3) （For Next ） 

学  (4) （While ） 

学  (5)  

学  (6) (1) 

学  (7) (2) 

    

-1 

-1 

-1 

-1 

-1 

-1 

-1 

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ） 

 

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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情報  （3学 ） 

業概  

物質工学は実験による が に い分野で る。研究 や工 においては，分子設計，機器分析，データ解

析， 設計・制御のた にコン ュータと れを動 さ る ト アが利用されている。 れらのうちのいくつか

は目的に特化した専用のコン ュータ び ト アで るが，特に研究 では 用コン ュータを用いた

データ解析が必 とされることが い。 

現 ， も している 計算 ト アはMicrosoft Excelで る。Excelはバージョンアップを る とに

な機能を 加し，プログラミングを た科学計算が 能な 用 計算 ト アとな ており，物質工学の技術者，

研究者にと ても必 な ールで る。 

本 業では，Excelを用いたグラ の 成，Excelのマ ロ機能を用いたデータ 理，Excelに付 する Visual Basic

 for Application (VBA) を用いた化学プログラミングを学習する。 

学習方法  

情報 理教育センター 習 にて解説と課題 習を う。教 が 業の にPowerPointで解説を う。 され

る課題に各自が 習 のPCを 用して り ， 業 るいは別 設ける に指定の形 で する。なお，

当な時 の 業時 に 験を う。 

各 の  

1～   Excelの基本  

実験で得られたデータの は ３者に 実に伝 しなけれ ならない。本 業では， やすく統 されたプレゼ

ンテーションを 能にするグラ の 成方法を習得する。 

 1  Excelにおける 算， の 習 

 2  オート ルタによるデータの え，テ ストデータの  

 3  データのグラ 化，グラ の の設定 

 4  のグラ の 成 

～６   Excelのマ ロ機能 

物質工学分野で用いられる分析機器からは な量のデータが得られる。本 業では，分析機器からの 力

を理解するた に必 なデータ 理をExcelのマ ロ機能を用いて自動化する方法を学習する。 

 5  マ ロの記 と実  

 6  マ ロコー の理解と  

 7  条件付き分 （Ifステートメント）を用いた複 な 理 

～１   化学プログラミング 

Excelに付 する Visual Basic for Application (VBA) は 語Visual Basicと の 理が 能で る。また，V

BAはExcelのシートおよびセルを できるのでデータの 力， の 力に関する な設定が必 ない。

本 業ではVBAを用いた化学計算を う。また，プログラミングの基本的な考え方についても学習する。 

 8  ーザー定義関数， 数，定数，代 ステートメント 

 9  データの ー シートからの 力とシート の 力 

 10  り し（For Nextステートメント） 

 11  り し（Whileステートメント） 

 12  配  

 13  応用問題（配 と り し 理） 

 14  応用問題（ス ッ ングによる え） 

 15  合 習 
 
 

Office Hour（ ）: 16 00 17 00( ) 
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

分析化学 

(Analytical Chemistry) 
必   

３学  

物質工学科 
１ 

 

２時  

授業 要 

 

２ 生に き続き 化学反応を 修する。 化 反応 化学反応 度 － について の 理に

ついて学習する。 

目  
  ネルンストの を て 化 電位の計算ができる 単な化学反応 度 を てることができる

分配 の基礎が理解できること。 

法 
験 び定 験 ０ 業 の 度（ ） 課題 レ ートな ３０ を基準に を通じて

合評価する。 

教科 等 

教科  分析化学－ 反応を基礎とするー      共  

考 分析化学 習  野利  修 ら  共  

 

     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

イ ンス 度 ッ      

  化数 化 反応       

  電 と 電力 

  ネルンストの  

  ネルンストの  

  化 定 

  化 定            

  験                                     

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

  

２   

  

  

  

  反応 の 度  

・ 反応 度  

・ 反応 度  

  酵素反応 度  

分配   

  レート  

  習                                     

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ） 

 

JABEE  

JABEE  b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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３C 分析化学 通年１単位 

１． 授業に対する取り組み 

 

① 授業中は、話を聞くことに集中する。ほぼ教科書に沿って話をするので、重要と思われる個所には教科書中

にアンダーラインを引くなどすること。授業の中で演習を取り入れるので、授業中に自分で解きながら、わ

からない個所は授業中に質問すること。 

 

② 必ず復習をする こと。ここで作るノートが重要である。教科書を読み、授業で行った内容を自分で白い紙

に書いてみることにより自分が何がわかっているか、どこがわからないかを知ることができる。そのなかで

疑問やわからないことは、次の授業に質問すること。授業中の質問などは、最も重視する項目となる。どん

なことでも積極的に質問をすること。 

 

 

③ 化学は目に見えない分子などを取り扱う学問である。その原理を理解するには、適切な図  

  を用いて考えてゆく必要がある。問題を考える際にも自分で溶液中の様子を図で示しなが 

  ら理解をして行くようにする。 

 

２． 科目内容の概要 

 

第１週～第７週 酸化 平衡について 

  酸化 平衡は、これまでの反応とは なって、 

電子の を う反応です。 の回りにある電 や い

に自 に 用される 電 なども、この酸化 反応を

利用しています。ここでは、酸化 反応の基 を理解する

ことを目的としています。 

 

第8週 中間試験 

  7週までの範囲に する試験を行う。 

第9週～第12週 反応 度論の基  

  通 の反応は、す に平衡に して見かけ上は反応が わったよう

に見えますが、分子に 目すると、反応は わっていま ん。化学反応

を 的に る として、反応 度の解析 があります。ここでは、

反応 度 の基本を理解し、 反応などを例にしてその理論などを習

します。 

 

第13週～第15週 液液 平衡 

  物質を分ける として、 いに り合わない溶 間で、物質が分配する を

った 液液分配 があります。ここでは、その基 的な原理について学 ます。こ

の は、濃度が い試 から 重な成分を分 して濃 するなど、非 に重要な反応で

す。 

   

 

 

 

化反応 

反応 

   

A B 
エ
ネ
ル
ギ
ー 
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

機 学 

（Inorganic Chemistry） 
  

年生 

工学科 
２ 

年 

２  

授業 要 

学 学  

２ 立 構 構 学  

機 学  

目  

 

２ 立 構 構 要  

機  

法 （ ） 等（ ）  

教科 等 

教科 機 学 （ ） 機 学 （ ） 

機 学 （ ） 工学 機 学 山  

（ ） 機工業 学 （ ） 

     学 教 目  

   

  ２  

   

   

   

   

   

  ８  

年 授業  

学   

        平  

        学 学  

        平 学  

                  

        平 度  

[ ] 

  C-1 

  C-1 

  C-1 

  C-1 

  C-1 

  C-1 

  C-1 

  C-1 

   

  

  

 ２  

  

  

  

学  Werner 法  

        立 学 立 構  

         

        学  

        機  

         

 

  C-1 

  C-1 

  C-1 

  C-1  

  C-1 

  C-1 

C-1 

  

  

 ８  

  

 ２  

 ２  

 ２２  

 ２  

機   

     s  

     p  

     p  

     p  

     p （ ） 

     p  

[ ] 

  C-1 

  C-1 

  C-1 

  C-1 

  C-1 

  C-1 

  C-1 

  C-1  

 ２  

 ２  

 ２  

 ２  

 ２８  

 ２  

  

機  p   

     p  

     p  

     d  

     d  

     f  

 

  C-1 

  C-1 

  C-1 

  C-1  

  C-1 

  C-1 

  C-1 

（ ） 

 

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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機 学（ 年 ） 

 

 科目 機 学 学 機 学 機 外

構成 構 学 2年生 学

学 機 要 （ 学 学）

学 機 法 等 学 機 学

学 要 要 機

学 機 学 要 機 学 機 学 要  

 学  

 

８  

学 学 学

学 授 学 要 学

機 構成 目 要

学 機 学 要 学

学 授 （ ） 要

平 度 ２ 要 学

 

 

 

学 学 機

要 構 学 要 学

立 学 （ ） 要

機

学 学  

 

 

機 学

要 機 法

機工業 学  
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

機 学 

（Organic Chemistry） 
  

年生 

工学科 
２ 

年 

２  

授業 要 和 学  

目  

 和 , 

1. 法 構  

2. 成法  

3. 機構   

法 （ ） 70  30   

教科 等 

教科 機 学 ( 学 人) 

機 学( )( ) ( 学 人) 

山 機 学 ( 学 人) 

     学 教 目  

   

  ２  

   

   

   

   

   

  ８  

和  法 構  

 機  

 機 機構 

  

  

  

  

 法 構   [ ] 

  C-1 

  C-1 

  C-1 

  C-1 

  C-1 

  C-1 

  C-1 

  C-1 

   

  

  

 ２  

  

  

  

 機構 

  

  

  

   

立 学 立  

 学 立  [ ] 

  C-1 

  C-1 

  C-1 

  C-1  

  C-1 

  C-1 

C-1 

  

  

 ８  

  

 ２  

 ２  

 ２２  

 ２  

  

 法 

 法 

 （SN2 ） 

 （SN1 ） 

 （E2 ） 

 （E1 ） 

 機 学  [ ] 

  C-1 

  C-1 

  C-1 

  C-1 

  C-1 

  C-1 

  C-1 

  C-1  

 ２  

 ２  

 ２  

 ２  

 ２８  

 ２  

  

, , 法  

  

 成  

 成  

 成  

  

  [ ] 

  C-1 

  C-1 

  C-1 

  C-1  

  C-1 

  C-1 

  C-1 

（ ） 

 

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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学 （ 学 ） 

業概 と学習方法  

２学 で学習した有機化学の知識（ 成 ， 性共有 合， 能基， 和 化水素な ）を基にして， つの化合

物群（ 和 化水素・ 化合物・ ロ ン化アル ル・アルコール関連化合物）の 法，構 ，物性，合成法，特

的な反応，および 体化学について学習する。 

業 は教 の説明を理解するように るとともに と 説明を ートにまと る。教科 ・ 考 の 習問題を

解いて理解を深 る。 時な に課されるレ ート課題を する。 業 や 習問題で理解できない 分が

れ 教 に質問して に解決する。 

各 の  

１～  和 化水素 

 １    アルケンの 法， 合の構 ，シス-トランス 性，E,Z 法， 基の 位  

 ２    有機反応の （付加・ 離・ ・ 位， 性反応・ラジ ル反応） 

 ３    有機反応の機構，反応エネルギー （ 移 ， 性化エネルギー， 体， ） 

    アルケン の付加反応（ ロ ン化水素化，水和， ロ ン化）， ル オン，マルコ ニコ  

    アルケンの水素化， ロ シ化と ， マー 

 ６    共 ジエン，1,4-付加反応，ア ル ル オン，共 および共 の概  

    アル ンの 法， 合の構 ，アル ン の付加反応，アセ アニオン 

８～１２  化合物 

 ８    化合物の構 (ケ レの説，共 説) ， 法 

 ９    電子 反応の機構 

１０     の 電子 反応（ ロ ン化，ニトロ化，スル ン化，Friedel-Crafts反応） 

１１     電子 の 基 （反応性） 

１２     電子 の 基 （配 性） 

１３     化合物の 化と ， 性 

１ ～１６  体化学 

１     ラル， 性体， 体  

１     学 性， 体配 の （R, S）， 

１６     ジアステレオマー，メ 化合物， ラルな環境 

１ ～２３  ロ ン化アル ル 

１     ロ ン化アル ルの 法 

１８     ロ ン化アル ルの 法 

１９     反応（SN2反応）の機構， ，Walden反  

２０     反応（SN1反応）の機構， 離基，ラセミ化 

２１     離反応（E2反応）の機構，ザイ  

２２     離反応（E1反応）の機構 

２３     有機化学における 化と の概  

２ ～３０  アルコール， ール，エーテル 

２     アルコール， ール，エーテルの 法 

２     アルコール， ール，エーテルの物性（水素 合， 性度） 

２６   アルコールの合成（付加， ），反応（ 水， 化，エーテル の ） 

２   ールの合成，反応（ 電子 反応，エーテル の ， ン の 化） 

２８   エーテルの合成，反応（ ） 

２９    環 エーテル，エ シ の合成と反応 

３０    オールおよびスル の合成と反応 
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２ 等 （ 年 ２  

科   目    教  学年 学科  授 業   

学 

（Physical Chemistry） 
   

年生 

工学科 
２ 

年 

２  

授業 要 学 学 , 法 学 学  

目  
学 法 学 学 行

 

法 70% ( 平 )30% 60  

教科 等 

教科 W.J. 学( ) 学 人 

G. 学( ) 学 人 

       A.W. 学( ) 学 人 

    学 ( ) 学 人 

     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

学 要 

SI  

, 法  

 

  

 

,  

 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

   

  

  

２   

  

  

  

学法 要 度 

（ , , ） 

度 

学 法  

PV  

PV  

                          ( ) 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

度 平 ,  

 

学 法 (1) 

学 法 (2),  

学 ２法 ,  

 

学 法 学  

 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

学   

 

平  

学平  

平 ( ), 平 度  

平 成  

                               ( ) 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

（ ） 

授業

 

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A B C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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学（ 年） 

 

要  

 学 学 学 要 (学 )

年生 学 学 学 学 学 学

 

 

学 （学 ）  

（ 1 11 ） 

SI 学

van der Waals

学 PVT 成

学 , 学 構成

 

（SI 成 van der Waals , , 

度 等 ） 

 

学 法 （ 12 25 ） 

一法 学

生成 度

等 , , , , 法

学

学  

（ 学法 法 生成

, , ） 

 

学平 （ 26 30 ） 

 学 学 学 法 学 平

成 平 平 度

 

（ 学 平 平 成 , 法 ） 

 

授業 行等  

 授業 教科 一度

要 科目

学 科目 教科 等  

 授業 目 授業 授業  

 教科 外 度 要
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２ 等 （ 年 ２ ） 

9科   目    教  学年 学科  授 業   

生 学 

（Applied Microbiology） 
   

年生 

工学科 
２ 

年 

２  

授業 要 生 学 生 学  

目  

生 構 法  

生  

生 生 等  

法 
（ ）（80 ） （20 ）  

平  

教科 等 
生 学 学 人（2007） 

 

     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

    要 

生 学       等 

生       

生      

             （ ）  

             生生  

               

                                

  C-1 

  C-1 

  C-1 

  C-1 

  C-1 

  C-1 

  C-1 

  C-1 

   

  

  

２   

  

  

  

生 構      構  

              

             構  

             構  

生       

生 工学 DNA 構   

                        

  C-1 

  C-1 

  C-1 

  C-1 

  C-1 

  C-1  

  C-1 

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

              

              

             工学 

生        ATP NAD+等 

              

             TCA  

              

生         

  C-1 

  C-1 

  C-1 

  C-1 

  C-1 

  C-1 

  C-1 

  C-1 

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

              

              

              

             生  

生 生 学   

生  法  

                                 

  C-1 

  C-1 

  C-1 

  C-1 

  C-1 

  C-1 

  C-1 

（ ） 

 

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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生 学（Applied Microbiology） 工学科 年生 

 

 

１ ２  

生 学  

生 法 法 立 生 学 学  

 

 

生  

生 （ 成 ） 法 学 生 学  

生 法 機 法 II（ 年生）  

 

 

生  

生生 学  

 

１２  

構  

構 学  

 

１  

生  

生 学 法 学  

成 法 度 法 II（ 年生）  

 

１ １  

生 工学 

 DNA 構 学 学

DNA 等 法 学

生  

 

１ ２２  

生  

TCA 学

生 ATP

 

 

２ ２  

生 等 

生 業 生 生 工 学  

等 生 学 要

生 学  

 

０  

 

 年 学  
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

 

(Fundamental Experiment for

 Industrial Chemistry) 

 

Davin  

 

年生 

工学科 
 

年 

 

授業 要 

専門化学として学習している化学を 生物工学系，合成系，物性系の３分野に分け ３ に分かれて基礎

的な専門化学実験を う。また 数 で１グル－プとなり 各 で自 に実験課題を設定し 得られた実

験 に関する 会を う。  

目  

１  化学の各分野の基本的な実験の 理を理解できること。（C-1） 

２  体的な実験 を えること。（C-1） 

３  実験についての報 を くことができること。（C-1） 

法 

１  実験レ －ト(生物工学系 60 ・合成系 70 ・物性系 80 自 テーマ 50 )，実験 (実験 ー

ト 実験 ) (生物工学系 40 ・合成系 30 ・物性系 20 自 テーマ 50 )で評価する。 

２  評価は 生物工学系 ， 合成系 ， 物性系 ， 自 テーマ の 分野の成 を する。 

教科 等 
教科  プ ント 

考  分析化学（  ），（続）実験を安全に うた に（化学 ） 

     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

生  

生 ２ 

生物の 度測定 

生物の 度 

酵素反応 １ 

酵素反応 2 

酵素反応 3 

まと ( 会) 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

   

  

  

２   

  

  

  

自 テ－マ １ 

自 テ－マ ２ 

自 テ－マ ３ 

自 テ－マ  

自 テ－マ  

自 テ－マ ６ 

イ ンス（実験 および 理の解説） 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

電気化学実験 １ 

電気化学実験 2 

電気化学実験 3 

有機化合物の分離と  １ 

有機化合物の分離と  ２ 

有機化合物の分離と  ３ 

有機化合物の分離と   

化  

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

分析 

度法 

度法 

 

性 数 

 

実験 会 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

（ ） 

( )

和歌山

 

JABEE  

JABEE  b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 

          

-  50 -



C  

  

この 業では 生物工学系(生物化学 応用 生物な )，合成系（有機化学 無機化学な ），物性系（分析化学 物理化

学な ）の基礎分野の実験を います。また 数 のグル－プで６ に た て う 自 テ－マ 実験が まれています。 

技術的課題の解決には 実験テ－マの選択  実験計画の 成  実験  の という 連のプロセスを り

し て くことが必 です。 技術者となる にと てもこのような学習は のものです。ここでは このよう

な 連のプロセスを理解・体得してもらいます。 

  

実験は 単に実験 で を動かして をする けのものでは りま 。以下の に して学習して下さい。 

① 実験は配 するプ ントに基づいて います。 

実験を う にプ ントをよく で 必 習をして下さい。 

② 実験 －トを る。 

実験 －トには実験 の観 記 を記 するのは当 ですが 実験 をまと た 習 や各自が したこ

とも記 して 各 オ ジナルの実験 －トを て下さい。実験 －トは 時 してもらいます。 

③ レ －トの  

レ －トは に必 して下さい。レ －トには 実験目的 ， 実験 ， および 考 を を 理

して記 します。 業で学習していない実験 が るかも知れま 。しかし できる り 考 を て自

分なりの 考 を記述するようにして下さい。 

④ 安全に  

実験 では必 白 ， および が を 用し 安全には 分 して下さい。 

  

   学  

 有用 生物のス ーニング法の基本を学  

 生物の 度を測定する方法を学 。また 生物を各 環境条件下で培養し 度を測定する。 

 酵素の性質を る。また基質や生成物の および分離技術を学 。 

   自  

 数 のグル－プに分かれて 実験テ－マの選択，実験計画の 成，得られた の という技術的課題の解決に

必 な 連の実験プロセスを体験してもらう。テ－マ選定は 自 で るが 当教 と相 しながら てい

くこと。テーマの選択においては，和歌山県の産品または 課題を り上 ることが ましい 。 

    

 の 電 を用いて 電 を して これを 合 て電 を構成し 電力を測定する。 

 水の電気分解を い 電 と電 を測定する。電解質 度 電 材料な の条件を えて測定し 素・水素 電

について学 。さらに エネルギーとしての水素エネルギーについても理解を深 る。 

 有機化合物は か合成かによら に 合物として得られるた れを分析するには分離と を

て 物質とする必 が る。ここでは な の単位 を学び 料 合物の分離・ を う。ま

た 単離した各物質を 定するた に を測定する。 で 体の物質は 体 体 して を測定する。 

    

 物質が な性質を ているかを知ることは しい材料の な をする上で で る。ここでは 機器分析とし

て 分析法 度法や 分析法を学 。また での物質の 動や分配・ や 性な の物性分

析についても学 。 

 

自 テーマ実験で和歌山県の産品 るいは 課題に関するテーマ り上 る 合 

学  （ 業 ）  

学  等 行  
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科   目    教  学年 学科  授 業   

学 
(Applied Mathematics)   一 年生 工学科 ２ 年 

２  

授業 要 法 法 法 学 学

法 学  

目  
（ ） （２） 法

（ ）  
（ ）  

法 成 70 30  

教科 等 
[教科 ] 学 （  ） 
[ ]  ( 平 科 ) 学 門  ( 学 )  

授業  
       
   
 ２    
        法  
      行 独立 行 
        
   度 度 平  
         
 ８                                       

  
  
  
  
  
  
  
  

   ２                      
      
      

２    平  
       
      度  
                                       

  
  
  
  
  
  
  

                                          
       

８       平  
        

２       
２       法 
２２       ２  
２                                      

  
  
  
  
  
  
  
  

２   平                  
２       
２       平  
２       
２８      平  
２       等 独立  

                                    学年  

  
  
  
  
  
  
  

（ ）授業 構成

 
 

JABEE  
JABEE   c d-1 d2a)d) D2b)c) e f  h 
校 学

教 目  
A A C C C  B D   
          
 

２ 等 （ 年 ２

） 
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学年 工学科 学  

 

  

学 目                                         

 

２   

法 行 学  

 

  

 度 平 学  

 

８   

 ２  

 

 ２  

学  

 
２   

 平 学  
 

  

  

 

  

 学  

 

８   

 平 学  

 

２   

 法 学  

 

２２   

 ２ 学  

 

２   

 ２２  

 

２ ２   

 平 学  

 

２ ２   

 平 ２ 学  

 

  

 ２ ２  

 

学年 行  

授業 行  
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

 

（Applied Physics） 
 山 生 

年生 

工学科 
２ 

年 

２  

授業 要 
学

法 学 学  

目  
 

法  授業 %  

教科 等 
[教科 ]  （ ） 高専 （ ） 

Light （ ） 

     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

(1) 外  

(2)  

(3)  

(1)   

(1)   

(2)  

(1)  

(2)        

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

  

２   

  

  

  

(1)   

(2)  

(3) 2  

(4)   

(5) 2  

(6)  

(7)  LC LCR                      

 

 

 

 

 

 

 

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

(1)   

(2)   

(3)  

(4)  

(5)  

(6)  

(7）  

                                

 

 

 

 

 

 

 

 

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

(1)   

(2)  

(1)  

(2)  

(3)            

X   

                         

 

 

 

 

 

 

 

（ ） 

 

JABEE  

JABEE  b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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（Applied Physics） 工学科 年生 

 

1 8   

成 立 法 学

一般

外   

 学  

 外 要

 

（ ）

 

要

学  

 

9 15   

 学年 学 度

学  

kx
dt
dx

dt
xd

m 2

2

 

学 2 年 学 学

学 法 行  

 

16 23   

 

学  

2

2
2

2

2

x
u

v
t
u

 

学 法

学  

 

24 30   

 一 一般

年

工業 要 高 学  

X  
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

機 学 

（Organic Chemistry） 
  

年生 

工学科 
 

 

２  

授業 要 

機 学 成 学 要  IUPAC 法

成 法 学

学  

目  

構  

成法  

機 機構  

法 
60 40 成  

学年 成 40% 60%  

教科 等 
[教科 ] 機 学 （ 学 人） 

[ ] 学  機 学 （ ） 

     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

 

 

成 

 

 

 

 

 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

   

  

  

２   

  

  

  

成 

 

 

 

 

 

成  

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

  （ ）  

    

（ ） 

 

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A B C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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機 学 年 
２年 年 年 機 学 要

機  
 

  機 成 学 IU

PAC 法 学  

 
 

学 IUPAC 法 学  

８  
  

 

 成 学

成 学  

 

 成 学 要 目 学

学  

 
 機 学 IUPAC 法 一般 構 度

成 学  
 

 行 学  

  

 

-  57 -



 

２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

学 

（Physical Chemistry） 
 

  

  

年生 

工学科 
２ 

年 

２  

授業 要 
年生 学 学 学 度 学 学

 

目  

学 学 学 度 学

学 学

(C) 

法 
70% ( 平 )30% 60

 

教科 等 

教科 W.J. 学( ) ( ) 学 人 

G. 学( ) ( ) 学 人 

       A.W. 学( ) ( ) 学 人 

    等 学 2  ( 学 人) 学 ( 学 人) 

     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

学 学 成 

 

学  

法                      

平  

一  

学 度 , 度   

                            

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

   

  

  

２   

  

  

  

1 度  

2 度  

度 度    

(1) 

(2) 

 

度 学                                              

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

   

一  

（ ） 

（２） 

（ ）  

（２）  

（ ）  

                                                       

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

 Bohr  

 

法   

 

学  

LCAO-MO法 (1) 

(2)                                    

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

（ ） 

授業

 

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A B C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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4C 学  

 

1) 要 

 学 度 学 学 立 学

度 行 学 度 学 学  

 学 学

学 学 8 23 行 行  

 

2) 学 （学 ) 

( 1 6 ) 

 成 学 学

要 学 要 学

平 平 学  

  平 法等 学 ( 平

) 等  

（ 学 Raoult 法 Henry 法 度 一 ） 

 

学 度 ( 7 15 ) 

 学 行 学 (平 ) 目 (

度 ) 要 度 学  

 度 度 法 行

行 学

学  

（ 行度 法 法 学 ） 

 

( 16 22 ) 

 等 目 学 学 学 学

一

 

 （ 一

） 

 

学 ( 24 30 ) 

 

学 法 法 学 行

行 等  

（ 法 LCAO-MO 年 ） 
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

生 学 
（Biological Chemistry） 

   
4年生 
工学科 

2 
年 

2  

授業 要 
生 構成 等

等 生 構  

目  

1. 等 構 （C） 

2. 生 （C） 

3. （C） 

法 (70%) (30%) 60  

教科 等 

教科  生 学 学 人 

 生 学 学 人 

      山 生 学 学 人 

     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

       生 生 学  

生 学      生 学 生  

学（ ）  

学（２） 立 学  

学    法 生  

学（ ） 機 構  

学（２） 法 

 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

   

  

  

２   

  

  

  

学（ ）   構              

学（２）    

学（ ）    

学（ ）    

学（ ）    

学（２）    

                       

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

学（ ）   構成成                  

学（２）    

学（ ）    

学（２）   度  

生 （ ）   

生 （２）   

生 （ ）   

 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

（ ）      生成 成   

（２）      生 成  

（ ）      生 成  

（ ）      生 成  

    生 成 工学 

        

                         学年  

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

（ ） 

20 22 和歌山

等

 

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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授業  

 ２ 年 生  年 生 学 人

学 構 生 学

専門 機

 

学  

 

 

  （生 学 ） 

 生 生 学  

 生 学  

  

 

２ ８  （ 学） 

  ２  法 構  

  生  

  一 構  

 

   （ 学 学） 

 構  

高  

 

 

 ２   （ 学 生 ） 

 

   

 生  

 度  

  

（和歌山 ） 

 

２    （ ） 

  

 工学 工学 

 

 

学    

 

学   等 行  
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

機  

(Instrumental Analysis I） 
   

年生 

工学科 
 

 

２  

授業 要 

機 法 法 法

法 外 法 法 法 外 法

学  

目  
 基本的な機器分析法( ロマトグラ ー ・ 外 度法 子 ・ 法 外 法)の 理

およびこれらの分析法の特 を説明できる。 

法 験 び定 験 ０ (2 ) レ ート 課題 ３０ で評価する。60 以上を合 とする。 

教科 等 

教科  門機器分析化学 野     共  

考  門機器分析化学 習  野    共  

      分析化学    

     分析化学Ⅱ 分 分析   共   

     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

イ ンス 機器分析とは ロマトグラ ーについて    

  ロマトグラ ー 理論      

  ロマトグラ ー 理と  

  外 度法 理論と  

  外 度法 測定法            

  度法 理論と  

  度法  応用 

験                         

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

  

２   

  

  

  

  外 度法 理      

  外 度法  

  ラマン 法 理と  

  子 法の 理 

  子 法の  

  ICP 法の 理 

  習                                   

 

 

 

 

 

 

 

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ） 

 

JABEE  

JABEE  b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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４C 分析    1単位 

 

科学 の に い、物質の成分分析や状態分析などの 測 の はますます重要になってきている。

問題になっているダイオ ンや環境 ンなどといった、多成分を ん 試 中に極微量に まれている成分

の定性 定量は、 度でかつ 選択的な で 測しなくてはならない。 分析化学とは、様 な物理的 化

学的原理を基に、 度、 選択的でかつ 性の い 測 を するた の学問分 である。本科目では、

分析の中の重要かつ基本的な分 分析 よ 分 分析 を中 にその基 を学 ものである。また、5年次に

された 分析化学 (選択科目)は、 に有 解析に用いられる を中 に学 ものである。 

 

２．科目内容の概要 

第１週～第４週 ロ ト ラ ー 

  分 分析 である ロ ト ラ ーにその原理、測定 について学 。 ロ ト ラ ー は、 合試

中にある 数の成分を分 し、定性 定量をできる である。 定 と各成分との 性の を利用し、 持時

間から定性を、また ー 積から定量が行える。 成分の分析に利用される ロ ト ラ ー GC 、

溶液中の成分 測として利用される液体 ロ ト ラ ー(HPLC)、イオン ロ ト ラ ー(IC)についてその

原理、測定 などについて学 。 

 

第 週～第７週 可視 度  

  基本的な分 分析 である可視 度 よ 度 についてその原理、 などについて学 。こ

れらは、物質の定量 定性に有 な であるが、原理的に分子の電子状態に する を しているので、

分子などの な物性 として、 い分 で利用されているものである。 

 

第８週 中間試験 

  第7週までの範囲について、中間試験を行う。 

第９週～第１１週 収 ラ ン  

  分子の に基 く の 収を測定することにより、分子の定性 定量に有 な 収 (FT-IR )につ

いて、その原理、 について学 。分子中の各原子は 回 をして り、それ れの結合に対して 有

の を 収する。この はどのような分子中の 基の定性に有 であり、またその 収 ー 度から定

量分析も行えるなど、分子 に対する有用な を えるものである。 

 

第１２週～第１ 週 原子 ICP よ 演習 

  微量な金属イオンの分析に有 な分析 である原子 について、その原理と について学 。原

子 は、2000～3000 の ー 中でイオンを原子化し、各原子に 有の 収 の を し、 度、

選択的に金属イオンを定量するものである。また、原子 (ICP)では、 による ラ は 10000 と

いう になり、原子が電子 状態になるた 各原子が 有の の をする。ICPでは、原子 よりさ

らに 度が くなり、また、多成分の原子が一度に 測できるた 、原子 では 難な定性分析も行える。 
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

学工学 

Chemical Engineering 
  一 

年生 

工学科 
 

２  

 

授業 要 
 学工業 学 要

学  

目  

（C） 

  （C） 

 

法 年 4 （70 ） （30 ）  

教科 等 
[教科 ]  学工学（ ） 

[ ] 学工学 法（ 機 学 ） 

      学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

（ ） 

（２） 

（ ） 

（ ） 

（２） 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

学工業 学工学 (SI )  

（ 学 ）  

 

度 

度  

 

（ ）  

 

（C） 

（C） 

（C） 

（C） 

（C） 

（C） 

（C） 

（C） 

   

  

  

２   

  

  

  

（ ） 

（ ） 

（８） 

（ ） 

（２） 

（ ） 

（ ） 

 

（ ） 

 

（ ）  

（ 法 一 ） 

（ ） 

（ 一 ） 

（C） 

（C） 

（C） 

（C） 

（C） 

（C） 

（C） 

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

（ ） 

（ ） 

（ ） 

（２） 

（ ） 

（ ） 

留 （ ） 

留 （２） 

 

度  

（構 ） 

（ ） 

（ ）  

法  

留 平 留 平  

 

（C） 

（C） 

（C） 

（C） 

（C） 

（C） 

（C） 

（C） 

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

留 （ ） 

留 （ ） 

留 （ ） 

留 （ ） 

留 （ ） 

留 （８） 

 

法 平 度 留 

留 留 

留 留  

留  

法  

 

 

（C） 

（C） 

（C） 

（C） 

（C） 

（C） 

（C） 

（ ） 

行  

 

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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学工学 年 

 

学工学 ２ 学 工学 学工業

機 学

工学 学工業 業 学工学

法 要  

年度 学工学 学 （ ） 学  

 

 学工学 学  

目   

 （ ）  

 ( )  

 （ ） 

  （ ）    

         

  （ ） 

         

成  留  

 

 

学工業 学工学 行 学 学工学

（ 平 ） 学 要  

 

学工業 （ ） 法

学 法

 

２  

学

学  

８ ２  

成

学  

２  

学 行  

２２ ２  

学 業 留 学 平 留

留 学 学 留法 法

法  

 

学 学 行

 

 

 

 

 

学工学   

教科 成 学
成

教
 

 

 

（Office Hour: 16 00 17 00( ) A-334 ） 
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２ 等 （ 年 ２ ） 

学  

科   目    教  学年 学科  授 業   

高 学 

（Polymer Chemistry） 
  

年生 

工学科 

学  

２ 

 

２  

授業 要 
高 生 要 構成 要

高 一般 高 成 機 学  

目  
 高 法 成 専門  

２ 高 機  

法 
 70 30 成 成 100 60

 

教科 等 
[教科 ]   高 学（ ） 

[ ] 和人   高 （ ） 

    （ ２ 目 ） 学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

   

  

  

２   

  

  

  

高  

高 構  

高 成（ ）  

高 成（２）  

高 成（ ）  

高 成（ ）  

高 成（ ）  

 

高 学  

高 （ ）  

高 （２）  

高 （ ）  

高 高  

機 高 （ ） 

機 高 （２） 

（ ） 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ） 

和歌山 学工業

 

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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 （ 業 ）  

学  

 等 行  

 

 和歌山 業 機 学工業 業

 

 

 
 高 高 学 生 学 高

高 学 和歌山 機 学工業  

２  
 高 構 （一 構 構 高 構 ） 立 平

法 学  

 

 高 成 学  
 

成 成 学  
 

 高 成 学  
 

 高 成 学  
 

 高 成 学  
８  

  
 

 高 等 高 学  

 
 高 構 （ ） 度 学  

 

 学  

２  

 高 機 学  

 

 高 高

法 学  

 

 高 高 高 機 高 学  

  （ 立 学 学 工学 科教授 生 ） 

 

 高 生 高 機 高 学  
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

機 学 

（Inorganic Material 

Chemistry) 

  
年生 

工学科 

学  

２ 

 

２  

授業 要 

 学  

２ 法  

等 学 学  

目  

学 構  

２ 法 機  

 

法 （ ） 等（ ）  

教科 等 

教科 機 科学 立 （ 学 人） 

機 学 （ ） 工学 機 科学 山 一  

（ ） 

    （ 授業 ２ 目 ） 学 教 目  

   

  ２  

   

   

   

   

   

  ８  

   

  

  

 ２  

  

  

  

 

 年 授業   

学 構  

学 構 , , ,  

機 法 

機  

構  

 

[ ] 

機構  

 

 

 

 

機 構  

機  

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ） 

 

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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機 学 年 

 

機 学 2 3年生 機 学 学 学

構 学 法 学

学 構 構 要

業 要 学 学 要  

 

  

学 構成 構 学  

 

  

（ 法 法 法 法） 学

高 度 成 成 学

 

 

 

構 学

（ ） 構

要 学 構

学  

 

 

構 学

学 （ 学 ） 学

学  

 

２  

生 学

学  

 

 

構 （ ） 学

学 機

学  
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

機 学 

（Organic Material 

Chemistry) 

  
年生 

工学科 

学  

２ 

 

２  

授業 要  学 機工業 学 学  

目  
1.  

2. 構 学  

法 （ ）60  40   

教科 等 
教科  平 機工業 学  

 Weissermel Arpe 工業 機 学 学 人 

    （ ２ 目 ） 学 教 目  

   

  ２  

   

   

   

   

   

  ８  

   

  

  

 ２  

  

  

  

   ( ) 

    ( ) 

学    ( ) 

   ( ) 

  C4   ( ) 

学   ( ) 

学    ( ) 

   [ ] ( ) 

    ( ) 

  構   ( ) 

    ( ) 

    ( ) 

    ( ) 

  成 機   ( ) 
機工業 学    ( ) 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ） 

 

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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学 （ 学 学 ） 

 

業概 と学習方法  

身の りの工業 品には有機材料が 用されている。これら有機材料の 料で る 素資源（ ， ， ス，

および生体 物質な ）の から して，有機化学反応を利用した 料の 方法， して， 品で る有機

材料の用 と 利用に る について学習する。 

業 は教 の説明を理解するように るとともに と 説明を ートにまと る。 時，課題を課すので文

と学習を いレ ートとしてまと て する。また，配 される 習問題を解いて理解を深 る。 業 や 習

問題に理解できない 分が れ 教 に質問するな して に解決する。 

 

各 の  

１  論 

 １  有機材料を生産する有機工業化学の概 を学習する。資源 料 品の を理解する。 

２～  ・ ス・ 化学 品 

 ２  の 成と 品，および 質・ 分解・ 分解について学習する。 

 ３    エ レンの 合 の付加反応および 化反応を利用した合成と の 品について学習する。 

    プロ レン の付加反応および 化反応を利用した合成と の 品について学習する。 

  C4 化水素， ラ ン ， 化水素の化学 と の 品について学習する。 

 ６    C1化学の概 ， スから合成 スの ，C1 成物 の について学習する。 

  の構 ， ・ ス化・ 化，および の 品について学習する。 

８～１  有機化学 品 

 ８    の ，分子構 ，化学分析，加工について学習する。 

 ９    料の分子構 ，合成， 法，および 料について学習する。 

１０    性 の構 と物性について学習する。 

１１    性 の と用 について学習する。 

１２    料の ， 法について学習する。 

１３    ・ の設計， について学習する。 

１    成 機 学  

１    機工業 学 品 ， 物， サイ ルについて学習する。 
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１．合格ラインについて，特に記載の無いものは，６０点以上を合格とします。 

２．定期試験について，特に記載の無いものは，評価配分を均等とします。（【例】年４回定期試験を実施した場合の各定期試験の評価配分は，特に記載の無いものは，２５％ずつになります。） 

科   目 必・選 担 当 教 員 学年・学科 単位数 授 業 形 態 

物質工学実験I 
(Experiments for Industrial 

Chemistry I) 
必 米光ほか 

4学年 

物質工学科 
8 

通年 

週8時間 

授業概要 
物質工学の基礎となる物性系（分析化学，物理化学，化学工学など）および合成系（無機化学，有機化学など）系の各

分野の特色ある実験器具，装置の取り扱いを実習する。また，生物工学系分野(生物化学など)の基本的な実験操作も併せ

て行う。さらに，物質工学系の種々の応用実験における実験方法，データの解析方法も実習する。 

到達目標 
1. 実験器具，装置を正しく用いて，目的物質の合成，分離，同定や必要とされるデータの測定ができる。（B）（各実験

系における目標は右ページ参照） 2. 実験により得られた結果をレポートにまとめることができる。（B） 3. 役割を

分担し共同で実験ができる。(B) 4. 現在の研究成果に基づき新しい実験を提案できる。（B） 

評価方法 
１．①実験レポ－ト(生物工学系：60％，合成系：70％，物性系：80％，応用実験：50％)，および②実験取組(実験ノート、実験操

作等) (生物工学系：40％，合成系：30％，物性系：20％，応用実験：50％)で評価する。 

２． 上記4分野の評価の平均を最終成績とする。 

教科書等 
【実験書】プリントを配布する。 
【参考書】化学同人編「実験を安全に行うために」・「続実験を安全に行うために」化学同人，玉虫他「理化学辞典」

岩波書店，今堀・山川「生化学辞典」東京化学同人 

 内  容 学習・教育目標 

第 １週  

第 ２週  

第 ３週  

第 ４週  

第 ５週  

第 ６週  

第 ７週  

第 ８週  

合成系実験（１） コバルト錯体の合成Ⅰ 

合成系実験（２） コバルト錯体の合成Ⅱ，Ⅲ 

合成系実験（３） cis-trans異性化速度の測定，コバルト錯体の合成Ⅳ 

合成系実験（４） コバルト錯体の合成Ⅴ，エステルの合成 

合成系実験（５） アゾ色素の合成 

合成系実験（６） 芳香族求電子置換反応 

合成系実験（７） アルデヒドの還元 

物性系実験（１） 原子吸光分析 

B 

B 

B 

B 

B 

B 

B 

B 

第 ９週  

第１０週  

第１１週  

第１２週  

第１３週  

第１４週  

第１５週  

物性系実験（２） 2次反応速度 

物性系実験（３） 気液平衡 

物性系実験（４） 伝熱係数 

物性系実験（５） 管路の圧損失 

物性系実験（６） ガスクロマトグラフィー 

物性系実験（７） 物性系実験のまとめ 

生物工学系実験（１） 生体分子の構造 

B 

B 

B 

B 

B 

B 

B 

第１６週  

第１７週  

第１８週  

第１９週  

第２０週  

第２１週  

第２２週  

第２３週  

生物工学系実験（２） アミノ酸とタンパク質の分離と定量

生物工学系実験（３） 遺伝子DNAの抽出

生物工学系実験（４） 遺伝子増幅とシーケンシング

生物工学系実験（５） タンパク質の抽出，分離

生物工学系実験（６） 生体分子の構造解析

生物工学系実験（７） 細胞膜脂肪酸分析

物質工学応用実験（１） 応用実験における操作，データ解析法

物質工学応用実験（２） 応用実験における操作，データ解析法

B 

B 

B 

B 

B 

B 

B 

B 

第２４週  

第２５週  

第２６週  

第２７週  

第２８週  

第２９週  

第３０週  

物質工学応用実験（３） 応用実験における操作，データ解析法 

物質工学応用実験（４） 応用実験における操作，データ解析法 

物質工学応用実験（５） 応用実験における操作，データ解析法 

物質工学応用実験（６） 卒業研究発表会の聴講 

物質工学応用実験（７） 応用実験における操作，データ解析法 

物質工学応用実験（８） 応用実験における操作，データ解析法 

物質工学応用実験（９） 応用実験における操作，データ解析法

B 

B 

B 

B 

B 

B 

B 

（特記事項）3班に分かれ3分野（物性系，

合成系，生物工学系）の実験を7週（56

時間）ずつ交互に行う。後半9週は応用実

験を行う。卒業研究の聴講は、日程変更

の可能性あり。 

JABEEとの関連 

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

本校の学習 

・教育目標 
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 

◎ ○ ○ 
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【補足】各実験系で求められる到達目標 

物質工学物性系実験：物質の基礎化学および化学工学的性質を理解するとともに，基本的測定ができる。 

物質工学合成系実験：有機化合物，無機化合物の合成操作と化合物の同定ができる。 

生物工学系実験：  アミノ酸，タンパク質，遺伝子などの分離や定量ができる。 

物質工学実験I 4年 

合成系実験 

 無機化学分野では，金属錯体および包接錯体の合成を中心に合成手法，分離・精製法，光学分割法を修得する。

また，合成した化合物の物性を測定するため，赤外分光，可視分光，旋光計を用いて錯体の構造決定，異性化速度

の測定，包接錯体の会合定数の測定，旋光度の測定を行い，機器による分析法も修得する。 

 有機化学分野ではアゾ染料やエステル・芳香族化合物などの工業的に有用な有機化合物について実験室スケール

の合成と分離・精製の手法および核磁気共鳴分光法(NMR)などの構造解析技術を修得する。また，化合物を安全に

かつ適切に扱うために既知物質の物性データの調査方法を学ぶ。 

物性系実験 

 分析化学および物理化学分野では原子吸光分析および反応速度測定を通じて，基礎化学的な測定・解析実験を学

習する。それぞれの実験内容および原理などについて理解を深めるとともに，高精度測定実験を行うための注意点

や基本的技術を学習する。 

 化学工学分野では，基礎的な単位操作について実験装置を操作して工業装置の操作・運転の方法を理解する。デ

ータ解析によりその有用性を評価することを通して装置内で生じている現象を理解するとともに測定誤差の取り

扱いや信頼性の評価などを学ぶ。また，実験レポートの作成作業を通して結果のまとめ方を修得する。 

生物工学系実験 

CPK（空間充填）分子模型作製，pKa測定，NMR測定により生体構成成分の構造と物性を理解する。また，タンパ

ク質や核酸などの細胞からの抽出，ゲルカラムクロマトグラフィーやゲル電気泳動による分離，分光光度計などに

よる定量の各操作を行い，生体高分子の抽出・分離・定量の基本操作を修得する。

さらに、細胞から遺伝子抽出を行い、シーケンス解析を行う。また、GC/MSを用いた脂肪酸組成分析を行う。 

物質工学応用実験 

 5年次に行う物質工学実験IIおよび卒業研究につながる実験であり，卒業研究指導の各教員の研究室への仮配属

後に行うものである。したがって，5年次に行う研究の準備段階として、各研究の基礎的項目および研究への心構

え等についての習得を目的としたものである。
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

生 学 

（Molecular Biology） 
 SETIAMARGA,Davin 

4年 工学科 

生 工学  

学  

２ 

 

２  

授業 要 

授業 生 生 学 学 学

生 学 DNA RNA 生 成 学

高  

目  

 生 高 構 機

  科学 生 高 構 機

  生 生  

法 （60 ） 学 （40 ）  

教科 等 
[教科 ] 生 科学  3  学生 科学教科  （ ） 

[ ] 生 学  一 （教 ） 

    （ 授業 ２ 目 ） 学 教 目  

   

 ２  

  

   

  

  

   

 ８  

生 科学  生 構  

  （ ） 

 生  

  -  

生   

  構 DNA  

  構   

生    

   

--------------------------- ------------------------------ 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

  

  

  

２  

 

  

 

  生  

生 学  

生   生 構  

  生 生  

  成  

生    

    

--------------------------- ------------------------------ 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

 C-1 

（ ） 

 

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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科目 生 学（4C） 

  

1 要 

 成 生 目

生 生 学 生 学 学 学

生 （ ） 構 学

（DNA RNA） 生 学 生

生 DNA 生 高

生 （生 工学） 生

生  

2 授業  

 生 学 年 学 学 学

機 年 生 学

生 学 学  

生 科学  

 生 学 学 生 生

要 生 学 学 生

 

生  

 生 高 （ ） 構 構

高 構 等

機 学  

生  

 DNA RNA

DNA 生 成 学

生 学

生  

 

生 学 DNA RNA 学  

生  

 授業 高 生

高 構 成 成 生

生 行  

3 留  

a. 授業

b. 授業

c.

d. 生 学 生 学 工学 生 学 行

e. 教科 外
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

学 
(Enzyme Chemistry)

   
年生 

工学科 

学  

2 

 

2  

授業 要 
 一 構 機 度 工学

工業  

目  

1. 構 機 （C） 

2. （C） 

3. 度 （C） 

4. 工学 （C） 

法 (70%) (30%)  

教科 等 

教科   科学 工学  

 生 学 学 人 

山 生 学 学 人 

    （ 授業 ８ ２ 目 ） 学 教 目  

   

 ２  

  

  

  

  

  

 ８  

  

 

 

２  

 

 

 

  学  

構 （ ） 一 構  

構 （２） 構  

構 （ ） 学 法 

構 （ ） 工学 法 法 

構 （ ） 立 構 構  

機構（ ）  

機構（２）  

（ ）    機  

（２）          

度 （ ） 度 度 Michaelis-Menten  

度 （２）Lineweaver-Burk Hanes-Woolf  

度 （ ）   

工学     

   

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

（ ） JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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 学  工学科    

授業  
 ２ 年 生  年 生 学  年 生 学 行

一 構 機 度 学

 
授業  

授業  
２  構  

一 構  

法 学  

, ８  機構 

構 機  

   
等  

  度  
Michaelis-Menten Lineweaver-Burk Hanes-Woolf 度

 

,  工学 
工業 法 生 法等

学生  
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１．合格ラインについて，特に記載の無いものは，６０点以上を合格とします。 

２．定期試験について，特に記載の無いものは，評価配分を均等とします。（【例】年４回定期試験を実施した場合の各定期試験の評価配分は，特に記載の無いものは，２５％ずつになります。） 

科   目 必・選 担 当 教 員 学年・学科 単位数 授 業 形 態 

生物工学実験I 
(Experiments for Biochemistry I) 

必 米光ほか 
4学年 

物質工学科 
8 

通年 

週8時間 

授業概要 
アミノ酸，タンパク質，遺伝子などの生体物質を中心に生物工学分野の実験器具，装置の取り扱いや実験操作を応用も

含めて行うまた，物質工学（物性，合成）系の基礎実験と生物機能を理解する上で必要となるそれらの生物工学的実験

も行う。さらに，生物工学系の種々の応用実験における実験方法，データ解析法の実習も行う。 

到達目標 
1. 実験器具，装置を正しく用いて，目的物質の合成，分離，同定や必要とされるデータの測定ができる。（B）（各実験

系における目標は右ページ参照） 2. 実験により得られた結果をレポートにまとめることができる。（B） 3. 役割を

分担し共同で実験ができる。(B) 4. 現在の研究成果に基づき新しい実験を提案できる。（B） 

評価方法 
１．①実験レポ－ト(生物工学系：60％，合成系：70％，物性系：80％，応用実験：50％)，および②実験取組(実験ノート、実験操

作等) (生物工学系：40％，合成系：30％，物性系：20％，応用実験：50％)で評価する。 

２． 上記4分野の評価の平均を最終成績とする。 

教科書等 
【実験書】プリントを配布する。 
【参考書】化学同人編「実験を安全に行うために」・「続実験を安全に行うために」化学同人，玉虫他「理化学辞典」

岩波書店，今堀・山川「生化学辞典」東京化学同人 

 内  容 学習・教育目標 

第 １週  

第 ２週  

第 ３週  

第 ４週  

第 ５週  

第 ６週  

第 ７週  

第 ８週  

生物工学系実験（１） 生体分子の構造 

生物工学系実験（２） アミノ酸とタンパク質の分離と定量

生物工学系実験（３） 遺伝子DNAの抽出 

生物工学系実験（４） 遺伝子増幅とシーケンシング 

生物工学系実験（５） 遺伝子組み替え実験 

生物工学系実験（６） 酵素の分離と活性 

生物工学系実験（７） 遺伝子系統解析 

合成系実験（１） コバルト錯体の合成Ⅰ 

B 

B 

B 

B 

B 

B 

B 

B 

第 ９週  

第１０週  

第１１週  

第１２週  

第１３週  

第１４週  

第１５週  

合成系実験（２） コバルト錯体の合成Ⅱ，Ⅲ 

合成系実験（３） 幾何異性化速度の測定，包接化合物の錯形成反応の解析 

合成系実験（４） 赤外吸収スペクトル 

合成系実験（５） エステルの合成 

合成系実験（６） アゾ色素の合成 

合成系実験（７） 天然物の単離 

物性系実験（１） 原子吸光分析 

B 

B 

B 

B 

B 

B 

B 

第１６週  

第１７週  

第１８週  

第１９週  

第２０週  

第２１週  

第２２週  

第２３週  

物性系実験（２） 酵素反応速度 

物性系実験（３） 気液平衡 

物性系実験（４） 伝熱係数 

物性系実験（５） 管路の圧損失 

物性系実験（６） イオンクロマトグラフィー 

物性系実験（７） 物性系実験のまとめ 

生物工学応用実験（１） 応用実験における操作，データ解析法 

生物工学応用実験（２） 応用実験における操作，データ解析法

B 

B 

B 

B 

B 

B 

B 

B 

第２４週  

第２５週  

第２６週  

第２７週  

第２８週  

第２９週  

第３０週  

生物工学応用実験（３） 応用実験における操作，データ解析法 

生物工学応用実験（４） 応用実験における操作，データ解析法 

生物工学応用実験（５） 応用実験における操作，データ解析法 

生物工学応用実験（６） 卒業研究発表会の聴講 

生物工学応用実験（７） 応用実験における操作，データ解析法 

生物工学応用実験（８） 応用実験における操作，データ解析法 

生物工学応用実験（９） 応用実験における操作，データ解析法

B 

B 

B 

B 

B 

B 

B 

（特記事項）3班に分かれ3分野（物性系，

合成系，生物工学系）の実験を7週（56

時間）ずつ交互に行う。後半9週は応用実

験を行う。卒業研究の聴講は、日程変更

の可能性あり。 

JABEEとの関連 

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

本校の学習 

・教育目標 
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 

◎ ○ ○ 
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【補足】各実験系で求められる到達目標 

物質工学物性系実験：物質の基礎化学および化学工学的性質を理解するとともに，基本的測定ができる。 

物質工学合成系実験：有機化合物，無機化合物の合成操作と化合物の同定ができる。 

生物工学系実験：  アミノ酸，タンパク質，遺伝子などの分離や定量ができる。 

物質工学実験I 4年 

合成系実験 

 無機化学分野では，金属錯体および包接錯体の合成を中心に合成手法，分離・精製法，光学分割法を修得する。

また，合成した化合物の物性を測定するため，赤外分光，可視分光，旋光計を用いて錯体の構造決定，異性化速度

の測定，包接錯体の会合定数の測定，旋光度の測定を行い，機器による分析法も修得する。 

 有機化学分野ではアゾ染料やエステル・芳香族化合物などの工業的に有用な有機化合物について実験室スケール

の合成と分離・精製の手法および核磁気共鳴分光法(NMR)などの構造解析技術を修得する。また，化合物を安全に

かつ適切に扱うために既知物質の物性データの調査方法を学ぶ。 

物性系実験 

 分析化学および物理化学分野では原子吸光分析および反応速度測定を通じて，基礎化学的な測定・解析実験を学

習する。それぞれの実験内容および原理などについて理解を深めるとともに，高精度測定実験を行うための注意点

や基本的技術を学習する。 

 化学工学分野では，基礎的な単位操作について実験装置を操作して工業装置の操作・運転の方法を理解する。デ

ータ解析によりその有用性を評価することを通して装置内で生じている現象を理解するとともに測定誤差の取り

扱いや信頼性の評価などを学ぶ。また，実験レポートの作成作業を通して結果のまとめ方を修得する。 

生物工学系実験 

CPK（空間充填）分子模型作製，pKa測定，NMR測定により生体構成成分の構造と物性を理解する。また，タンパ

ク質や核酸などの細胞からの抽出，ゲルカラムクロマトグラフィーやゲル電気泳動による分離，分光光度計などに

よる定量の各操作を行い，生体高分子の抽出・分離・定量の基本操作を修得する。

さらに、PCRを用いた遺伝子増幅やシーケンシングを行い、系統解析を行う。また、遺伝子組み替え大腸菌を作

成し、制限酵素により導入遺伝子の確認を行う。 

生物工学応用実験 

 5年次に行う生物工学実験IIおよび卒業研究につながる実験であり，卒業研究指導の各教員の研究室への仮配属

後に行うものである。したがって，5年次に行う研究の準備段階として、各研究の基礎的項目および研究への心構

え等についての習得を目的としたものである。
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

工業外国  
(Technical English for 

Engineering)
 SETIAMARGA, Davin 

学年 

工学科 
  ２  

授業 要 

学生

一 授業 学 成

 

目   

法 2 授業 度  

教科 等  

    学 教 目  

  

 ２  

  

  

  

  

  

 ８  

  

 

 

２  

 

 

 

 授業  

(1)

(2) 学

(3)

(4) 生

(5)

(6) （ ）

(7)

------------------------------- --------------------------------------

(8) （ ）

(9) （ ）

(10)

(11) 学

(12)

(13)

-------------------------------- ------------------------------------- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ） JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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工業外国  工学科  

 

国 生

成 機

学生 業 工業

 
一 教 生

行 生

機  
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

業  

（Corporate Practice） 
 

  

和歌山 業 

年生 

学科 
 

 

２  

授業 要 
 業 要 学 業 度 業

学 業  

目  

 業 要 （A） 

 業 度 要 （A） 

 業 （B） 

 業 （B） 

法  

教科 等  

    （平成27年度 ） 学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

授業 要  

和歌山  

業 要（ 業 等） 

業 要（ , 業 , 等） 業 業  

業 （ 業 等） 

法 （ ） 

法 （ ） 

（ ） 

(A) (B) 

(A) (B) 

(A) (B) 

(A) (B) 

(A) (B) 

(A) (B) 

(A) (B) 

(A) (B) 

   

  

  

２   

  

  

  

工 生  

（ ） 

 

要（ ） 要 要 

要( )   

業  

人  

(A) (B) 

(A) (B) 

(A) (B) 

(A) (B) 

(A) (B) 

(A) (B) 

(A) (B) 

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

   

  

  

  

  

  

  

  

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

   

  

  

  

  

  

  

（ ） 

年度

 

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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企業実践講座   

学 （ 業 ）

学 業

行  

 

（平成27年度 ） 

 

成27 度の講義題目および講  

１  オ エンテーション 事業（ 業）説明 講  和歌山工業高 専門学 主 和歌山県 課 

２  和歌山県の現  和歌山県 工観 務課 課     

３  企業 動の概 （企業理 ）  理研工業( )      

 企業 の概 （ 会,事業 制, 課制 ） 企業と 業 の関  

  和プレス工業( )  代 社  野    

 業するには（資 業 け ）  ( )    代 社     

６  品 の 法と実際（Ⅰ）  和電子工業( )   代     

 品質 の実際（Ⅰ）  野食品工業( )  基礎研究  本   

８  品 の 法と実際（Ⅱ） (有)  代     

９  工 生産の実際  工業( )  生産企画 主     

１０ 品質 の実際（Ⅱ）  スナー工業( )   務 生産統     

１１ 物 と の実際  ( )とち 物産   代 社  上野   

１２ 財務 理の概 （Ⅰ） 記の必 性 記の概  

ース・ タル( )   コンサルテ ング事業   タル事業    章  

１３ 財務 理の概 (Ⅱ)  財務 の 方 方  

      ース・ タル( )  コンサルテ ング事業   タル事業    章  

１ 企業の社会的 ・ ス マネジメント  ( )   安全・品質・環境 理  本   

１ 社会 としての 識 マナー  技研工業( )   代 社     

 

 

 

 

２  

 

  

 

  

 

 

  

 

８   

10  

11 12   

13   

 

14   

15   

 

授業 法等 和歌山 和

歌山 業  

業

等 業 般 要 学  

人 業 構成 等 業

業 学  

業 要 人 構

学  

業 法 等  

工 生 学

 

業 学

 

工 学  

業 行 法 要 学 業

学  

業 学  

人 業人 学  

行  
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２ 等 （ 年 ２  

 

科   目    教  学年 学科  授 業   

 

 (Venture Course) 
 一 

年生 

工学科 

学  

 

 

２  

授業 要 

和歌山 業 業

等 要 科目 業 目

要  

目  
業 要 学 業

 

法 60  

教科 等 度  

    （ ２ 目 ） 学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

 

業 1 

業 2 

業 人 1 

業 人 2 

業 1 

業 2 

業 立  

業 立  

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

 

 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ） 

 

授業 和歌山 学 学

 

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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和  
一 

 
授業  

  業 4人 専門 授業

授業 業 行  
 

授業  
 1 2  業  
 要 業（ ）

人 生 業 業（

） NTT -
業 業 業

業 門  
  

 3 4   業 人  
人 要

（ ）

立

立 業人生

   
 

 5 6  業  
業 学 目

   
 
 7 8  業 立  

業

業 生 立 一

成 成 行

成 業 要

業 一般 立  
 

学  

 和歌山 業 業  

 

学  

 等 和歌山 業

行  

-  85 -



 

２ 等 （ 年 ２ ） 

 

科   目    教  学年 学科  授 業   

学外  

（Internship）  4年生  
年生 

学科 
 

業  

30  

授業 要 

学外 学 専門科目 専門 等 業

業等 業 学等 行 校学生

成 成  

目  

(1) 業 等 30 業 行 (C-3) 
(2)学外 （ 外 ） 成 (C-2) 
(3)学外 （ 外 ） （D） 

法 
業 成 ２

目  

教科 等  

     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

  

   

  

  

２   

  

  

  

  

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

  

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

  

（ ） JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 

          

（学 ） 

（２ ） 

  等  

   

 

（ ） 

 

２ 業  

成 

 

（ ） 

 

 

（学 外 ） 

成 

２ 成 成 

 

成  
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年生 学科 

学外   1  

 年生  

 

学外 学 専門工学 専門 等 業 業 業

等 業 学等 行  

学外 生 業等 校学生

科目  

 

 学生 法等  

  

  

 学外 等 要 成  

 学外  

 学外  

業  

 

 

 

（ ） 学  

行  

 

（２）学外  

機 （ ） 業 業

等 等

成

 

 

（ ） 学  

成 成 （ ） 学

行 学外 人

成 成  

 

 
実習 の について  

 法  
外機 （ 業 学等） 校教 年生 機  

行  
和歌山 業 和歌山 校学生 機

行 和歌山 業 要

教 行  
機
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１．合格ラインについて，特に記載の無いものは，６０点以上を合格とします。 

２．定期試験について，特に記載の無いものは，評価配分を均等とします。（【例】年４回定期試験を実施した場合の各定期試験の評価配分は，特に記載の無いものは，２５％ずつになります。） 

科   目 必・選 担 当 教 員 学年・学科 単位数 授 業 形 態 

県内インターンシップ 

（ Internship in  

  Wakayama  prefecture） 

選 ４年生担任 
４年生 

全学科 
２ 

夏季休業中 

60時間以上 

授業概要 

既に学習した専門科目に関する知識を活用し、夏季休業中に地元である和歌山県内の企業等での

就業体験や研究体験を行うものである。実習先と実習期間は本校学生課を通じて決定される。イン

ターンシップ終了後、実習報告書を作成し、実習成果発表会を実施する。 

到達目標 

(1) 実習先の就業規則等に従い、60時間以上の就業または研究体験を誠実に行う。(C-3) 

(2) インターンシップの内容（社外秘を除く）を整理し、報告書を作成できる。(C-2) 

(3)  インターンシップの内容（社外秘を除く）を整理し、報告会で口頭発表することができる。（D） 

評価方法 
事前指導１０％、就業・研究体験４０％、実習成果発表２０％、実習報告書３０％で評価し、６０点

以上を合格とする。ただし、いずれかの項目が０点の場合は不合格とする。 

教科書等  

 内  容  学習・教育目標 

第 １週  

第 ２週  

第 ３週  

第 ４週  

第 ５週  

第 ６週  

第 ７週  

第 ８週  

   

  

  

  

  

  

  

  

第 ９週  

第１０週  

第１１週  

第１２週  

第１３週  

第１４週  

第１５週  

   

  

  

  

  

  

  

第１６週  

第１７週  

第１８週  

第１９週  

第２０週  

第２１週  

第２２週  

第２３週  

   

  

  

  

  

  

  

  

第２４週  

第２５週  

第２６週  

第２７週  

第２８週  

第２９週  

第３０週  

   

  

  

  

  

  

  

（特記事項） 

実習時間が60時間に満たない場合は、

学外実習（１単位）への振替となる。 

JABEEとの関連 

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

本校の学習 

・教育目標 
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 

    ○   ○ ◎  

実習前（学内にて） 

１．実習前指導を受講（２回を予定） 

  ・実習の心得等の事前指導 

  ・ビジネスマナー講習 

 

実習中（実習先にて） 

１．オリエンテーション 

２．実習先が設定したテーマで就業・研究体験 

実習先に提出する報告書の作成 

実習先での報告会 

期間は実習先が設定した日数（６０時間以上） 

☆実習期間中はメモをとっておくとよい。 

 

実習終了後（学内外にて） 

１．実習報告書の作成 

２．実習成果発表会資料の作成 

３．実習報告書の提出 

４．実習成果発表会で報告 
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４年生 全学科 

県内インターンシップ 選択 1単位 

担当：  ４年生担任 

 

本科目は、地元である和歌山県内の企業等での就業体験や研究体験を行うものであり、既に学習した専門科目に

関する知識を活用し、夏季休業中に行うものとする。インターンシップ終了後には報告書を作成し、さらに報告会

においてその内容を報告するものとする。 

３年修了前、次年の科目選択において、県内インターンシップを希望していなければ、受講できない。期間は受

け入れ先が設定した日数となるが、単位修得のためには６０時間以上が必須となる。受け入れ先との調整の結果、

６０時間に満たない場合は、並列科目の学外実習（１単位）への振替となるので注意すること。 

実習先・実習期間については、和歌山県経営者協会が、本校学生課と受け入れ機関との間に入り、調整を行うこ

とになっている。全ての連絡は学生課・担任を通じて行うことになるので注意すること。担任の指導の下、調整の

上、希望先を決定する。本科目の大凡の流れは下記のとおりであるが、詳細は改めて周知する。 

 

４月 ガイダンス，学生の希望・連絡方法等調査 

５月以降 事前指導，ビジネスマナー講習 
 実習受入先の掲示，実習希望者の調整 
 インターンシップ申込書等必要書類を作成・提出 

 インターンシップの受入可否通知 

７月初旬 インターンシップ履修届記入・提出 

夏季休業 インターンシップ開始 

９月～１０月 インターンシップ報告会 
 

（１）事前学習 

インターンシップ先を決定するに当たり、地域の産業や諸問題について興味を持ち、県内企業等の情報を集める

よう努力する。 

インターンシップ前に、実習にあたっての心得などを指導する「事前指導」を実施する。また、「ビジネスマナー講

習」も実施する。実習希望者は、これらを必ず受講しなければならない。受講しない場合は、実習先でのインターン

シップを行うことができないので、注意すること。 
 

（２）インターンシップ中 

インターンシップ受け入れ機関（以下、受け入れ先）が設定したテーマで就業・研究体験を実施する。インター

ンシップ先の就業規則を遵守し、指導者等の指示に従い、誠実に履修すること。インターンシップ期間中は絶えず

メモをとり、疑問点等は自分で調べたり、指導者に質問すること。受け入れ先によっては報告書の作成や報告会を

義務付けているところもあるので、しっかり実習内容を把握・整理しておくこと。 

 

（３）事後学習 

インターンシップ終了後は、地域の広報誌やニュース等を通じて地場産業等の最新情報に触れ、地域について継

続した興味を持ち考察できるようにする。 

また、所定の報告書を作成する。報告書の作成を通して、インターンシップにおいて社会人としての規律を体験

し、実社会で直面する諸課題に積極的に取り組むことができたことを表現できる素養と能力を養成する。また、教

育的効果を期待して各学科が主催する報告会（プレゼンテーションソフトを用いた口頭発表）において、前述の取

り組みについて口頭で発表し、質疑応答ができる能力を養成することとなる。 
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

学工学 

Chemical Engineering 
   

年生 

工学科 
２ 

年 

２  

授業 要 
 学工業 学 要

学  

目  

（C） 

  （C） 

     （C） 

法 年 4 （70 ） （30 ）  

教科 等 
[教科 ]  学工学（ ） 

[ ] 学工学 法（ 機 学 ） 

      学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

 

（ ） 

（２） 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

（２） 

年生 学 年生  

平  

度 

度 

度 高  

 

平  

成 平  

（C） 

（C） 

（C） 

（C） 

（C） 

（C） 

（C） 

（C） 

   

  

  

２   

  

  

  

（ ） 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

（２） 

（ ） 

 

 

 

 

平  

 

 

（C） 

（C） 

（C） 

（C） 

（C） 

（C） 

（C） 

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

（ ） 

（２） 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

（２） 

（ ） 

（ ） 

度  

度  

度  

度 度  

 

 

度 

 

（C） 

（C） 

（C） 

（C） 

（C） 

（C） 

（C） 

（C） 

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

（ ） 

（２） 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

（２） 

 

度  

法  

法  

 

 

 

（C） 

（C） 

（C） 

（C） 

（C） 

（C） 

（C） 

（ ） 

 

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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学工学 年 

 

学工学 学工業 機

学 学 工学 学工業

業 学工学 法 要  

年度 学工学 学 （ ） 学  

 

 学工学 学  

目   

 （ ）  

 ( )  

 （ ） 

  （ ）    

         

  （ ） 

         

成  留  

 

 

学年 学工学 学 度

4年生 留 学 行  

２  

 目 平 学 行

要 法  

２  

学工業 一 成 成

一 平 学 行 要

法  

 

一 成 成 法

平 学 法

法 目 PSA 等

学  

 

学工業 工業 度 度 一 要

和 度 学

 

２ ２  

（ ）

度 学 行  

２ ２８  

（ ）

学 法  

２  

法 （ ）

学  

 

   

学  

 

Office Hour: 16 00 17 00( ) 
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

成 学 

 ( Synthetic Chemistry) 
  

年生 

工学科 

学  

２ 

 

２  

授業 要 
機 機 生  

目 機 成 法 学  

目  
 機 成 専門  

２ 要 機 成 法 立  

法 
60 40 成 40% 60%

100 60  

教科 等 [教科 ] 機 学( )  

    （ ２ 目 ） 学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

   

  

  

２   

  

  

  

機 成  

成  

成 

 

成  

成 

成 

 

成  

成法 

 

成  

成 

成  

成  

（ ） 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

 

 

 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

 C-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ） 

 

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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成 学 年 
 

 
 学 機 立

学  

２  
学 成 学  

 
学 和

学 機 学  
 

 工業 成法 成

成 成 Williamson 成法 学  

８  学  
 

 機 成 成 学  
２  

 成法 成 学  
 

 成 学  

 

 学 成  
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

工学 

Chemical Reaction 

Engineering 

   
年生 工学科 

 

学  

２ 

 

２  

授業 要 
学 学 度 機構 度

学  

目  

学 度 (C) 

機構 度 (C) 

等 (C) 

法 （60 ） （40 ）  

教科 等 

[教科 ] 工学  

[ ]  工学 :  

 

    （ ２ 目 ） 学 教 目  

  

 ２  

  

  

  

  

  

 ８  

 

学  

度 （ ） 

度 （２） 

度 （ ） 

度 （ ） 

（ ） 

（２）（ ） 

工業  

一 一 等 

度  

 

 

 

度 度  

 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

(C) 

(C) 

(C) 

(C) 

(C) 

(C) 

(C) 

(C) 

  

 

 

２  

 

 

 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

度 （ ） 

度 （２） 

（ ） 

（２）    （ ） 

 

 

 

法 法 

 

 

 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

(C) 

(C) 

(C) 

(C) 

(C) 

(C) 

(C) 

（ ） 授業

 

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  

A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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工学 年 工学科 工学  

 

要 

 学工業 工 工 生成 工 成 立

工学 工学

学 目 一

度 要  

授業 工学科 工学 学 度 学 度

度 法 機構 学 行 目

 

 

学 （学 ） 

（ ） 工学 ( 1 2 ) 

 工業 学 （ ）

学 学  

 

（２） 度 （ 3 6 ） 

度 度 度 法 学

度 度 学 要 一度

 

 

（ ） （ 7 11 ） 

学 行度

要 平 平 成 学

要  

学

学  

 

（ ） 度 （ 12 13 ） 

一 法 法 度 度 法 学 法

法 法 学 法 法 学  

度 度 法 学  

 

（ ） （ 14 15 ） 

 工業 要 ２ 一 一

（ ） 学 学  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（Office Hour: 16 00 17 00( ) A-334 ） 
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

物質工学実験Ⅱ 
Experiments for  

Industrial ChemistryⅡ 
必修 

物質工学科 

全教  

生 
物質工学科 

物質工学コース 
 

年 

 

授業 要 
研究を する上で必 な高度実験 を修得し さらに実践により 得したデータの解析法な を学

び理解する。 

目  

（ ） 立 業 要

 

（２） 行  

法 
( 度 等 ) 50%（ 目 ） 

( 等 ）50%（ 目2） 

教科 等 研究レ ート 学術 学会 資料な を 考資料とする。 

     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

 

高度 （ ） 

     

     

     

     

     

     

B 

B 

B 

B 

B 

B 

B 

B 

   

  

  

２   

  

  

  

高度 （２） 

     

     

     

     

     

     

B,C 

B,C 

B,C 

B,C 

B,C 

B,C 

B,C 

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

法  

     

     

     

     

     

     

     

B,D 

B,D 

B,D 

B,D 

B,D 

B,D 

B,D 

B,D 

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

 

     

     

     

 

     

     

B,D 

B,D 

B,D 

B,D 

B,D 

B,D 

B,D 

（ ） 

業

 

度

 

JABEE  

JABEE  b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
  C-1 C-1 C-2    C-3  
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工学    

工学科 工学 年生 

工学科 教  

 

 

高度 （ ） 

  年生 学 業 機

 

 

高度 （２） 

  業 度 高度 機

 

 

 

  業 目 法 工 行

度

行 行  
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１．合格ラインについて，特に記載の無いものは，６０点以上を合格とします。 

２．定期試験について，特に記載の無いものは，評価配分を均等とします。（【例】年４回定期試験を実施した場合の各定期試験の評価配分は，特に記載の無いものは，２５％ずつになります。） 

科   目 必・選 担 当 教 員 学年・学科 単位数 授 業 形 態 

分子生物学 

（Molecular Biology） 
必 SETIAMARGA,Davin 

5年・物質工学科 

生物工学コース 

学修単位 

２ 

半期 

週２時間 

授業概要 
授業導入期でゲノムと分子進化について学ぶ。ここで、生命の起源などについて学ぶ。次いで、ゲノ

ムと進化を土台にし、生命現象について学んでいく。

到達目標 生命や生命現象に関わる分子の働きやそのメカニズムを理解する。 

評価方法 定期試験（60％）、および発表時の準備資料、自主学習レポート（40％）で評価する。 

教科書等 
[教科書]「理系総合のための生命科学  第3版」 東京大学生命科学教科書委員会 編（羊土社） 

[参考書]「細胞の分子生物学」 中村桂子／松原謙一 監訳（教育社） 

 内  容 （９０分授業を１５回実施する。なお、１回の自宅演習は１２０分を目処にする。） 学習・教育目標 

第 １回  

第 ２回 

第 ３回 

第 ４回 

第 ５回 

第 ６回  

第 ７回 

第 ８回 

進化と遺伝の仕組み： ①・ゲノムと進化 

 （＋オリエンテーション） 

②・メンデル遺伝学と進化遺伝学 

③・メンデル遺伝学と進化遺伝学 

④・個体-環境相互作用 

⑤・生物群集と生物多様性

生体制御の仕組み： ①・細胞骨格と細胞運動 

②・細胞間シグナル伝達系

③・細胞内シグナル伝達系

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

第 ９回 

第１０回 

第１１回  

第１２回 

第１３回 

第１４回  

第１５回 

④・生体膜と細胞の構造

⑤・遺伝子発現の制御

形態形成の仕組み：①・動物の発生 

  ②・植物の発生 

  ③・進化発生学 

分子生物学の応用：①・ヒトと生命科学１ 

  ②・ヒトと生命科学２ 

---------------------------期末試験------------------------------ 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

 C-1 

（特記事項） 

調査、発表、討論を重視し、評価に反映

させている 

JABEEとの関連 

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

本校の学習 

・教育目標 
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 

◎
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科目：分子生物学（5C） 

担当：スティアマルガ デフィン 

1 概要 

分子生物学１で学んだ静的な基礎的知識をもとに、動的な生命維持活動を分子レベル理解することが最終目標とす

る。 

2 授業内容 

第１〜５週：進化と遺伝の仕組み 

 生命維持活動はすべて、遺伝子で制御するように長い時間を経て進化してきた。メンデル遺伝学や進化遺伝学を

学び、生命維持活動がどのようにして遺伝子レベルで決められるかを理解する。 

第６〜１０週：生体制御の仕組み 

 生命維持活動がどのようにして細胞・分子レベルで制御されるかを学び、細胞・遺伝・分子の相互的な働らきが

生命が営まれる仕組みを理解する。 

第１１〜１３週：形態形成の仕組み 

地球上生命体は、多様な形を示している。この多様な形姿は、遺伝子・ゲノムに刻まれる遺伝情報によりコント

ロルされる。このセクションでは、そのような様々な形姿を作るのにどのようにして遺伝子が動くのか、そしてそ

のような「形態形成」システムがどのようにして進化してきたを学ぶ。

第１４〜１５週：分子生物学の応用 

分子生物学が実際に、人間の日常生活のどのようなところに活かされるのかを紹介する。 

3 留意点 

a. 授業ノートをしっかりとること。

b. 質問時間を設けるため、解らないことがあれば授業時間内にみんなのまえで質問すること。

c. 予習や復習をすること。

d. 生物学、生物化学、酵素工学、応用微生物学、分子生物学１の復習を事前に行うこと。

e. 教科書以外の参考図書からのコピーや論文の別刷りなど、理解するのに便利な資料を適宜配布する。
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

工学 

（Culture Engineering） 
   

年生 

工学科 

学  

2 

 

２  

授業 要 
生 要 度 法

学 生 度 学  

目  
要 度  

生 度  

法 
（２ ）（ ） （ ）  

２ 平  

教科 等 教科 生 学工学（ ２ ） （2013）  

     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

   

  

  

２   

  

  

  

 

 

要              ( ) 

  生      ( ) 

                             ( ) 

                              生 度           ( ) 

                             ( ) 

                               ( ) 

                            ( ) 

                             ( )        

               生             ( ) 

                     ( ) 

               （ ）( ) 

               生           ( ) 

                     ( ) 

               度             ( ) 

                              ( ) 

 

                       

C-2 

C-2 

C-2 

C-2 

C-2 

C-2 

C-2 

C-2 

C-2 

C-2 

C-2 

C-2 

C-2 

C-2 

C-2 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ） 

８

行  

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 

          

-  100 -



工学（Cultute Engineering）  工学科 年生（生 ） 

 

 

１  

生  

（生

） （

） （ ）  

 

２  

（ 生 ） 

生 生 行 要

生 学 成

 

 

１２  

（ 等 度 ） 

 

度 度

生成 立 法

度 度

生成 立 度 度

生

生  

 

１ １  

度 

一般 学 生 度 学 度

度  
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

生物工学実験Ⅱ 
Experiments for  
BiochemistryⅡ 

必修 
物質工学科 

全教  

生 
物質工学科 

生物工学コース 
 

年 

 

授業 要 
研究を する上で必 な高度実験 を修得し さらに実践により 得したデータの解析法な を学

び理解する。 

目  

（ ） 立 業 要

 

（２） 行  

法 
( 度 等 ) 50%（ 目 ） 

( 等 ）50%（ 目2） 

教科 等 研究レ ート 学術 学会 資料な を 考資料とする。 

     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

 

高度 （ ） 

     

     

     

     

     

     

B 

B 

B 

B 

B 

B 

B 

B 

   

  

  

２   

  

  

  

高度 （２） 

     

     

     

     

     

     

B,C 

B,C 

B,C 

B,C 

B,C 

B,C 

B,C 

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

法  

     

     

     

     

     

     

     

B,D 

B,D 

B,D 

B,D 

B,D 

B,D 

B,D 

B,D 

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

 

     

     

     

 

     

     

B,D 

B,D 

B,D 

B,D 

B,D 

B,D 

B,D 

（ ） 

業

 

度

 

JABEE  

JABEE  b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
  C-1 C-1 C-2    C-3  
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生 工学    

工学科生 工学 年生 

工学科 教  

 

 

高度 （ ） 

  年生 学 業 機

 

 

高度 （２） 

  業 度 高度 機

 

 

 

  業 目 法 工 行

度

行 行  
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

業  

（ Graduation Thesis Work） 
   

学年 

工学科 
 

年 

 

授業 要 

教 人 人

教 法 等

一年 行 成 業  

目  

（ ） 目 法  

（２）  

（ ）  

（ ） 成  

（ ） 業 成  

法 

目1( )10% 目2(

)15% 目3( )20% 目4( )25%

目5( )30% 60  

教科 等  

     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

 

 

  

  

  

  

  

  

A 

B,C 

B.C 

B,C 

B,C 

  B,C 

  B,C 

  B,C 

   

  

  

２   

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

B,C 

B,C 

B,C 

B,C 

B,C 

B,C 

B,C 

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

 

 

  

  

  

  

  

  

B,D 

B,C 

B,C 

B,C 

B,C 

B,C 

B,C 

B,C 

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

  

  

  

  

  

  

 業  

B,C 

B,C 

B,C 

B,C 

B,D 

B,C 

B,D 

（ ） 

 

一 和歌山

 

JABEE  

JABEE  b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
  C-1 C-1 C-2    C-3  
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業  学年 工学科 

 

 業 学科 学 成 教

年 学 学 人

 

 教

法 法等

行 一年  

 業 成

成 要 行 行

要  

 一年 成 業 成 業

一

学 要  

 業 教 行 学生 行 要 授業

学 独

要  

授業 外 教

 

 

«    一  » 

 

1) 機 機 （ ） 

2) 成（ ） 

3) （ ） 

4) 生 生 （ ） 

5) 成 学 （ ） 

6) 生 学 法 （ ） 

7) 成 （ ） 

8) 生 （ ） 

9) 機 機 成 （ ） 

10) 成 （ ） 

11) 構 （ ） 

12) 生 工学 （ ） 

 

COC  

 教 （ 業 ）

学生  

 

学  

 （ 業 ）  

学  

 等 行  
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１．合格ラインについて，特に記載の無いものは，６０点以上を合格とします。 

２．定期試験について，特に記載の無いものは，評価配分を均等とします。（【例】年４回定期試験を実施した場合の各定期試験の評価配分は，特に記載の無いものは，２５％ずつになります。） 

科   目 必・選 担 当 教 員 学年・学科 単位数 授 業 形 態 

量子化学 

 ( Quantum Chemistry) 
選 高木浩一 

５年生 

物質工学科 

学修単位 

１ 

半期 

隔週２時間 

授業概要 

１．すでに学習した原子軌道、分子の形および化学結合の考え方について定量的に取り扱う。単純ヒ 

ュッケル計算について学習する。 

２．量子化学の知識を活かし、分子軌道を用いて種々の化学現象をどう予測・解釈していけばよい

かを学ぶ 

到達目標 

１．量子とはどうことかを理解できること。（C） 

２．単純な原子・分子の軌道計算方法が理解できること。（C） 

３．分子軌道法を用いた応用例が理解できること。（C） 

評価方法 １回定期試験（60％）、自宅演習問題のレポ－ト（40％）で評価する。 

教科書等 

教科書：プリント；補助教科書：絶対わかる量子化学 斎藤勝裕 講談社 

参考書：初等量子化学 大岩正芳 化学同人； 分子軌道論 斎藤勝裕著 講談社サイエンティフィ 

ック 

 内  容 （１回の自宅演習は２００分を目処にする。） 学習・教育目標 

第 １回 

第 ２回 

第 ３回 

第 ４回 

第 ５回 

第 ６回 

第 ７回 

第 ８回 

第 ９回 

第１０回 

第１１回 

第１２回 

第１３回 

第１４回 

第１５回 

シュレディンガー波動方程式１

シュレディンガー波動方程式２

分子軌道の考え方：水素原子から水素分子へ

混成軌道の考え方

π電子系分子軌道（LCAO-MO法）

いろいろな分子の単純ヒュッケル計算

分子軌道の応用例１

分子軌道の応用例２

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

（特記事項） 

隔週講義を基本とするが進行状況等によ

り日程を変えることがある。 

JABEEとの関連 

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

本校の学習 

・教育目標 
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 

◎
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量子化学 ５年 

量子化学や計算化学は現代化学の発展を握る重要な分野になってきている。コンピユ－タ－の性能が向上し、高

速計算が可能になった現在、研究開発現場でも高い頻度で用いられるようになってきており、計算に裏打ちされた

作業仮説で実験進度が格段に早く進む結果になって来ている。そこで半年間で量子化学とは何か、どのような応用

が可能かを有機化学の立場から学習する。学修単位であるため、自宅演習する内容を提案していく。 

学習の概要 

1. どうして量子論（量子力学）が生まれたかを概説し、ド・ブロイの考え方を波の方程式に当てはめて、シュレ

ディンガー波動方程式がどのように導き出されたか学習します。

ニュートン力学から量子力学への変換ができるか、自宅演習の課題に取り上げます。

2. １次元のシュレディンガー波動方程式の応用として、一次元の箱の中の粒子を取り上げ、波動関数の意味とエ

ネルギーについて学習します。３次元のシュレディンガー波動方程式の解と我々が現在用いている１ｓ、２ｓ、

２ｐ等の軌道の関係を明らかにします。

2Pz軌道をxz面で描く自宅演習を出します。（この時（x、y、z）座標と極座標の差を理解してください）

3. 水素分子を取り上げて、原子の一次結合を近似分子軌道と考え、変分法を使って解きます。そのときのエネル

ギーと波動関数を求め、計算結果から出てくる結合性軌道と反結合性軌道の役割を学習します。

エチレンのπ軌道を取り上げ、π結合を作ったとき、この計算方法を当てはめて、計算することを自宅演習と

します。

4. １個のS軌道と３個のP軌道の一次結合を作り、sp3混成軌道を解いてみます。そしてその結合角が正四面体の角

度になる事を確かめます。

同じ手法でsp2混成軌道の結合角は120°であることを確かめる自宅演習を課します。

5. 単純ヒュッケル計算の近似法を説明し、π電子系のブタジエンを取り上げて、LCAO-MO法で分子軌道を作ってい

く過程を手計算で結果を出します。そしてπ分子の軌道関数およびπ分子の軌道エネルギーどのように考えて

いくかを学習します。

プロペニルカチオンの永年方程式を求め、自明解以外の解を持つための行列式の算出を自宅演習とします。

6. 引き続きπ軌道の関数とエネルギーをパソコンで計算する方法を学習します。ヘテロ原子が含んでいる分子に

も適用する方法を学習し、実際にパソコンを使って分子軌道計算を行います。

ヘテロ原子を含んだπ共役分子の入力データと出力データがすぐ出せるような自宅演習を課題にします。

7. フロンティア軌道の考え方を説明し、置換ベンゼンの配向性の説明が出来るかどうか単純ヒュッケル計算結果

から考えてみます。また単純ヒュッケル計算の結果を光化学や熱化学における閉環－開環反応に応用してみま

す。この他にもフロンティア軌道の関係する有機反応について説明できるかどうか考えてみます。

π共役分子の開－閉環反応において、生成物の立体化学についてフロンティア軌道から考える自宅演習を課し

ます。

8. 有機分子の軌道エネルギーからアゾ色素分子の吸収スペクトルを説明する方法を考えてみます。

ポリエンの吸収スペクトルを２回目に学習した軌道エネルギーから、未知のポリエンの吸収波長を予想する自

宅演習を課題にします。
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２ 等 （ 年 ２  

科       教  学年 学科  授 業   

機  

(Instrumental analysis II) 
 

 

 

 

年生 

工学科 
 

年 

２  

授業 要 

 外 法（ ） 法（ ） 法（ ） 法 学

機 構 法 学  

 ( ) ( ) ( )

学  

目  

外 法（ ） 法（ ） 法（ ） 機

構  

( ) ( ) ( ) 工業

法  

法 （ ） （ ）  

教科 等 

教科 一 学 機 （ 学 人） 

 ２  機  （ 学 人）   

        . . 機 （ 学 人） 

 機  -MS IR NMR （ ） 

     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

 機  
1 - （ ） 法,  
1 - （２） 学  
1 - （ ） -  
13 - （ ） 1 - 学   
13 - （２） 度  

2 , 法                                    

                                               

[ ] 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

   

  

  

２   

  

  

  

外 （ 法） 法   

（ 法） 法   

機 構 （ ）         

機 構 （２）                 

機 構 （ ） 

構 （ ） 

構 （２）                 

                                 [ ] 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

  
 
 
 

 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 

 
 
 

（ ） 

14 15

 

JABEE  

JABEE  b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 

          

-  108 -



機               教科  / /  

 

 

 外 法（ ） 法（ ） 法（ ）

法 法 法 法

法 高

法 法  

  

２ ８  

 法 学 法 法 学 1 - , 13 -

２ 学 1 - 学 （

） - , 13 -

２

法 , 機 構  

 

 

 外 （ 法） 外

機 法 学 機

法 学  

  

 

 （ 法） 法 法 法

法

法 法

構 学

法  

  

 

 構

行  

 

 

 ( ) ( ) ( ) 工業 工

業  
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２ 等 （ 年 ２ ） 

 

科   目    教  学年 学科  授 業   

度  

（ Transfer & Rate 

Processes） 

   
年生 

工学科 
 

 

２  

授業 要 

学 度 度 度

度

学 学  

目  

学 度 度 度

度

学  

法 ２ (70%) 等(30%)  

教科 等 
[教科 ]   

[ ] 学 学 門 PAUL C.YATES   学 人 

     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

1. (1) 度 要 (2) 一 ( ) 

(3) , (4)  

2.    (1) (2)  

(3) (4)  

(5) (6) 度  

(7) 度 (8)  

(9)  

3.      (1) ,(2)   

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

   

  

  

２   

  

  

  

(3)  

(4) (5)  

(6)  

4.     (1) , (2)  

(3) , (4)  

(5) , (6)２成  

(7)   (8)  

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

  

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

  

（ ） 

 

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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学  

 

 授 業  要  

２  

 

   学 法 法

法

法 一 法 学  

 

 

 

 

   学 法 学

度 法 学  

   (1) 等 学

(2) -

法 学  

 

 

８  

 

    

法 法 学  

 

 

２  

 

   

法 学 成

法 学  

   

法 法

学  
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２ 等 （ 年 ２ ） 

 

 

科   目    教  学年 学科  授 業   

学 

(Physical Chemistry of 

Solids) 

 一  
年生 

工学科 

学

 

 

２  

授業 要 
等

構 構 学 構 学 等 学  

目  
学 

構 要  

法 （70 ） （30 ）  

教科 等 
教科  （ 学 ） 門 （ ） 

機 学 （ 学 人）  門 （ ） 

    （ ２ 目 ） 学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

   

  

  

２   

  

  

  

 

       

                          

 構     

 構         

 構    

 構  

 学       

    

     

     

     

     

     

   

   

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

  C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

  C-1 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ） 

 

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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学     教科    一  

 

学 要 

２  

 学 機 等

学

構 法 学 法 学  

 

 成 立 構

構

構 構 法等  

８  

 法 学 度 度

度 （ ） 学  

２  

 

等 学 n  p 機

学  

 

 学  

 

 機 要 学  

 

 高 高

学 学
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２ 等 （ 年 ２ ） 

 

科   目    教  学年 学科  授 業   

工学 

 (Food Engineering) 
  

年生 

学科 

学  

２ 

 

２  

授業 要 
人 生 工

工学 生 学工学 工学 法 学  

目  

工  

２ 工 生 学 学 生 学  

工学  

法 （ ） （ %）  

教科 等 

教科 学 科学 生  成山  

一 工 学 学 人 

 高  工 生  

工学  工学  

    （ ２ 目 ） 学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

 

   

  

  

２   

  

  

  

 

業 工学 

学 （ ） 構成成  

学 （２） 成  

 

（ ） 

（２） 

 

工 （ ）  

 

工 （２）  

工 （ ）  

工 （ ）高  

（ ） 生 工 

（２） 生 工 

工業  

工 工 （ ）  

 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ） 

12,13 和歌山 業

行  

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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工学( C ) 

工学 学 工学 学 生 学 機 工学 学工学

成 立  

授業 工 工学 生 学工学

目 授業

 

 

 

授業 構成 授業 目 法 教科  

業 工  

 

２ 学  

学成 学成 学

工学 学 要 学成 構

 

 

 

 

 

 

 要 要

 

 

 

生 生 生

 

 

８ 工  

 工 高

成  

 

２ 生 工 

生 機 工 工 ２

生 工 生 学工学  

 

工業  

 業 工工 成 行

 

 

工 工 （ ） 

生 工

工 工  

 

学  

 和歌山 業 学 行  

 

学  

 等 工 業 行  
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

工学 

（Protein Engineering） 
  

年生 

工学科 

学  

1 

 

2  

授業 要 

人 生 生

工学 生 機 成

工  

目  

人 生 生

工学 生 機 成

工  

法 (70%) (30%) 60  

教科 等 

教科  工学 学 人  

学 人 山 生 学 学 人 山

工学 門  

    （ ２ 目 ） 学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

   

  

  

２   

  

  

  

 

                工学  

（ ）        

（２）  構 機  

（ ） 高 構 高 構 法 

（ ） 高 構 法 

成（ ）   学 成 法 

成（２）   工学 

工学                     

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( 学 ) 

( 学 ) 

( 学 ) 

( 学 ) 

( 学 ) 

( 学 ) 

( 学 ) 

( 学 ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ） 

 

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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 工学     
 

  
 
 
 
授業  

 
 年生 生 学 工学 生

行 授業

高度 専門 要

 

授業  
 
 
 
 

授業  
 

2, 3  （ ） 
工学 要 構 等  

 
 
 

4, 5  （ 機 ） 
機 高 構 構 機

高 構 法  
 
 
 

6, 7  （ 成） 
工学 成 法 学 成 学 成

成 成 法  成

等  
 
 
 
8  （ 工学 ） 

成 一 工学
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

生 学 

（Biophysical Chemistry） 
   

年生 

工学科 
 

 

２  

授業 要 

 生 機 構

成 立 機  

学  

目  

 生 学 法

成

機  

法 70 , 30 60  

教科 等 

学 (   

  ( ) 

     科学    

     学     

     生  一   立  

     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

, 生 構成     

   ２ 学 構    学   立 構  

      

       構  

      一  

    

         

      

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

   

  

  

２   

  

  

  

学 

    生 構 成  学      

    成 

    学 (1)   

     学 (2)   

   生       

                  [ ] 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ） 

 

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A B C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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生 学 C 

 

 

要  

 生 学 法

成 機

 

 

 

学  

1,2  

 生 構成 DNA

生 構 機  

生 機 構 立 構 要 生

生 3 立 構 要 学

立 構 学  

 

3-5  

 生 生

要 生 要 構

学  

 

6, 7, 9  

 生 行 生

生 構 成 要

学 学 行

生 行 学 行  

 

10-13  

 一 構 成

成 生 行

成 学 学  

 

14-15  

 生 外 生 生

学 生

学  
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

機 学 

(Organic Resources  

Chemistry) 

 一  
年生 

工学科 
 

 

２  

授業 要 

機 成 

２ 生成  

生 学 学  

成 学 学  

目  
機 成 学構  

機 学 学 学平  

法 （70 ） （30 ）  

教科 等 
教科 平   機 学 （ ） 

  （ 学 ２） 機 学 （ ）  

     学 教 目  

   

 ２   

   

 

   

   

   

   

 ８   

    学工業     （ ） 

学工業   学工業    （ ） 

機 成    

         機                 （ ） 

 （ ） 学構           （ ） 

 （２）        （ ） 

    （ ） 学構         （ ） 

    （２）              （ ） 

学  （ ） 学構 年  （ ） 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

   

  

  

２   

  

  

 

  

学  （２） 学構              （ ） 

学  （ ） 学構 年  （ ） 

学  （２） 成            （ ） 

学  （ ） 学                （ ） 

学  （ ） 学                （ ） 

学（ ） 成 生  

                （ ） 

学（２） 学            （ ） 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

 

C-1 

   

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

（ ） 

 

JABEE  

JABEE a b C d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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機 学     教科    一  

 

学 要 

２   

 学工業 成

 

 

 

 機 成 年 機 成 機

学  

 

 

 生

生

成 学 学  

 

 

 平 学構

学  

 

８  

 学構 成 学 平

度 法

法 学  

 

 

 学 学 年 生

要 学 —

法  

 

 

 成 生 学

法 成 学 学 成

学 学 学

法  
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

工学  
（Survey of  

Electrical Engineering） 
 山  一 

学年 

工学科 

学

 

 

２  

授業 要 

工学 専 機 授業 工

学科 学生 工学 学

( )  

目  

(1) 等 (C-1) 
(2) 機 (C-1) 
(3) (C-1) 

法 60 学 成 40  

教科 等 

[教科 ] 学  

[ ] 工学 12 工学 平  

     一般 工学  

     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

 

 

 

 

 

機  

 

  

          （ 学 ） 

学     （ 学 ） 

   （ 学 ）

        （ 学 ） 

         （ 学 ） 

機 法    （ 学 ） 

                （ 学 ） 

              （ 学 ） 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ） 

 

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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工学  工学科 年 

 

 

（ ） （ ） 行

法 （ ）

（ ） （ ） 学 生

（ ） 度 学

学 生成 （ ） （ ２） 学

生 （ ） 学  

 

 

 

 

 

 

 
1)               ２ 2) 

 

 

機

機

（ ）

（ ）

 

 

 

 

学 学

 

 

 

 

 

機  

機 機 機

工 一般

（ ） 学

高

機

 

 

 

 

高 学

要  

 

3) 

4) 

機 5) 

6)  

1) 学 , p.34. 2) ibid,p.38.  3) ibid, p.56.  4)ibid, p.96.  5) ibid,p.59.  6) ibid, p.148. 
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

工学  

Seminer on Materials Science 
   

年生 

工学科 
 

年 

2  

授業 要 
学 生 学 工学

学  

目  
（1） 要  

（2）  

法 

(1)  

(2)  

(1) (2) 科目 60  

教科 等 
教科  教 要  

 教 要  

     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

工学 等 

      

      

      

      

      

      

      

C-1 

C-1 

C-1 

C-1  

C-1  

C-1  

C-1  

C-1  

   

  

  

２   

  

  

  

      

      

      

      

      

      

      

C-1 

C-1 

C-1 

C-1  

C-1  

C-1  

C-1 

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ） 

 

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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科目  [ 工学 ]   年生  工学科   

 

« 授 業  要 » 

 

 要 科目 工学

等

法 法 学 専門  

 （ 教 業 ） 1

教  

 

«    一  » 

 

1) 機 機 （ ） 

2) 成（ ） 

3) （ ） 

4) 生 生 （ ） 

5) 成 学 （ ） 

6) 生 学 法 （ ） 

7) 成 （ ） 

8) 生 （ ） 

9) 機 機 成 （ ） 

10) 成 （ ） 

11) 構 （ ） 

12) 生 工学 （ ） 
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

工学 

（Environmental Engineering） 
  

年生 

工学科 
 

 

２  

授業 要 

 年 行

成 学

 

学  

目  
 生 学 高度 業

工学  

法 ２ （ ） 等（ ）  

教科 等 
教科  ２    学 人 行 

人   立 行 

     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

機  

 生 立  

  

  

  

  

  

                              ( ) 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1  

C-1  

C-1  

C-1  

C-1  

   

  

  

２   

  

  

  

 

  

  

  

  

  

                                ( ) 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1  

C-1  

C-1  

C-1 

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ） 

 

JABEE  

JABEE  b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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科目  [ 工学]     年生  工学科   

 

« 授 業  要 » 

 

２  

 般 学  

 生 生 生 立 要 学  

 

 

  

要 学  

 

８  

 学 人  

学  

 

２  

 法 人  

学  

 

 

 人工 学 人  

学  

国 学  
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

機 工学  

General Mechanical 

 Engeneering 

  
年生 

工学科 

学  

 

 

２  

授業 要 機 要 一 学  

目  
機 工学 成 立 学 専門

 

法  

教科 等 
教科 機 工学    

 

    （ 授業 ８ ２ 目 ） 学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

 

機 工学 要          ( ) 

工業 学 ,                 ( ) 

 学 学 （ ）           ( ) 

学                   ( ) 

学 法                  ( ) 

学                             ( ) 

機 工（ 工）                      ( ) 

機 工（ 工 工）                 ( ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ） 

 

 

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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機  

 

人 行機  

 

人 （ ） 度

度  

（ ） 度

 

  
                      

機  

学 知  

 

人 行機

機 機

 
       

 

学 知  

 

 

     

知 学  

 

工 等 機械 工学  

 

機 工学 学 学 学 学 工学

学  

 

一  

 
 

 

 

学

学

学

機 学

学

機 工学

工学

工 立
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２ 等 （ 年 ２ ） 

 

科   目    教  学年 学科  授 業   

工学 

（ Instrumentation &  

Control Engineering） 

   
年生 

工学科 
 

 

２  

授業 要 
学工業 生

学  

目  法  

法 (70%) 等(30%)  

教科 等 
授業 成

等 ( 工 )  

     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

要  

/ /   

( ) 

 

工業  

工業   

工業 度  

 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

   

  

  

２   

  

  

  

  

 

 

 

機  機  機  

 

 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ） 

 

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A B C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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工学（ ）   工学科 学年 

 

 

    学工業 要 高 要

学  

 

２  

    学工業 学  

 

 

    要 学 学

 

 

８  

    要 構 法 学 一般

学  

 

 

    構成 （

） 学  

 

２  

    要

学  

 

 

    機 機

学 学  

 

 

    

生 高度 等

学  
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

工学 学 

(Practical Mathematics 

for Materials Science) 

 一 
年生 

工学科 

学  

 

 

２  

授業 要 
工学 （ 学 生 工学） 学 法 学

 

目  

       (C-1) 

工学   (C-1) 

法      (C-1) 

法  50  50  

教科 等 

  Excel 科学 門 ( ) 

 学 人 ( 学 人) 

 学 ( 学 人) 

 ( 学 人) 

    ２ 目 ） 学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

   

  

  

２   

  

  

  

 

法（一 法） 

法（ 法） 

 

 

法  

 

 

 

 

 

 

 

 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

( ) 

 

 

 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

 

 

 

 

 

 

 

   

（ ） 

 

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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学 数学 （5学 ） 

 

業概  

物質工学分野の業務においても， くの 合，データは数学的に解析する必 が る。本 業では，科学技術計算

ールとして 計算 ト ア Microsoft Excelを利用し，数値計算・データ 理・統計解析・実験計画法の実践方法を

学習する。 

 

学習方法  

情報 理教育センター 習 にて解説と課題 習を う。教 が 業の にPowerPointで解説を う。 される

課題に各自が 習 のPCを 用して り ，別 設ける に指定の形 で する。なお， 日に理解度を

するた の 合 習を う。 

 

各 の  

 １  基本統計量および 度関数について 習する。 

 ２  データを 的に ， 観的な 論を得るた の実験計画法を学習する。 

測定値１ 子実験（ 配 法）の特 を理解し，データの分 分析および を う。 

 ３  測定値2 子実験（ 配 法）の特 を理解し，分 分析を う。 

  単 分析の特 を理解し， の計算および分 分析を う。 

  分析および 項 分析を う。 

 ６  ニュートン法による方 の解法および数値 分の考え方を理解し，計算を う。 

  分方 の数値解法の考え方を理解し，計算を う。 

 ８  のた の 合的な 習を う。 

 

 

Office Hour: 16 00 17 00( ) 
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専 門 科 目 
 

（外国人留学生） 





専門科目（物質工学科） 専門科目（物質工学科）

平成23年度～平成26年度第３学年編入学 平成23年度～平成26年度第３学年編入学
（物質工学コース） （生物工学コース）

履修認定 履修認定

単位数 ３年 ４年 ５年 単位数 ３年 ４年 ５年

応用数学 2 2 応用数学 2 2

応用物理 4 2 2 応用物理 4 2 2

情報処理 1 1 情報処理 1 1

分析化学 1 1 分析化学 1 1

無機化学 2 2 無機化学 2 2

有機化学 3 2 1 有機化学 3 2 1

物理化学 4 2 2 物理化学 4 2 2

応用微生物学 2 2 応用微生物学 2 2

生物化学 2 2 生物化学 2 2

機器分析Ⅰ 1 1 機器分析Ⅰ 1 1

化学工学 5 3 2 化学工学 5 3 2

高分子化学 2 2 高分子化学 2 2

無機材料化学 2 2 分子生物学 4 2 2

有機材料化学 2 2 酵素化学 2 2

合成化学 2 2 培養工学 2 2

反応工学 2 2 物質基礎実験Ⅱ 4 4

物質基礎実験Ⅱ 4 4 生物工学実験Ⅰ 8 8

物質工学実験Ⅰ 8 8 生物工学実験Ⅱ 6 6

物質工学実験Ⅱ 6 6 卒業研究 7 7

卒業研究 7 7 物質工学概論 2 2

物質工学概論 2 2 小計 64 18 27 19

小計 64 18 27 19 工業外国語 1 1 選択科目Ａ及び

工業外国語 1 1 選択科目Ａ及び 量子化学 1 1 Ｂグループから

量子化学 1 1 Ｂグループから 機器分析Ⅱ 1 1 それぞれ1単位

機器分析Ⅱ 1 1 それぞれ1単位 移動速度論 1 1 以上履修

移動速度論 1 1 以上履修 物性物理化学 2 2

物性物理化学 2 2 食品工学 2 2

食品工学 2 2 蛋白質工学 1 1

蛋白質工学 1 1 生物物理化学 1 1

生物物理化学 1 1 有機資源化学 1 1 Ａ

有機資源化学 1 1 Ａ 電気工学概論 1 1 Ｂ

電気工学概論 1 1 Ｂ 物質工学特論 1 1 Ａ

物質工学特論 1 1 Ａ 環境工学 1 1 Ａ

環境工学 1 1 Ａ 機械工学概論 1 1 Ｂ

機械工学概論 1 1 Ｂ 計測制御工学 1 1 Ｂ

計測制御工学 1 1 Ｂ 物質工学実用数学 1 1

物質工学実用数学 1 1 企業実践講座 1 1

企業実践講座 1 1 学外実習 1 1

学外実習 1 1 小計 19 0 3 16

小計 19 0 3 16 83 18

83 18 82以上 13 18

82以上 13 18

区
分

授業科目
単位
数

学年別配当
備考

区
分

授業科目
単位
数

学年別配当
備考

必
　
　
修
　
　
科
　
　
目

必
　
　
修
　
　
科
　
　
目

選
　
択
　
科
　
目

選
　
択
　
科
　
目

開設単位数 65

注　卒業認定単位数（進級規則第１２条） 一般科目７５単位以上、専門科目８２単位以上、かつ合計１６７単位以上修得すること。

一般科目７５単位以上、専門科目８２単位以上、かつ合計１６７単位以上修得すること。

開設単位数 65 修得単位数 注

修得単位数 注 注　卒業認定単位数（進級規則第１２条）
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専門科目（物質工学科） 専門科目（物質工学科）

平成27年度以降第３学年編入学 平成27年度以降第３学年編入学
（物質工学コース） （生物工学コース）

履修認定 履修認定

単位数 ３年 ４年 ５年 単位数 ３年 ４年 ５年

応用数学 2 2 応用数学 2 2

応用物理 4 2 2 応用物理 4 2 2

情報処理 1 1 情報処理 1 1

分析化学 1 1 分析化学 1 1

無機化学 2 2 無機化学 2 2

有機化学 3 2 1 有機化学 3 2 1

物理化学 4 2 2 物理化学 4 2 2

応用微生物学 2 2 応用微生物学 2 2

生物化学 2 2 生物化学 2 2

機器分析Ⅰ 1 1 機器分析Ⅰ 1 1

化学工学 5 3 2 化学工学 5 3 2

高分子化学 2 2 高分子化学 2 2

無機材料化学 2 2 分子生物学 4 2 2

有機材料化学 2 2 酵素化学 2 2

合成化学 2 2 培養工学 2 2

反応工学 2 2 物質基礎実験Ⅱ 4 4

物質基礎実験Ⅱ 4 4 生物工学実験Ⅰ 8 8

物質工学実験Ⅰ 8 8 生物工学実験Ⅱ 6 6

物質工学実験Ⅱ 6 6 卒業研究 7 7

卒業研究 7 7 物質工学概論 2 2

物質工学概論 2 2 小計 64 18 27 19

小計 64 18 27 19 工業外国語 1 1 選択科目Ａ及び

工業外国語 1 1 選択科目Ａ及び 量子化学 1 1 Ｂグループから

量子化学 1 1 Ｂグループから 機器分析Ⅱ 1 1 それぞれ1単位

機器分析Ⅱ 1 1 それぞれ1単位 移動速度論 1 1 以上履修

移動速度論 1 1 以上履修 物性物理化学 2 2

物性物理化学 2 2 食品工学 2 2

食品工学 2 2 蛋白質工学 1 1

蛋白質工学 1 1 生物物理化学 1 1

生物物理化学 1 1 有機資源化学 1 1 Ａ

有機資源化学 1 1 Ａ 電気工学概論 1 1 Ｂ

電気工学概論 1 1 Ｂ 物質工学特論 1 1 Ａ

物質工学特論 1 1 Ａ 環境工学 1 1 Ａ

環境工学 1 1 Ａ 機械工学概論 1 1 Ｂ

機械工学概論 1 1 Ｂ 計測制御工学 1 1 Ｂ

計測制御工学 1 1 Ｂ 物質工学実用数学 1 1

物質工学実用数学 1 1 企業実践講座 1 1

企業実践講座 1 1 ベンチャー講座 1 1

ベンチャー講座 1 1 学外実習 1 1

学外実習 1 1 県内インターンシップ 2 2

県内インターンシップ 2 2 小計 22 0 6 16

小計 22 0 6 16 86 18

86 18 82以上 13 18

82以上 13 18

選
　
択
　
科
　
目

選
　
択
　
科
　
目

注　卒業認定単位数（進級規則第１２条） 一般科目７５単位以上、専門科目８２単位以上、かつ合計１６７単位以上修得すること。

一般科目７５単位以上、専門科目８２単位以上、かつ合計１６７単位以上修得すること。

　　どちらかを
　　必ず履修

　　履修できるのは
　　どちらか一つ

　　どちらかを
　　必ず履修

　　履修できるのは
　　どちらか一つ

開設単位数 68 修得単位数 注

修得単位数 注 注　卒業認定単位数（進級規則第１２条）

開設単位数 68

授業科目
単位
数

学年別配当
備考

必
　
　
修
　
　
科
　
　
目

必
　
　
修
　
　
科
　
　
目

区
分

授業科目
単位
数

学年別配当
備考

区
分

-  136 -



-  137 -



 

２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

工学  

（Fundamentals of   

 Material Science） 

 
 

山  

年生 工学科 

（外国人留学生） 
２ 

年 

２  

授業 要 
工学科 専門 科目（ 学 機 学 機 学 生 学） 学

要  

目  学 機 学 機 学 生 学 専門科目  

法 等 平 平  

教科 等 

（ 学） 学-   

（ 機 学） 機 学   

（ 機 学） 機 学 学 人 J. McMurry   

（生 学）  高等学校 生 I 一学  

     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

  

学（ ） 学  

学（２） 学  

学（ ） 学  

学（ ） 学  

学（ ） 学  

学（ ） 学  

学（ ） 学  

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

   

  

  

２   

  

  

  

機 学（ ） 機 学  

機 学（２） 機 学  

機 学（ ） 機 学  

機 学（ ） 機 学  

機 学（ ） 機 学  

機 学（ ） 機 学  

機 学（ ） 機 学  

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

機 学（ ） 機 学  

機 学（２） 機 学  

機 学（ ） 機 学  

機 学（ ） 機 学  

機 学（ ） 機 学  

機 学（ ） 機 学  

機 学（ ） 機 学  

生 学（ ） 生 学  

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

生 学（２） 生 学  

生 学（ ） 生 学  

生 学（ ） 生 学  

生 学（ ） 生 学  

生 学（ ） 生 学  

生 学（ ） 生 学  

 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

（ ） 

 

JABEE  

JABEE  b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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物質工学 学 学  

授業 要 学 法  

外国人留学生 年 専門 科目（ 学 機 学 機 学 生 学） 行 学

科目 学 要 学

科目 工学科教 留学生 人 人 授業 行  

授業 行 専門科目 学 要 学

学  

 

 

２ ８  学 

科目 要 

学平  

 立  

生成平 平  

 

  機 学 

科目 要 

 

 

構  

 

学  

 

２２  機 学 

科目 要 

機 学 （ 成 ） 

（ 法 成 ） 

（ 成 ） 

 

２ ２  生 学（ 生 学学 ） 

科目 要 

生 生（生 法 生 成 生 ） 

法 （ 法 ） 

（ ） 
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一 般 科 目 
 
 





一般科目（物質工学科） 一般科目（物質工学科）

平成24年度入学 平成25年度～平成26年度入学

1年 2年 3年 4年 5年 1年 2年 3年 4年 5年

国語 9 3 3 3 国語 9 3 3 3

世界史 2 2 世界史 2 2

日本史 2 2 日本史 2 2

環境と社会 1 1 環境と社会 1 1

現代の世界 1 1 現代の世界 1 1

政治・経済 2 2 政治・経済 2 2

倫理 1 1 倫理 1 1

日本経済論 1 1 日本経済論 1 1

数学Ⅰα 3 3 数学Ⅰα 3 3

数学Ⅰβ 3 3 数学Ⅰβ 3 3

数学Ⅱα 4 4 数学Ⅱα 4 4

数学Ⅱβ 2 2 数学Ⅱβ 2 2

数学Ⅲα 3 3 数学Ⅲα 3 3

数学Ⅲβ 2 2 数学Ⅲβ 2 2

物理 5 2 3 物理 5 2 3

化学Ⅰ 3 3 化学Ⅰ 3 3

化学Ⅱ 2 2 化学Ⅱ 2 2

生物 1 1 生物 1 1

保健・体育 9 2 2 2 2 1 保健・体育 9 2 2 2 2 1

音楽 1 1 音楽 1 1

英語 2 2 英語 2 2

英語総合 10 4 4 2 英語総合 10 4 4 2

英文法 2 2 英語表現 2 2

英会話 1 1 英会話 1 1

英作文 2 2 英文法 2 2

小計 74 29 22 17 5 1 小計 74 29 22 17 5 1

保健・体育Ａ 1 1 保健・体育Ａ 1 1

地域と文化Ⅰ 1 1 地域と文化Ⅰ 1 1

地域と文化Ⅱ 1 1 地域と文化Ⅱ 1 1

地域と文化Ⅲ 1 1 地域と文化Ⅲ 1 1

地域と文化Ⅳ 1 1 地域と文化Ⅳ 1 1
第２外国語ＡⅠ 3 3 第２外国語ＡⅠ 3 3
第２外国語ＢⅠ 3 3 第２外国語ＢⅠ 3 3
第２外国語ＣⅠ 3 3 第２外国語ＣⅠ 3 3

英語Ａ 2 2 英語Ａ 2 2

英語Ｂ 2 2 英語Ｂ 2 2
第２外国語ＡⅡ 2 2 第２外国語ＡⅡ 2 2
第２外国語ＢⅡ 2 2 第２外国語ＢⅡ 2 2
第２外国語ＣⅡ 2 2 第２外国語ＣⅡ 2 2

知的財産権 1 1 知的財産権 1 1
海外異文化交流（留学） 1 1 1 1 1 1 単位取得の上限は1単位 海外異文化交流（留学） 1 1 1 1 1 1 単位取得の上限は1単位

小計 26 1 1 1 10 17 小計 26 1 1 1 10 17

100 30 23 18 15 18 100 30 23 18 15 18

75以上 29 22 17 75以上 29 22 17

注　卒業認定単位数（進級規則第１２条） 注　卒業認定単位数（進級規則第１２条）

必
　
　
修
　
　
科
　
　
目

区
分

開設単位数

一般科目７５単位以上、専門科目８２単位以上、かつ合計１６７単位以上修得すること。

修得単位数 注

一般科目７５単位以上、専門科目８２単位以上、かつ合計１６７単位以上修得すること。

単位数
学年別配当

授業科目

開設単位数

単位数

必
　
　
修
　
　
科
　
　
目

学年別配当
備　　考

修得単位数 注

選
　
択
　
科
　
目

選
　
択
　
科
　
目

授業科目 備　　考
区
分
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一般科目（物質工学科） 一般科目（物質工学科）

平成27年度入学 平成28年度以降入学

1年 2年 3年 4年 5年 1年 2年 3年 4年 5年

国語 9 3 3 3 国語 9 3 3 3

世界史 2 2 世界史 2 2

日本史 2 2 日本史 2 2

環境と社会 1 1 環境と社会 1 1

現代の世界 1 1 現代の世界 1 1

政治・経済 2 2 政治・経済 2 2

倫理 1 1 倫理 1 1

日本経済論 1 1 日本経済論 1 1

数学Ⅰα 3 3 数学Ⅰα 3 3

数学Ⅰβ 3 3 数学Ⅰβ 3 3

数学Ⅱα 4 4 数学Ⅱα 4 4

数学Ⅱβ 2 2 数学Ⅱβ 2 2

数学Ⅲα 3 3 数学Ⅲα 3 3

数学Ⅲβ 2 2 数学Ⅲβ 2 2

物理 5 2 3 物理 5 2 3

化学Ⅰ 3 3 化学Ⅰ 3 3

化学Ⅱ 2 2 化学Ⅱ 2 2

生物 1 1 総合理科 1 1

保健・体育 9 2 2 2 2 1 保健・体育 10 3 2 2 2 1

音楽 1 1 音楽 1 1

英語 2 2 英語 2 2

英語総合 10 4 4 2 英語総合 10 4 4 2

英語表現 2 2 英語表現 2 2

英会話 1 1 英会話 1 1

英文法 2 2 英文法 2 2

小計 74 29 22 17 5 1 小計 75 30 22 17 5 1

わかやま学 1 1 必ず履修 わかやま学 1 1 必ず履修

保健・体育Ａ 1 1 地域と文化Ⅰ 1 1

地域と文化Ⅰ 1 1 地域と文化Ⅱ 1 1

地域と文化Ⅱ 1 1 地域と文化Ⅲ 1 1

地域と文化Ⅲ 1 1 地域と文化Ⅳ 1 1

地域と文化Ⅳ 1 1 第２外国語ＡⅠ 3 3
第２外国語ＡⅠ 3 3 第２外国語ＢⅠ 3 3
第２外国語ＢⅠ 3 3 第２外国語ＣⅠ 3 3
第２外国語ＣⅠ 3 3 英語Ａ 2 2

英語Ａ 2 2 英語Ｂ 2 2

英語Ｂ 2 2 第２外国語ＡⅡ 2 2
第２外国語ＡⅡ 2 2 第２外国語ＢⅡ 2 2
第２外国語ＢⅡ 2 2 第２外国語ＣⅡ 2 2
第２外国語ＣⅡ 2 2 知的財産権 1 1

知的財産権 1 1 海外異文化交流（留学） 1 1 1 1 1 1 単位取得の上限は1単位

海外異文化交流（留学） 1 1 1 1 1 1 単位取得の上限は1単位 小計 26 1 2 1 10 16

小計 27 1 2 1 10 17 101 31 24 18 15 17

101 30 24 18 15 18 75以上 30 22 17

75以上 29 22 17 注　卒業認定単位数（進級規則第１２条）

注　卒業認定単位数（進級規則第１２条）

注

一般科目７５単位以上、専門科目８２単位以上、かつ合計１６７単位以上修得すること。

必
　
　
修
　
　
科
　
　
目

一般科目７５単位以上、専門科目８２単位以上、かつ合計１６７単位以上修得すること。

選
　
択
　
科
　
目

開設単位数

開設単位数

修得単位数 注

選
　
択
　
科
　
目

修得単位数

単位数

必
　
　
修
　
　
科
　
　
目

学年別配当
備　　考

区
分

授業科目 単位数
学年別配当

備　　考
区
分

授業科目
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

国   

（Japanese） 
 

和  

 

年生 

工学科 
 

国 年２  

 年２  

授業 要 

機 成

学

国

度  

目  

学 ,人

, ２ , 法

人 ,人

構成 法 科学 等

等   

法 
国 （2 ）60 40 （2 ）

90 10 国 1 1  

教科 等 
国 （ ） （ ）  

国 （ ） （学 ）  

      国     学 教 目  

   

 ２   
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２   
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２   
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山  

           

    

    

    

    

 

 

 

 

 

行

 

              

 

 

 

 

 

 

 

（ ）

学

度

 

JABEE  

JABEE  b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  

A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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（ ） 

 国 学  

国 学 学 目 法  

 

２   

 

   

 等 工  

８   

, 構成 ,要 ,

 

学  

 生門  

人  

学  

 一  

人 法 学  

    

学

 

法 度 行  

８  学  

目 学 学  

２   

構成法  

学  

２ ２  山  

科学 等 等 行  

学  

学  
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１．合格ラインについて，特に記載の無いものは，６０点以上を合格とします。 

２．定期試験について，特に記載の無いものは，評価配分を均等とします。（【例】年４回定期試験を実施した場合の各定期試験の評価配分は，特に記載の無いものは，２５％ずつになります。） 

科   目 必・選 担 当 教 員 学年・学科 単位数 授 業 形 態 

世界史 

（ World History） 
必 赤崎 雄一 

１年生 

物質工学科 
2 

通年 

週2時間 

授業概要  20世紀初めまでの世界の歴史の大きな流れを学ぶ。 

到達目標 １．世界各地域の歴史・文化を理解し、国際化社会に対応した教養を身につける（A） 

評価方法 
年４回の定期試験 ＝ 90％ 

   発表など   ＝ 10％ 

教科書等 
『世界史Ａ』（第一学習社）、『エスカリエ』（帝国書院） 

毎回、プリントを配布する。 

 内  容  学習・教育目標 

第 １週  

第 ２週  

第 ３週  

第 ４週  

第 ５週  

第 ６週  

第 ７週  

第 ８週  

世界史を学ぶこと    人類の出現とオリエント 

東アジア        中国文明の成立から皇帝政治の確立へ 

            隋唐帝国の形成と東アジア国際秩序 

南アジア        南アジア世界の成立と発展 

東南アジア       東南アジア世界の形成 

西アジア        イスラーム世界の成立 

ヨーロッパ       古代ギリシアとローマ 

            東西ヨーロッパ世界の形成 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

第 ９週  

第１０週  

第１１週  

第１２週  

第１３週  

第１４週  

第１５週  

            ヨーロッパの膨張 

結びつく世界      北方民族の台頭とユーラシアの交流 

            明とアジアの海 

            アジア世界の再編 

            ヨーロッパの「大航海時代」とアメリカ大陸 

            ルネサンスと宗教改革 

            清とアジアの海 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

第１６週  

第１７週  

第１８週  

第１９週  

第２０週  

第２１週  

第２２週  

第２３週  

            ヨーロッパ主権国家体制の成立と世界商業 
            17〜18世紀のヨーロッパ諸国 
欧米の工業化と国民形成 農業社会から工業社会へ 
            労働運動と社会主義のはじまり 
            アメリカ独立革命 
            フランス革命 

ナポレオンとウィーン体制 
            茶と砂糖からみる世界史 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

第２４週  

第２５週  

第２６週  

第２７週  

第２８週  

第２９週  

第３０週  

            フランスの帝政とイタリアとドイツの統一 
            ロシアの改革とアメリカの発展 
アジア諸国の変貌と日本 オスマン帝国の衰退と南アジアの植民地化 
            世界市場の形成と東南アジアの植民地化 

清の動揺 
            明治維新と東アジア 
帝国主義の時代     アジア諸国の変革と日本 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

（特記事項） 

 

JABEEとの関連 

JABEE a b ｃ d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

本校の学習 

・教育目標 
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 

〇          
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「世界史」ガイダンス 

 

 現代は世界の一体化がかつてないスピードで進み、民族問題、人口問題、環境問題など地球的規模の問題も深刻

化しています。これらの問題の解決方向を見いだすために、私たちは人類の歴史から学ぶ必要があります。 

 

第１章 ユーラシアの諸文明 

第１週 ～ 第９週  ユーラシア世界を東アジア、南アジア、東南アジア、西アジア、ヨーロッパの５つの地域

に分け、それぞれの地域の歴史的・文化的特色を明らかにします。 

第１週 人類の出現とオリエント       教p.1、38 

第２週 中国文明の成立から皇帝政治の確立へ 教p.16 

第３週 隋唐帝国の形成と東アジア国際秩序  教p.20、24 

第４週 南アジア世界の成立と発展      教p.30 

第５週 東南アジア世界の形成        教p.34 

第６週 イスラーム世界の成立        教p.40 

第７週 古代ギリシアとローマ        教p.46 

第８週 東西ヨーロッパ世界の形成      教p.50 

第９週 ヨーロッパの膨張          教p.52 

 

第２章 結びつく世界と近世の日本 

第10週 〜 第17週  アジア諸国は海を通して結びつき、交易が活発化します。アジアの繁栄に惹かれたヨーロ

ッパでは「大航海時代」を迎え、さまざまな物産がヨーロッパに大きな富をもたらしました。 

第10週 北方民族の台頭とユーラシアの交流     教p.21、62 

第11週 明とアジアの海              教p.64、66 

第12週 アジア世界の再編             教p.76、78 

第13週 ヨーロッパの「大航海時代」とアメリカ大陸 教p.82、84 

第14週 ルネサンスと宗教改革           教p.86 

第15週 清とアジアの海              教p.72、68 

第16週 ヨーロッパ主権国家体制の成立と世界商業  教p.90、94 

第17週 17〜18世紀のヨーロッパ諸国        教p.92 

 

第３章 ヨーロッパ・アメリカの工業化と国民形成 

第18週 ～ 第25週  豊かになったヨーロッパでは産業革命・市民革命を経て国力をさらに充実させ、世界的規

模での交流をさらに活発化させます。その代表が19世紀に覇権を握ったイギリスでした。 

第18週 農業社会から工業社会へ         教p.98 

第19週 労働運動と社会主義のはじまり      教p.102 

第20週 アメリカ独立革命            教p.106 

第21週 フランス革命              教p.108 

第22週 ナポレオンとウィーン体制        教p.110、114 

第23週 茶と砂糖からみる世界史         教p.104 

第24週 フランスの帝政とイタリアとドイツの統一 教p.118、120 

第25週 ロシアの改革とアメリカの発展      教p.122、124 

 

第４章 アジア諸国の変貌、 第５章 帝国主義の時代 

第26週 〜 第30週  19世紀になると、イギリスなどヨーロッパ列強は、アジア諸国に対して経済だけではなく

政治的な支配ももくろみます。このなかでアジア諸国は大きな変化を遂げます。 

第26週 オスマン帝国の衰退と南アジアの植民地化 教p.130、132 

第27週 世界市場の形成と東南アジアの植民地化  教p.128、134 

第28週 清の動揺                教p.136 

第29週 明治維新と東アジア           教p.138、148 

第30週 アジア諸国の変革と日本         教p.148、150 
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

 

Environment and Society 
  

年生 

学科 
 

 

２  

授業 要 

 生 人 生

科学 人

 

目  

 

２科学  

 

法 ２ 75 授業 （ ）25  

教科 等  

     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

授業  

     行  

IPCC  

 

国  

 

                             科学  

        

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

  

２   

  

  

  

       国  

業    

 

生     生 成立（ 科学 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

   

  

  

  

  

  

  

  

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

   

  

  

  

  

  

  

（ ） 

10 和歌山

授業 行  

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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学  

 学  

学  

 和歌山  

 

 

 
 

  

  

 要  

 

２ ８  

  

  

  

  

 人  

  

 国 国 度  

 科学  

 

２  

 要  

 （ ）  

 法 成立 行政 要

 

 高専  

 

 

 20 工業 生 成立  

 生 人  

 生 人  

  

 立  
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

学I  

（ Mathematics I ） 
 山  

年生 

工学科 
 

 ２  

  

授業 要 
専門科目 要 学  

（ ） 科目  

目  
等  

 

法   

法 
年 （ ） 授業 行

（ ）  

教科 等 
 学    学  

 学I   学II  

     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

 学  

 学  

    

      

      

 ２  

  

  

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

   

  

  

２   

  

  

  

高  

  

 立  

 等  

    

 等  

  

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

等 等 立 等  

 ２ 等 高 等  

 等  

 ２  

  

 ２  

  

  

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

 

一般 度法 

  

 等  

 法  

 法  

  

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

（ ） 

 

JABEE  

JABEE a B c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A B C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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学校 学  

 

２  a x2 + b x + c = 0 学  

２ 学  

８  

行 学  

 

 

高  

 

 

 

立  

２  

等 等  

 

等 成 立 法 学  

 

行 学  

８  

 

等 等 学 等 立 等 ２ 等

高 等  

 

平 ２  

２ ２  

平 ２

２ 平行 学  

２２  

 sin（ ） cos（ ） tan（ ）

学  

２  

２２ 行 学  

２  

 

（ ） 学  

２  

度 一般 学 度 法 度法

法 度法  

２  

平行  

２  

等  

２８ ２  

法 法 学  

 

２ ２ 行 学  
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

学  

 （Mathematics ） 
   

年生 

工学科 
 

  

 ２  

授業 要 
高専 学 学 学   

高度  

目  
２  

等  

法 
年 （ ） （ ）  

 

教科 等 
学       学  

学      学  

     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

   法 法 法     

          

         法  

 

 

          

         平  

          

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

   

  

  

２   

  

  

  

   ２  

         ２  

         ２  

          

          

          

          

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

      

          

          

          

         等  

      

          

          

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

          

          

      

          

          

         等  

         等  

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

（ ） 

 

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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８  

  

 

学

 

 

 

 

 

 学校 ２ 一般 ２ 一

般 ２ 要 学 平行

目  

外  

 

 

２  

  

 a ２ ２

 

学 一 ２

 

 

 

２ ２  

  

 科目

H 等

工学 要  

 

 

２  

  

 学 ２ 学

学  

 等 平 学  
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２ 等 （ 年 ２ ）

科   目    教  学年 学科  授 業   

 

（Physics） 
  

年生 

工学科 
２ 

年 

２  

授業 要  法 学  

目  

目  

(1)  

(2)  

(3)  

法  %  

教科 等 

（ ） Light （ ） 

（ ）

 （ ）

（ ）  

     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

(1)  

(2) 等  

(3) 度 

(4)  度 

(5)  度 等 度  

(1)  

(2)  

(3) 平             [ ] 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

  

２   

  

  

  

法 (1)  

法 (2)   

法 (3)  成  

法 (4)   

法 (5)  法 法 ( ) 

法 (6)  ２  

法 (7)                  [ ] 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

(1)   

(2)   

(3)    

(4)   

(5)   

(1)   

(2)   

(3)               [ ] 

 

 

 

 

 

 

 

 

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

学 (1)   

学 (2)   

学 (3)  ( ) 

学 (4)   

学 (5)  学  

学 (6)  外  

生         [ ] 

 

 

 

 

 

 

 

（ ） 

 

JABEE  

JABEE  b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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（Physics） 工学科 1年生 

 

  

法 学 m][x
度 ] m/s[ 2a 一 （等 度 ）

s][t m][x 度 ] m/s[v 度 ] m/s[ 2a 成 立 学

 

 

6 8   

 一 度
2m/s8.9ga （ 度）

等 度

等 度 学  

 

9 15  法  

 F [N]

学 （ 法 ）

学  

法  

） 法 （ 等 度 ） 

 ２） 法 （ 度 ） 

 ） 法 （ ） 

 

16 20   

 

要

（ ） 学

 

 

21 30     

 

学 （ ）

和 一 学
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

学  

（Chemistry） 
  

年生 

工学科 
 

 

２  

授業 要 
 構成 （ 学 要 構 ）

法 学  

目  

学 法  

２  

学 学  

法  

法 （ ） （ ） 

教科 等 
教科 学 学  

学 学  

     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

 人 生 学  

構成 構成  

構成２  

構成 構 学  

構成 構 学 ２ 

学  

２ 学  

 

 C-1 

 C-1 

 C-1 

 C-1 

 C-1 

 C-1 

 C-1 

 C-1 

   

  

  

２   

  

  

  

学 ２ 

 

度  

和  

和 （ 和 ）  

８ 和 （ 和 ）２ 

 

 C-1 

 C-1 

 C-1 

 C-1 

 C-1 

 C-1 

 C-1 

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

 

 
 

２  
２ 

 
 

 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

 
 

学 学  

学 ２ 学  

学 法  

学  

 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

（ ） 

 

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A B C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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学  年 

教科 学 法 学 構成 学

目  学 目  

 

1  

 学 生  

 

２ 構成 

1. 法 学  

2. 度 学

学  

3. 構成 構 学 成

学  

 

（ 学 ） 

1. 学  

2. 学 学  

3. 学 等 学  

 

（ 和 ） 

1. 学 和 学  

2. 和 学  

3. 和 学  

 

２ （ ） 

1.  

2. 学  

3. 学  

4. 学  

 

２ 学 （ 学 法 ） 

1. 学 生 学 学  

2. 学 法 学  
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

学  

（Chemistry ） 
  

年生 

工学科 
２ 

年 

２  

授業 要  一般 学 学  

目  

学 法  

２  

学 学  

法  

法 60 等40  

教科 等 

教科 学 学  

学 学 学  

学 ,  

     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

学  

構  

構  

構 構  

構 構  

構 学  

構 学 ２  

構 学  

 C-1 

 C-1 

 C-1 

 C-1 

 C-1 

 C-1 

 C-1 

 C-1 

   

  

  

２   

  

  

  

 

 

度  

度  

学  

学  

学   

 C-1 

 C-1 

 C-1 

 C-1 

 C-1 

 C-1 

 C-1 

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

 

 

法  

法  

 

 

 度 

 度  

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

度 

 

度  

 

 

 

  

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

（ ） 

 

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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学 1学  

 

1)  要 

 科目 高校 一般 学 等

目 学 工学科 学 専門科目 科目 工学科 ２年生

学 専門科目 年生 要

要  

 授業 学 科目 行 学

法 行

高校 学 科目

学 ２年生 専門科目 立  

 

2) 学  

構 （ ８ ） 

 ） 構成  

２） 構 構成  

 

（ ） 

） 学  

２） 度（ 度 度）  

） 学 等  

 

（ ） 

 ）  

２）  

） 法  

 ） 度 法  

 ）  
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２ 等 （ 年 ２

科   目    教  学年 学科  授 業   

科 

（General science） 
 

 

 

年生 

工学科 
 

 

２  

授業 要 
 生 人 学

 

目  

（ ） 生 生

成 生 成 立  

（２） 学

 

法 
教 70% 30%  

行  

教科 等 
[教科 ] 生   [ ] 生

学  

     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

生     生  

               

              生 構 - - 

      生  

生        生 生  

生            生   

人   人  

                               ( ) 
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         （ 生 ） 

         構 （ ）        

        （ ） 

        （ 山 ） 

        （ 山 ） 

         構 （ ） 

        （ 高 ）（ ） 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

  

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

  

（ ） 

 

JABEE  

JABEE  b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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(Life Science) (Earth Science) 立

人

学 行 要  

 

ライ サイエンス 

１  業のオ エンテーションと生物の共通性としての細胞を学  

・生物のもつ共通性と 性については生物の 化に基づくことを理解する。         ・細胞の研究法の  ・細胞の きさ   

・ 細胞の細胞 器 （オル ネラ）の構 と の き 

２  生物から 生物 の 化と細胞 の性質を学  

 ・ 細胞と 細胞の い        ・細胞の 化と共生説         ・細胞 の物質の り  

３ 代 とエネルギーの関 について学習する。 

・A T Pの構 と  ・酵素の性質 

物の生 を学 上での基本的な用語を理解する。 

・環境 生 形 バイオーム 生 相観 な 。 れをもとに さま まな 生の特 を理解する。また 移のしく と

相について学 。     

・気 とバイオームの関 を理解し のバイオームの分 を知る。また 日本のバイオームの水 分 と 分 についても

しく理解する。  

生 系の定義 生物と 生物的環境のかか りを学 。 

・生 系における 生産者 者 分解者 の              ・ 食物連 食物 生 ラミッ  

・ 素の 環 素の 環 エネルギーの れ 

６ 自 化の を上 る水質 （ 養化）や地 化 性 がもたらすことを学 ことで生 系のバランスが で

ることを理解する。生 系の 力の るには うすれ いのかを考える。  

外 生物の移 の 度の がもたらす生 の 。生物 遺伝子かくら 環境 ル ン な 環境に こ

ていることについて目を ける。また 環境 を うとする り についても学 。  

 業には教科 と をお れなく  

 ートは です。プ ント（主としてB ）を配 します。 こに記 してく さい。  

 プ ント（２ けておきます）は ラット イル（ の 業日に配 します）に じて ート にしてく さい。  

 この イルは定 考 時 してもらいます。 

 

アースサイエンス 

Ⅰ  地 の概観（ ９ ～ １０ ） 

１章 系の の地 として 系の 体 系の構 系の 生 地 の 生について 学習する。 

２章 地 の構 として 地 をつくる物質 山 動 成 について 学習する。また 地 の形と きさ 地 の 構 につ

いて 学習する。 

Ⅱ  動する地 （ １１ ～ １３ ） 

１章 地 の 動 として 動地形 と地 と 成 について学習する。また 山 動と地 について学習

する。 

２章 プレートテ トニ ス として プレートテ トニ ス プレート 動 プレートの動きと地 ・ 山分 について学習する。 

 気と （ １ ～ １ ） 

１章 気の構 として 地 の 気の 構 地 の 化について学習する。 

２章 気 現 として 気の 動 気の 環 高気 と 気 気 と高気 気 と 線 日本の について学

習する。 
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1.  

2. 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

 

Health and Physical 

    Education 

 
  

  

学年 

工学科 
 

２  

 

授業 要 

目 人 人 目

留 生

 

目  

15 20 年

 

留 人 度  

法 
授業 （ 学 ）70 度20 学 度（授業 度

等）10 度 授業 行 等

50% 授業 行 等40% 学 度10  

教科 等  

  学 教 目  

    

 ２  

  
A  B   

  

  
A  B   

  

  
A  B   

 ８  

  
A  B   

 

 

２  

 

AB  

AB  

AB  

AB  

 

 

 

 

 

 
A  B  

 

 

 

 
A  B  

C  

C  

 

 

８  

 
A  B  

C  

C  

 

 

２  

２  
A  B  

C  

C  

 

 

２２  

２  
A  B  

C  

C  

 

 

２  

２  
A  B  

C  

C  

 

 

２  

２  
A  B  

C  

C  

 

 

２８  

２  

 

 AB  

 AB  

 AB  

C  

C  

C  

 

 

 

（ ） 

目 目

 

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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1学年 

（ ）  外 A B 目 行  

A B   

 3 ８ 目 学校 目  

 

A B ２    

（ ） 

人 要 法 度  

成 目 度  

（ ） 

目

等 目 学年

人 ８ C 目  

 

A B   

２ 目 ２ 目 3 目 2

行 授業 生法等

目 1 目 2 目 平 法 3 目

行 目 行

 

 

（ ）  A B 目 行 C 行  

A B ２  ２８  

C ２ ２4 ２ ２  

   （ ） 

人  

（ ） 

行

人 行

目  

（ ） 

等 人 行

目 B

目 （ ） 目

行 要 等  

 

C ２ ２ ２ （ ）  

行  

 

C （ ）  

等 行

等

（ 立 等）

行  

 

C ２ ２２   

行 行

行 目 等 ２

２ 行
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

 

Music 
  

1年生 

（ 学科 ） 
1  ２  

授業 要 

  

法 学  

 

目  

 人 生  

  

構成  

法 
( 歌 20%  20% )   授業 (30%) 

(20 )  等授業 度(10 )  

教科 等 高校生 (教 )  

    歌     学 教 目  

   

 

 ２   

 

   

 

   

 

   

 

   

 

   

 

 ８  

 

校歌  

等 

 歌  

 

歌 歌  

O sole mio( ) 

（ ） 

 

 

 

（ ）

 

（２）  

 

歌 

成 立  

  

 法 

 法 

  

  

  

  

 法 

  

（ ） 

      （２） 

 

      （ ） 

 

 

般  

 

 

 

  

 

 （２） 

  

 ２  

人  

   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

２  

 

 

 

 

 

 

歌

歌 （独 ） 

歌

歌  

歌

 

歌 人  

 

歌 歌

（ ） 

 

  

 高専  

  

 

  

    

  

 

  

 

 

 

 ２ 

 

 

歌 

 

We wish you  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ） 

 

 

JABEE  

JABEE  b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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歌 要

目  
生  

 
[歌  ] 

 
  歌 校歌  

高専 （ ）歌  
  O sole mio( ) （ ）  
 

7  
  （ 等）

 
  

   8  
      生  
   

 
    歌 目 生

歌 （歌 ）  
 
  [  ] 
    歌 高 法  

 
    

9 15  
   高専 （ ）  
    

 
       
  [  ] 
   ２  
       法

（一人 ） （ ） 
   

８ 10  
       人  
    
  [  ] 
     

行  
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

 

（Comprehensive  

English） 

   
年生 

工学科 
 

年 

 

授業 要 

1. 学

要  

2. 国 一  

3. 教  

目  

1.教科 教  

2. 度  

3. 教科  

法 （60 ） （40 ）  

教科 等 
教科  Compass English Communication I ( ) 教科  

Be（New edition） （ ） COCET 2600 （成 ） 

     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

 

Lesson 1: Drear Fifteen-year-olds 

       

       

             , 2: Nature’s Number Ones  

                   

           

                                                      

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

   

  

  

２   

  

  

  

3: Kimonos Are Cool!  

        

 

                     , 4: Brave Mari and Her Puppies  

             

               

                                           

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

5: Saki’s First Trip to Australia 

             

 

               , 6: Blue Skies 

             

 

 

7: The World of Colors                      

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D  

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

 

 

             

8: The Ig Nobel Prize 

             

  

                                             

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

（ ） 

Reading 1, Reading 2

等

 

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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語   

 

校 人  

専門

 

目 （ ）  

Reading: 人

 

Listening: 外

 

Writing: 

 

Speaking: 生 科学

 

GTEC: Grade 3   

 

 

 

 学年  

 

２  Lesson 1 Drear Fifteen-year-olds   

  

法  行  

  

８  2 Nature’s Number Ones     

   

法  等     

 

２  3 Kimonos Are Cool!  

  

法  SVC（C that ） SVO（O that ）  

 

２  4 Brave Mari and Her Puppies    

  

法 法 法 法  

 

 5 Saki’s First Trip to Australia  

 外国 一人 学  

法   

 

２２  6 Blue Skies    

  

法   to do SVO to do  

 

２ ２  7 The World of Colors    

 生  

法  目 （ ） SVOO（O: that ）  another 

 

２  8 The Ig Nobel Prize        

学   

法 目 （人 ） SVOO（O: ） It is . . . that . . . . 
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

 

English Expression 
 

Marsh, David 

 

年生 

工学科 

 

2 
年 

２  

授業 要 

To try to communicate in “natural” English, by developing speaking, listening, reading   
and writing ability. 高

 

目  

1. To be able to conduct satisfactory oral communication about basic topics.  
 

2. To make oneself understood through a short speech about a given topic. 
 

法 
( ２ ２ )( 0 ) ( 0 ) 

 

教科 等 
Time Zones 1 (2nd Edition), by T. COLLINS, M. J. MAPLES,  

& I. PURDON CENGAGE Learning 

     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

  Time Zones 1 Unit 1 

Time Zones 1 Unit 1 

Time Zones 1 Unit 1 

Time Zones 1 Unit 1/2      

Time Zones 1 Unit 2 

Time Zones 1 Unit 2 

Time Zones 1 Unit 2 

                                           

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

   

  

  

２   

  

  

  

Time Zones 1 Unit 3 

Time Zones 1 Unit 3 

Time Zones 1 Unit 3 

Time Zones 1 Unit 3/4 

Time Zones 1 Unit 4 

Time Zones 1 Unit 4 

Time Zones 1 Unit 4                                    

D 

D 

D 

D 

D 

 D 

 D 

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

Time Zones 1 Unit 5 

Time Zones 1 Unit 5 

Time Zones 1 Unit 5 

Time Zones 1 Unit 5/6      

Time Zones 1 Unit 6 

Time Zones 1 Unit 6 

Time Zones 1 Unit 6 

                                           

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

 D 

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

Time Zones 1 Unit 7 

Time Zones 1 Unit 7 

Time Zones 1 Unit 7 

Time Zones 1 Unit 7/8 

Time Zones 1 Unit 8 

Time Zones 1 Unit 8 

Time Zones 1 Unit 8                                    

D 

D 

D 

D 

D 

D 

 D 

（ ） 

 

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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< > 

年生  

校 人  

専門

 

目 （ ）  

Reading: 人

 

Listening: 外

 

Writing: 

 

Speaking: 生 科学

 

GTEC: Grade 3   

 

Time Zones 1 

Unit 1: What’s Your favorite band? Talk about popular movies, books, music, etc. 

Wh- questions: who and what 

Contractions: What’s / Who’s 
Unit 2: Monkeys Are Amazing Talking about favorite animals 

Use adjectives to describe things 

 

Unit 3: Where’s the Shark? Asking about quantity and location: 

How many …? Where’s…? 

Prepositions of place: in, at, on, etc. 

Unit 4: This Is My Family Introducing family members 

Talking about family members 

Describing family relationships 

Unit 5: I Like Fruit Talk about likes / dislikes 

Talking about favorite food 

Unit 6: What Time Do You Go to school? Talk about daily routine 

Use adverbs of frequency: never, sometimes, alw

ays, etc. 

Talk about school subjects 

Unit 7: Can Squirrels Ski? Talk about abilities 

Use can / can’t / be able to 
Unit 8: How Much Is This T-Shirt? Using numbers 

Shopping English 
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科   目    教  学年 学科  授 業   

国   

（Japanese） 

 

 
 

 

２年生 

工学科 
 

国 年2  

 年2  

授業 要 

 学

度  

法 国  

目  

人  

２ 学 法 学 学

 

構成

 

学 国 学

 

法

一般  

法 
国 （2 ）60 40 （2 ）

90 10 国 1 1  

教科 等 
国 B ( ) 国 （ ） （

） 国 （ ） （ ） （学 ）  

      国     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

   

  

      

      

山  

      

         

          

 等 

        

      

 等 

        

        

         

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

  

２   

  

  

  

 歌  

                 

        

  

                  

         

         

  等（ ） 

           

           

  等（ ） 

           

             

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

  

                  

                  

    

   

   

     

      

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

 

    

     

    

     

         

          

 

 

 

 

行

 

              

 

 

 

 

 

 

 

（ ） 業 等

人

 

JABEE  

JABEE  b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
  C-1 C–2  C-3       
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（ ） 

 

  

   学 目 学 法  

 

２   

   生 法 生  

 

８ 山  

    

 

 

   等 法 学  

 

２  

   

 

 

２  

 等 行  

 

２ ２   

   ２年生 行  

 

２   

 人 生  

 

 

 

学 構成法 行  

 

（ ） 

 

 和 学 学

 

 学 人 学  

 

８  

 学 学  

 学  

 

 

 行 学  

 人 生 教 学  

 

２  

  

 学  
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

 

（ Japanese History） 
   

２年生 

工学科 
２ 

年 

２  

授業 要 （ ） ２ 学   

目  

政  

２ 科学  

 

法 年 75 授業 （ ）25  

教科 等 （ ） 

     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

政  

科学  

外  

 

（ ） 

政  

科学  

国  

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

  

２   

  

  

  

法 国  

法  

 

 

業 科学 （ ） 

業 科学 （２）  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

 

一 一 科学  

 

政 政  

一 工業 工業国  

 

1920年  

和  

 

 

 

 

 

 

 

 

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

国  

行  

平  

平 （ ） 

 

国 生 （ ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ） 

 

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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 高専 学  

 学校 学  

 

２  

  

 国 科学  

 人 （ ） （ ）  

 和歌山（ ） 人  

  

  

 

 

 政  

 人 生  

  

 

 

 法  

 国 法  

  

  

 

 

 業 業  

 業  

  

 

８ ２２  

 科学  

 一  

 成 成立  

 政 政 政 政  

 

２ ２８  

 一 和  

  

 平  

  

 ２ 科学  

 

２  

 人
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１．合格ラインについて，特に記載の無いものは，６０点以上を合格とします。 

２．定期試験について，特に記載の無いものは，評価配分を均等とします。（【例】年４回定期試験を実施した場合の各定期試験の評価配分は，特に記載の無いものは，２５％ずつになります。） 

科   目 必・選 担 当 教 員 学年・学科 単位数 授 業 形 態 

現代の世界 

（ Contemporary World） 
必 赤崎 雄一 

２年生 

物質工学科 
1 

半期 

週２時間 

授業概要  １．日本を含めた近現代の世界について学ぶ。 

到達目標 
１．現代史を手がかりにして、世界各地域の社会・文化を理解することで、国際人として教養を身

につける。（A-1） 

評価方法 
年４回の定期試験 ＝95％ 

  発表など   ＝ 5％ 

教科書等 
『世界史Ａ』（第一学習社）、『ダイアローグ世界史図表』（第一学習社） 

毎回、プリントを配布する。 

 内  容 学習・教育目標 

第 １週  

第 ２週  

第 ３週  

第 ４週 

第 ５週 

第 ６週 

第 ７週 

第 ８週 

帝国主義の時代 

第一次世界大戦とロシア革命 

ヴェルサイユ・ワシントン体制とアメリカ 

アジアの民族運動

世界恐慌とファシズムの台頭

第二次世界大戦

日本の軍国主義と中国

アジア・太平洋戦争

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

第 ９週  

第１０週  

第１１週  

第１２週 

第１３週 

第１４週 

第１５週 

戦後世界の出発 

戦後のアジア 

戦後の西アジアと第三世界 

アメリカ合衆国の動揺

アジアの変容

冷戦の終結

冷戦後のアメリカと国際社会

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

第１６週 

第１７週 

第１８週 

第１９週 

第２０週 

第２１週 

第２２週 

第２３週 

第２４週 

第２５週 

第２６週 

第２７週 

第２８週 

第２９週 

第３０週 

（特記事項） JABEEとの関連 

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

本校の学習 

・教育目標 
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 

〇 
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「現代の世界」ガイダンス 

 現代では世界の一体化がかつてないスピードで進み、民族問題、人口問題、環境問題など地球的規模の問題も深

刻化しています。また、世界の一体化が深まるにつれ、さまざまな文化との出会いや交流の機会も増えています。 

 これらの問題の解決方向を見いだすために、私たちは人類の歴史から学ぶ必要があります。そのため１学年の時

から「世界史」を学んできましたが、この時間では特に現代社会につながる世界と日本の動きについて学びます。 

第一部 世界大戦がもたらしたもの 

第１週 帝国主義の時代   教p.142 

第２週 第一次世界大戦とロシア革命  教p.160、162 

第３週 ヴェルサイユ・ワシントン体制とアメリカ 教p.164、166 

第４週 アジアの民族運動   教p.168、170 

第５週 世界恐慌とファシズムの台頭  教p.174、176 

第６週 第二次世界大戦   教p.180、182 

第７週 日本の軍国主義と中国   教p.178 

第８週 アジア・太平洋戦争   教p.181、183 

第二部 戦後の世界と現在までの動き 

第９週  戦後世界の出発  教p.184 

第10週 戦後のアジア  教p.186、188 

第11週 戦後の西アジアと第三世界  教p.190、192、204 

第12週 アメリカ合衆国の動揺 教p.196、199、200 

第13週 アジアの変容  教p.198、202 

第14週 冷戦の終結   教p.197、205、208 

第15週 冷戦後のアメリカと国際社会  教p.210、212、215 
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

学II  

（ Mathematics II  ） 
   

２年生 

工学科 
 

年 

 

授業 要 工学 法 法 学  

目   

法 年 （ ） （ ）  

教科 等 

 学  学           ８  

            

学II 学III  

     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

 

  

  

  

 等  

 等  

 和 

  

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

   

  

  

２   

  

  

  

 

  

  

  

  

  

  

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

成  

  

  

  

 法  

 

  

  

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

高  

 法 度 度 

  

 

 法    

  

  

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

（ ） 

 

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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科   目    教  学年 学科  授 業   

学II  

（ Mathematics II  ） 
   

２年生 

工学科 
 

年 

 

   

 

 

 法（ ） 学  

 (𝑎𝑎 + 𝑏𝑏)𝑛𝑛 （ ） 学  

 

８  

 （ ） 学 一

等 一 等 目 （一般 ） 1 目

目 和  

 

 

  y f(x) x  y x  y （

）  

 

２  

 

学  

 

 

 工学 要  

 

 

 成 学  

 

８  

  

 

 

 （ ） 学  

 

２ ２  

 

 

 

２２ ２  

 学  

 

２  

 ２ 学 ２  

 

２  

 一 法 学 学

 

 度 度 学  

 

２  

 学 平 和 法 学
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２ 等 （ 年 ２ ） 

 

科   目    教  学年 学科  授 業   

学  

 （Mathematics ） 
   

２年生 

工学科 
２ 年 ２  

授業 要 
行 行

学  

目  
平 学  

行 行  

法 （70 ） 授業 行 （30 ）  

教科 等 

教科    

   

     学B  学II  

     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

 平    

   成  

    

  

   

   平行  

    

    

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

   

  

  

２   

  

  

  

    

   成  

    

    

   平  

    

    

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

 行     行 和  

    

    

    

   行 成 行  

    

   行  

    

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

 立一 行   法 

   行 立一  

    

 行     

    

     

    

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

（ ） 

 

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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８  

  度 学  

  等 学 学  

   

 

 

 

 

学  

 平  

 

 

 

２  

 行 学  

  行 和 等  

   

 

 

 

２  

  立一 一 法 法 学  

  行 法 学  

  行 行 学  
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

 

（Physics） 
 山 生 

２年生 

工学科 
 

 ２  

  

授業 要 
学  

平 学  

目  

 目 （ ）

（２） （ ）

 

法 
 授業 %  

学年 成    行  

教科 等 

２（ ） Light （ ） 

- - - -（ ） 

- - - - （ ） 

     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

(1)  Orientation   

(2)   

(3)  

(4)    

(5)  

(1)  法  

(2)   

                                

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

  

２   

  

  

  

(1)   

(2)    

(3)   

(1)  法  

(2)  法  

(3)  生 

                                  

 

 

 

 

 

 

 

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

平 (1) 平 度 度 

平 (2) （ 平 ） 

(1)  

(2)   

(1) 等 （ 度 度 ） 

(2) （ 度 度 ） 

(3)  

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

(1)  要  

(2)   

(3)  

(1)  

(2)  

(1)  

(2)                       

 

 

 

 

 

 

 

（ ） 

 

JABEE  

JABEE  b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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（Physics） 工学科 ２年生 

 

1 5   

 学

学

学  

 

6 11   

 

学

学

学  

 

12 15   

 生 （ ）

学  

 

16 17  平  

 一年生 一 等

2 平 学  

 

18 19   

 mvP 学

学  

 

20 23   

 平 等 学 等

学 学  

  

24 30  （ ） 

 一

学  
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

 

Health and Physical 

    Education 

 
 人 

  

２学年 

工学科 
２ 年 ２  

授業 要 

目 人 人 目

留 生

 

目  

15 20 年

 

留 人 度  

法 
授業 （ 学 ）70 度20 学

度（授業 度 等）10  

教科 等  

      学 教 目  

   

 ２  

   

 

 

 

   

   

   

   

   

 ８   

   

 （ ） 

 （ ） 

（ 法 ） 

 （ 法 ） 

 （ ） 

 （ ） 

 （ ） 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

２  

  （ 法 ） 

  （ 法 ） 

  （ 法 ） 

 

 

 

     

 

 

 ( ） 

 （ ） 

 

 

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

（ ） 

 

（ ） 

 

（ ） 

 

（ ） 

 

 

 

 

   

 （ ） 

   

（ ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２  

２  

２   

２   

２８  

 ２  

  

（ ） 

（ ） 

( ） 

（ 法 ） 

 （ ） 

 （ ） 

  

（ ） 

 

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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２学年 

 

２   

 ８ 目 学校 目  

 

   

人 行 授業

 

 

２   

度 成

 

 

  

   

 

  

     

   

２   

（ ） 

 

立 成  

 

 

（ ） 

等 人 行

目 授業

等  

 

 

２ ２   

等 人 行

目 授業 等
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

 

（Comprehensive  
English） 

   
２年生 

工学科 
 

年 

 

授業 要 

1. 年 学 法

高 要  
2. 国 国  
3. 教  

目  

1. 教科 教  
2.  
3. 教科 度  
4.  

法 （70 ） （30 ）  

教科 等 
教科  BIG DIPPER English Communication II ( ) 教科  

Be（New edition） （ ） 

     学 教 目  

   
 ２   
   
   
   
   
   
 ８   

Lesson 1: Sakura   &   1年生 学      

Lesson 1             

Lesson 1  

Lesson 2: How Good is Your Memory?   
Lesson 2 

Lesson 2  

Lesson 3: When East Met West in the Kitchen  
Lesson 3                                                                                   

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

   

  

  

２   

  

  

  

Lesson 3 

Lesson 4: Space Elevator 
Lesson 4   

Lesson 4           

Lesson 5: Ueno Takahiro: The Dancer in Me               

Lesson 5                          

Lesson 5                           

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

Lesson 6: Speaking of Fashion      
Lesson 6  

Lesson 6                                        
Lesson 7: The Whimsical Robot             
Lesson 7  

Lesson 7 

Lesson 7 

Lesson 8: The Psychology of Shopping                               

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D  

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

Lesson 8 

Lesson 8 

Lesson 8 

Lesson 9: A Brigde of the Future for Orangutans     
Lesson 9 

Lesson 9 

Lesson 9                                                    

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

（ ）学生 度

度  

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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語   

校 人  

専門

 
目 （ ）  

Reading: 人 生

（TOEIC Reading Section: 140） 

Listening: 学校 科学 専門

要 （TOEIC Listening Section:

 160） 

Writing: 人 and, but, because 平

 

Speaking: 学校 工学 一

 

 

: GTEC: Grade 3 [upper]  ２  

 

 

1 3  Lesson 1: Sakura  外  
     ( ) SVC(C = , ) , ( ) 

 
4 6  Lesson 2: How Good is Your Memory?  
     ( ) ( ) ( ) 

 
7 9  Lesson 3: When East Met West in the Kitchen 人 外国  
    SVO(O = wh- ) ( ) SVO1O2(O2 = that- ) 法 (1)  

 
10 12  Lesson 4: Space Elevator 行  

      法 ( )  where 法 行   

 
13 15  Lesson 5: Ueno Takahiro: Yhe Dancer in Me   

      SVOC(C = ) 法  構 ( )( ) 構  

 
16 18  Lesson 6: Speaking of Fashion 4人 学  
      法 (2)   have  

 
19 22  Lesson 7: The Whimsical Robot 一   
     法  as if S’ + 法 法  If S’ were to~ ,   

 
23 26  Lesson 8: The Psychology of Shopping 外  
     行   目 ( to-  / that- )   

 
27 30  Lesson 9: A Bridge to the Future for Orangutans 

 
     used to   when 法  of / that 
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

 

English Conversation 
 Marsh, David 

2年生 

工学科 
1 

 

２  

授業 要 

1. natural 高  

2.  

 

目  

1.  

2.  

 

法 2 ( 1 1 )( 0 ) ( 0 ) 

教科 等 
World English Intro (2nd Edition), by K. JOHANNSEN, M. MILNER,  

& R. TARVER CHASE CENGAGE Learning 

     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

  World English Intro Unit 9 

World English Intro Unit 9 

World English Intro Unit 9 

World English Intro Unit 9/10      

World English Intro Unit 10 

World English Intro Unit 10 

World English Intro Unit 10 

                                 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

   

  

  

２   

  

  

  

World English Intro Unit 11 

World English Intro Unit 11 

World English Intro Unit 11 

World English Intro Unit 11/12 

World English Intro Unit 12 

World English Intro Unit 12 

World English Intro Unit 12                                  

D 

D 

D 

D 

D 

 D 

 D 

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

  D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

 D 

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

 D 

D 

D 

D 

D 

D 

 D 

（ ） 

 

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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< > 

２年生  

校 人  

専門

 

目 （ ）  

Reading: 人 生

（TOEIC: 140） 

Listening: 学校 科学 専門

要 （TOEIC: 160） 

Writing: 人 and, but, because 平

 

Speaking: 学校 工学 一

 

GTEC: Grade 3 [upper]  ２  

 

World English Intro 
Unit 9: Eat Well Talking about food  

Using count/noncount nouns, some/any 

Talk about healthy eating 

Unit 10: Health Identify parts of the body 

Talk about sickness and symptoms 

 

Unit 11: Making Plans Use going to to talk about future plans 
Describe holiday traditions 

Express wishes and plans 

Unit 11: On the Move Use the simple past 

Talk about your life so far 

Describe a move 
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

学 

（Study on Wakayama） 
  

２年生 

工学科 
 

年 

 

授業 要 

 和歌山高専 和歌山 目

和歌山 業 学 和歌山

授業

学 授

業 学生 成  

目  
 業 和歌山  

２  

法 
（80%） （ ）（20%）評価し、各項目60点以上で合格とし、

評価は「認定」とする。 

教科 等  

    学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

 

和歌山   

和歌山 ２  

立   

立 ２  

 和歌山  

２ 和歌山 業 

成  

A 

A 

A,D 

A,D 

A,D 

A,D 

A,D 

A,D 

   

  

  

２   

  

  

  

 和歌山  

 和歌山 業 

成２ 

法  

法  

 

２ 

A,D 

A,D 

A,D 

A,D 

A,D 

A,D 

A,D 

 

 

８  

 

２  

２  

２２  

２  

２  

２  

２  

２  

２８  

２  

 

（ ） JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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法 

 科２年

A C B D ２ 行 学 業２

２ ２ 和歌山 等 和歌山

和歌山 学 学  

 

授業 要 

  

 学 学 （授業 目 法） 

２  和歌山  

 外 （ 生） 生  

 和歌山 ２ 

 外 （ 生） 和歌山  

 立   

目 学 業  

 立 ２  

業 学  

学 立  

    

 和歌山 学  

 ２ 

 和歌山 業 学  

８  成  

 成  

  

 和歌山 学  

  

 和歌山 業 学  

 成２ 

 成  

２  法   

 目 法 成  

 法 ２ ２ 

 成  

 （２ ）  

 ２ 行 教 ２ 行  

 ２（２ ）  

 ２ 行 教 ２ 行  

 

 

+和歌山  

和歌山 立  

和歌山 立  

 

 

成  

（ ） 

（ ） 

 

 

  

（ ） 

工 学  

和歌山  

和歌山  

 

学   和歌山 （ 業 ） （ ）  

学   和歌山 業 授業  
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

国   

（Japanese） 
 

和  

 

年生 

工学科 
 

国 年 2  

年 2  

授業 要 

構成

 

目  

学  

２ 構 成

法  

教 等

 

法 
国 （2 ）60 40 （2 ）

90 10 国 1 1  

教科 等 
国 B ( ) 国 （ ） 国   

B （教 ） （学 ）  

      国     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

  （ 法 ） 

（ ）

        

                

         

 （ ）  

             

        

   

 ２   

         

       人  

         

        

         

 ８        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

  

２   

  

  

  

 （２）  

                   

      

         

 歌  

    

           

    学  

     

        

 ２     

        

        

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

 （ ） 外  

                  

                  

    

   

                    

        

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

  （２） 一  

                  

    

    

    

   

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ） 業 等

 

JABEE  

JABEE  b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  

  C-1 C–2 C-3       
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（ ） 

 

 法  

２   

学 立

学  

  

 

８   

 成 生  

  

２   

生 年 生  

 

  学 一  

 歌  

  

   等 学  

２   

 人 人等 人 学

生  

  

２ ２８  Not I,not I…  

成

 

２     

構成法 学 法    

  

 

構成法 学  

 

（ ） 

 

  

２  

 学  

人  

 構 学  

８  

 学  

学  

 学  

２  

 学  
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

政  

Politics  Economic 

 

     
年生 

工学科 
２ 

  年 

２  

授業 要 
 ８ 政 政

政 目  

目   生 生 高  

法 （８ %） （２ %） 

教科 等 政 （ 一学 ）  

     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

政 学 ８ 政  

国 法 学  

国 法 学  

国 法 （ 独立） 学  

国 法成立 法 人 学  

国 法成立 学  

国 法成立 15年 学  

国 平和 国 法 成立 学  

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

  

２   

  

  

  

国 法 国 法 高法 学  

人 平等 学  

人 学  

平和 法 学  

平和 国 学  

立 国 機 学  

立 法 学  

 

 

 

 

 

 

 

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

学  

成立 学 業  

学 政  

学 和  

学  

学  

政政 学  

政 学  

 

 

 

 

 

 

 

 

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

学  

度 学  

国 学  

国 学  

国 学  

国 学  

政 学 ２ 生  

 

 

 

 

 

 

 

（ ） 

政

 

JABEE  

JABEE  b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
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政  

（政 ）  

 

  ８ 政 学  

 ２  法 立  

   

  （ 独立） 学 平等  

  法 学 生  

  学 学  

  15年 学 平和  

 ８  国 法 成立 学  

  国 法 高法  

 平等 学 平等  

 学 生  

２  法 学 平和 生  

 国 学 平和  

 国 機  

 法 独立 学  

 学  

 

（ ） 

 

 業 成立  

８  政  

 和  

２   

２   

２２  政政  

２  政  

２  立  

２  生 立 度  

２  国 学  

２  国 学  

２８  国 平和 学  

２  国 平和 学  

 生 一年 政 学  

政 国 教 授業  
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

 

Ethics 
  

年生  

工学科 

 

 
 

２  

授業 要 
人 人 （人 人 人 ） 科学

 

目  

 （ ）  

２  科学  

  

法 
（75 ） 

授業 （25%） 

教科 等 授業  

     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

人 人 （ ） 人  

教 人 立 

 

（ ） 

（２） 

生 人 人  

人 人 人 人  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

  

２   

  

  

  

 

教 教  

 

科学  

生 科学  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ） 

 

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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（人 人 成 立 要 ） 

 人  

 人 要  

 人  

 人 成 立

 

 

11 （ ） 

  

 国  

 人  

 生  

 人 立 生  

 教  

 人  

 

12 1 (科学 ) 

 生 科学 科学  

  

 人  

      

 一  
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科目  教  学年 学科  授業  

学  

Mathematics  
 

山  

  

学年 

工学科 
 

 ２  

  

授業 要 ２学年 学  

目  
法  

法  

法 （70 ） 度 （30 ）  

教科 等 

[教科 ]   （ ） 

[ ]     （ ） 

  習 ル 数学 習 ル 数学 （ ） 

  学 教 目  

  

 ２  

  

  

  

  

  

 ８  

    

          

  法     

          

    

   法      

    

   法 

C-1, C-3 

C-1, C-3 

C-1, C-3 

C-1, C-3 

C-1, C-3 

C-1, C-3 

C-1, C-3 

C-1, C-3 

  

 

 

２  

 

 

 

   法      

          

         

         

          

         

          

C-1, C-3 

C-1, C-3 

C-1, C-3 

C-1, C-3 

C-1, C-3 

C-1, C-3 

C-1, C-3 

 

 

８  

 

２  

２  

２２  

２  

       

   立       

        

        

         

          

        

        

C-1, C-3 

C-1, C-3 

C-1, C-3 

C-1, C-3 

C-1, C-3 

C-1, C-3 

C-1, C-3 

C-1, C-3 

２  

２  

２  

２  

２８  

２  

 

        

        

   ２       

          

   立       

   ２  

    

C-1, C-3 

C-1, C-3 

C-1, C-3 

C-1, C-3 

C-1, C-3 

C-1, C-3 

C-1, C-3 

（ ） 

 

 

 

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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    ２  

２年 学 行  

 

    

法 法 学  

 

   

学  

 

  ８  

立 法 学  

 

  ２２  

法 学

法 学  

 

２   ２  

和 法 学

成 学  

 

２    

２ ２ （ ） 学  

立 法 学  
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

学  

（ Mathematics ） 
   

年生 

工学科 
２ 

年 

２  

授業 要 

学年 学 等 学 行  

学 学 法 法 学  

（ ） 科目  

目  

高学年 専門科目 学 等 学 度 高  

２ 法

 

法 
年 （ ） 授業 行 高専学 度

（ 学） （ ）  

教科 等 
教科  学    

 学      

     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

   ２  

   

   

   

  高  

   

  成 法 

   

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

   

  

  

２   

  

  

  

  （２ ） 

  ２  

   

  法 

  平  

   

   

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

 等 学   

   

  等  

  行  

   

   

   

   

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

   

  一般  

   

  ２  

   

  ２  

   

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

（ ） 

 

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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z = f(x, y) ２  

 

２  

 

 

８  

成 法  

 

２  

２  

法  

 

法 平  

 

 

 

行 学  

２  

学年 学 等 行

行  

２  

工学

 

 

２２  

 

２  

２２ 行 学  

２ ２  

 

一般 学  

２ ２８  

２  

２  

２  
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２ 等 （ 年 ２ ） 

 

科目    教  学年 学科  授 業   
 

Health and Phisical 
    Education 

  人 
  

学年 
工学科 ２ 年 ２  

授業 要 生 目  
一 目 人  

目  工 行  
生  

法 授業 （ 学 ）70 度20 学

度（授業 度 等）10  

教科 等  

                           学 教 目  

    
  ２    

     
    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
     
     
     
     
  ８    
    
   

（ ） 
  

（ ） 
 

（ 法 ） 
   

（ ） 

 
（ ） 

 
（ ） 

 
（ ） 

 
 （ ） 

 
２  

 
 
   

    
  

８   

目（ 高  ） 
目（ 高  ） 
目（ 高  ） 

（ 科学） 
目（  ） 
目（   ） 
目（   ） 
目（   ） 

 
 
 
 
 
 
 
 

   
 ２    
 ２    
 ２２    

２  
２   
２  
２  

（ 人 ） 
       

（ ） 
 

（ ） 
    

（ ） 
   

 
（ ） 

 
（ ） 

   
（ ） 

   
（ ） 

 
 
 
 
 
 
 
 

２   
 ２８    
 ２   

 

 
 外 目  
 
  

   
   
   
   

（ ） 
 目

目  

JABEE  

JABEE  b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  

A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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学年 
 

２   
 ８ 目 学校 目  

 目（ ） 目（ ）  
（ ） 

等 等 行

門 門 人  
（ ） 

法  
 目（ 高 目 ）  

 （ ） 

 
 （ 高 ） 

目  
 （ 科学） 

目 科学（ ）  
8  目（ 目 ）    

（ ） 
等

 
（ ） 

目  
２  目（ ） 目（ ）  

    （ ） 
２ ２

高度  
（ ） 

学 行

等 目 法 学

行  
 
２ ２   
外 目  
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

 

（Comprehensive English） 
   

年生 

工学科 
２ 

年 

２  

授業 要 
 教 （

） 目 行  

目  

1. 要  

2. 要  

3. 学 成  

法 
1. （60 ） 
2. 授業   TOEIC BRIDGE IP 教科 等 （40 ） 

教科 等  Insights 2016— を メデ ア英語 門2016— （ ） 

     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

Chapter 1 

       
       
Chapter 2  

       
       
Chapter 3  

                                                    

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

   

  

  

２   

  

  

  

          
Chapter 4  

          
          
Chapter 5 

       

                              

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

Chapter 6 

       

TOEIC BRIDGE IP  

Chapter 8 

       

       

Chapter 11 

                              

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

        

Chapter 12 

        

        

Chapter 13 
        

                              

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

（ ）  Chapter

 

TOEIC BRIDGE IP 授

業  

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 

       ⚪�   
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校 人  

専門

 

 

目 （ ）  高専  Can-do  

Reading: 生 要

（TOEIC Reading Section: 160） 

Listening: 生

（TOEIC Listening Section: 190） 

Writing: 生

 

Speaking: 生  

目  GTEC: Grade 4  ２  

 

 

 

 

Chapter 1:  Delicious “Tan-i” 

Chapter 2:  Silver Workforce 

Chapter 3:  Beauty Differs 

Chapter 4:  Mobile Networks Yielding New Business 

Chapter 5: Potential of Music 

Chapter 6: About That Controversial Black Business 

Chapter 8: Wired Wirelessly to Tourists 

Chapter 11: Helpful or Harmful? 

Chapter 12: Encounter with a Genius 

Chapter 13: Facing a Choice 
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

法 

English Grammar   
年生 

工学科 
2 年 

2  

授業 要 
 法  

 法 目 （ ） 

目  
 法  

 法 目 要  

法 
（70 ） 授業 (30 )  

工業 TOEIC Bridge IP 成  

教科 等 
教科 be New Edition English Grammar 23 （ ） 

be New Edition（ ） 

    教科  Lesson 目  学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

授業  1st Zone  
Lesson 1 
Basic 1 2 
Lesson 2 
Basic 3, 4 
Lesson 3 Basic 5 
2nd Zone Lesson 4 
Lesson 5                      

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

  

２   

  

  

  

Lesson 6 
Lesson 7 
Supplement  
Lesson 8 
Lesson 9 Supplement  
Lesson 10 
Supplement                    

 

 

 

 

 

 

 

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

 3rd Zone Lesson 11 
Lesson 12 
Lesson 13 
Lesson 14 
Lesson 15 
Lesson 16 
Lesson 17 
Supplement （ ）      

 

 

 

 

 

 

 

 

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

 4th Zone Lesson 18 
Lesson 19 
Lesson 20  Supplement  
Lesson 21 
Lesson 22 Supplement  
Lesson 23 
Supplement 法                 

 

 

 

 

 

 

 

（ ） 

Further Study 目

Lesson 授業  

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)
d) 

d2b)
c) e f g h 

校 学  
教 目  

A B C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
       ○   
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本校で育てたい人物像（英語科共通目標） ―３年生― 

 

専門

 
目 （ ）  高専  Can-do  

Reading: 生 要

（TOEIC Reading : 160 ） 
Listening: 生  
（TOEIC Listening : 190 ） 
Writing: 生  
Speaking: 生  
（GTEC: Grade 4  ２ ） 
 

英文法について 

 

学生 外国 < >

 

（  ）

 

外国 法

法 法

 

授業 法 教科 学生 年 学

度 法 学校 高専

学 法 学 機 授業

（ 90  ） 30 （ 年 ） 授業 法

 
法 (grammar) (glamour) 生

人 人

学生  
 

教科書（ｂe New Edition English Grammar 23）の内容 

 
1st Zone 語順とパーツを確認する 

1st Zone  
Lesson 1 （ ） 
Basic 1  
Basic 2  
Lesson 2 （２） 
Basic 3  
Basic 4  
Lesson 3  
Basic 5  
 
2nd Zone 動詞の形を決める 

2nd Zone  
Lesson 4 （ ） 
Lesson 5 （２） 
Lesson 6 （ ） 
Lesson 7 （２） 
Supplement  

Lesson８ （ ） 
Lesson  （２） 
Supplement  
Lesson 10  
Supplement  
 
3rd Zone 準動詞を使う 

3rd Zone  
Lesson 11 （ ） 
Lesson 12 （２） 
Lesson 13 （ ） 
Lesson 14 （ ） 
Lesson 15 （２） 
Supplement  
Lesson 16 （ ） 
Lesson 17 （２） 
Supplement  
 

4th Zone 文を組み合わせて表現する 

4th Zone  
Lesson 18 （ ） 
Lesson 19 （２） 
Lesson 20 （ ） 
Supplement  
Lesson 21 （ ） 
Lesson 22 （２） 
Supplement  
Lesson 23 法 
Supplement 法 
 
Further study 

Further Study 1  
Further Study 2  
Further Study 3 構 （ ） 
Further Study 4 構 （２） 
Further Study 5 法 
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

 

（Japanese economy） 
  

年生 

工学科 
 

 

２  

授業 要   

目  

機  

２ 業  

政  

法 （２ ）75% 25% 

教科 等  

     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

機 機  

行 （ ）     

  

（ ）  

（２） 国  

業（ 機 ） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

  

２   

  

  

  

業  
国                              

 

（ ） 

政 機 

政 （ 国 政 ) 

国 要  

 

 

 

 

 

 

 

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

   

  

  

  

  

  

  

  

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

   

  

  

  

  

  

  

（ ） 

 

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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 １  

     機 知  

     知  

     知  

  

      

     知  

   ６  

     電機  

 

知  

   １０ １２  

     知  

      

     知  

    

   １ １  

     知  

      

   １  
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科   目    教  学年 学科  授 業   
 

ealth and hysical  
ducation 

 
  
 人 
  

    4学年 
工学科 2 年 

２  

授業 要 生 目  

目  
等

生 生 一 生

度  

法 授業 （ 学 ）70 学 度（授業 度 等）10
目 度20  

教科 等 要  

     学 教 目  
   
  ２  

 
 

 
 

   
   
     
   
   
  ８  
   
  

（ ） 
 

 （

） 
 

（ ）  
 

 （ ） 

 
（ ） 

 
（ ） 

 
（ ） 

 
（ ） 

 
 
 
 
 
 
 
 

    
 ２  

 
  
  
  

 
 ８  

（ ） 
 

（ ） 
 

（ ） 
 

（ ） 

 
（ ） 

  
（ ） 

 
（ 法 ） 

 
（ ） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 ２  
目（ ） 

   学生 立 目  
 
 
 
 

２  
 ２２  

 
 

２  
２  

 ２  
 ２  

２  
 ２８  
 ２  
  

（ ） 
  
  
  
  
  
  
  

 
 
 
 
 
 
 
 

（ ） 
A B

2
行

外 目  

JABEE  

JABEE  b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  

A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 

          
 

２ 等 （ 年 ２ ） 
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学年 
 

２   
 ８ 目 学校 目  
 

   
（ ） 
 

 
外  

 
（ ） 
3年 学 目

法 学 行  
 

 ８   
（ ） 

等 等 行

門 門 人  
 
（ ） 

等 法 学

 
 

２２  目（ 目 ） 
授業 学生 立 目  

 
２   

授業 外 目 目 行  
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

 
(English) 

  

4年生 
機 工学 

工学科 
工学科 
工学科 

2 
年 

2  

授業 要 

TOEIC 教 授業 行  
TOEIC IP TOEIC 目

生  

目  要 TOEIC TEST 400  

法 

 (60 ) 授業 度（( ))  (40 )  
TOEIC(IP)  （ ）   

 

教科 等 
TOEIC Test  

    

     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

 
 1 Shopping  
  
 2: At a Restaurant  

 
3: At an Airport 

  
4: Entertainment 

  D 
  D 
  D 
  D 
  D 
  D 
  D 
  D 

   

  

  

２   

  

  

  

 
5: At a Hotel 

 
6: Job Hunting      

 
7: Telephoning    

 

  D 
  D 
  D 
  D 
  D 
  D 
  D 

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

8: Nagotiating  
 

9: Giving a Presentation 
 

10: Appointments 
 

11: At a Bank 12 On the Street 
 

  D 
  D 
  D 
  D 
  D 
  D 
  D 
  D 

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

12 On the Street 
 

13 Taking a Trip 
 

14 Dealing with Troubles 
 

Review 

  D 
  D 
  D 
  D 
  D 
  D 
  D 

（ ） 

TOEIC IP test 校  

学生  

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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和歌山高専 人  

専門

 

 

目 （ ）  

Listening: 業（ 工 ）

行 （TOEIC: 220） 
Reading: 生 科学 業

要 （TOEIC: 180） 
Writing: 生 科学

工  
Speaking: 生 科学

業  
 ２  

 

年   

TOEIC TEST  
Test of English for International Communication 

人 一般

生  
 
TOEIC TEST  

２ 200 構成 Listening
Reading ２

一  
 

Listening Section  
100

（ ） 25 構成

45  
Part 1  Photographs ( ) 10 （ ）    
Part 2  Question-Response ( ) 30 （ ）       
Part 3  Short Conversations ( ) 30 （ ）     
Part 4  Short Talks ( ) 30 （ ） 

 
Reading Section  

100
75  

  Part 5 Incomplete Sentences ( ) 40 （ ）      
  Part 6 Text Completion ( ) 12 （ ） 
  Part 7 Reading Comprehension ( )   
           Single passage (1 28 )  Double passage (2 20 )（ ） 
 
TOEIC TEST  

Listening Section Reading Section 495

10 990  
 

校 行 TOEIC IP  
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

２外国 （ ） 

2nd Foreign Language A

(German） 

  
年生 

（ 学科 ） 
 

年 

 

２  

授業 要 
 法教科 法 行

等 要 目 学 目 行  

目  

（ ） 法

教科 法 6 度 （ ） 

法 学 成立 法

目 外国 学 要 生

（ ） 

法 
4 (70 ) 授業 (30 )  

授業 授業 （ ２ ） 平

行  

教科 等 法 Leicht （ ） 

     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

国  

 人 （ ） 

２   

 

 人  

 

 人 （ ） 法 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

  

２   

  

  

  

  

（1）  

 法 人  

８   

（2）  

 3 人  

（ 人 ）  

 

 

 

 

 

 

 

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

10   

10   

10   

 

11   

11   

12  ZU  

12  ZU  

 

 

 

 

 

 

 

 

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

13   

13   

13   

14   

14   

15  法 

15  法 

 

 

 

 

 

 

 

（ ） 

 

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A B C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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[ 2外国 A （ ）  

 

 

（ 学 法

I am a teacher.  You are a student. 
 be You were a student. 

） 目

(  I  love you.  She loves me.
 目 ）

学 機 法 学 要  

 

学

10

学  

２ 学  

要 ２

学 ８  

法 要 学

学 （ 年 学 法 法

学校 年 度 ） 

 

学 目 90 45 67.5

  

 

 

 

教科 法 Leicht （Lektion）  

 

 人 （ ） 

２   

 人  

 人 （２） 法 

  

  

 法 人  

８   

 人  

10   

11   

12  ZU  

13   

14   

      15   法 
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

２外国  BI( ) 
2nd Foreign Language BI 

(French) 
 平山  

年生 

学科  
 

年 

  

 ２  

授業 要  法学 学  

目  

 
( 法)  

 
 

法 
行 成 (70 ) 授業 度 授業  

(30 )  

教科 等 
ESCAPADES! ( ) 教 CD DVD 教    

  

     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

Leçon 0     &         

Leçon 0           

Leçon 1  

Leçon 1                   

Leçon 2   

Leçon 2  

Leçon 3 年  

Leçon 3                                              

D 
D 
D 
D 
D 
D 
D 
D 

   

  

  

２   

  

  

  

Leçon 4  

Leçon 4  

Leçon 5  人  

Leçon 5 

Leçon 5 

Leçon 6   

Leçon 6                            

D 
D 
D 
D 
D 
D 
D 

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

Leçon 7   

Leçon 7 

Leçon 7 

Leçon 8  

Leçon 8 

Leçon 8 

Leçon 9   

Leçon 9                            

D 
D 
D 
D 
D 
D 
D 
D 

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

Leçon 9  

Leçon 10 行  

Leçon 10 

Leçon 10 

Leçon 11   

Leçon 11  

Leçon 11                           

D 
D 
D 
D 
D 
D 
D 

（ ）学生 度

度  

 

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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２外国 BI    
( 1 15 ) 2 (1 90 ) ( 16 30 )

1 授業 行  
 

 

 

 授業 学 授業

行 授業

 

 授業 教科 和  

（ 学 政 ）

学  

 

 

   1 2 Leçon 0  
                 

 
   3 4 Leçon 1  
        1.    2. ( )   3.  I 
   5 6 Leçon 2  

               1. 人   2.être 法   3.   4. 構  
        5.  
   7 8 Leçon 3 年  
                1.avoir 法 ( de)    2.  I( ) 
 

 
   9 10 Leçon 4  

                 1. 一    2.  I( )   3.人  
   11 13 Leçon 5 人  

                 1.  II   2.  II( )   3.    4.  
   14 15 Leçon 6  
               1.aller, venir 法    2.    3. 国   

4.  
 

 
 16 18 Leçon 7  

       1. 法  I( )   2.    3.  
   19 21 Leçon 8  

                 1. 人 ( )   2.    3. 法 
 22 23 Leçon 9  

                 1. 目 目    2.目 人     3.  
 

 
     24 Leçon 9  
   25 27 Leçon 10 行  

                 1.     2.     3.  
28 30 Leçon 11  

                 1. 法    2. 法  II( ) 
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科   目    教  学年 学科  授 業   

２外国  

国  

2nd Foreign Language 
CI, Chinese 

 
  

  

年生 

（ 学科 ） 
  

２  

授業 要 国  法 学 国  

目  
 国 ２  国 等

 

法 

 成 80%  + 10%  10% 

 成 50   成 30   +  10   10  

 成 50%  成 30% + 10%  10% 

  成 50%  成 30%   +  10%  10% 

教科 等  LOVE !   杨  凯荣    张  群 著  （著 著 著 著 著） 

     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

   一  

  

   

   

   

  構  

一    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

  

２   

  

  

  

２     法  

  法２    

法     

    法  

法２     

法     

      

 

 

 

 

 

 

 

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

      法   

 法２    

    法  

     法     

法２      

法   

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

  学     法     

法 ２    

   

       法   

法 ２     

  

   

 

 

 

 

 

 

 

（ ） 

 

JABEE  

JABEE a b c d-1 d-2 e f g h 

校 学  

教 目  
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国 門 （4年） 

 

  国 門 年 （ ）（ ） 

 

   

国 国 一 業

国人 国 業 要 国

 
授業 生 目

法 国 国 国 学

国 行

国 度 人 年

 
授業 行  

授業 90 60 授業 行 授業

授業 行 国

（ 平 ） shi zi

授業 14 （7 ） 授業

 

教科

e

授業 生  

法 授業 生

法 行  
30 国 国 学

国

国

国

一 国 国

 

 成 一

授業 要  

 

法  

 成 80%  10%  10% 
 成 50   成 30  10   10  

 成 50%  成 30%  10%  10% 
成 50%  成 30%  10%  10% 
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科   目    教  学年 学科  授 業   
 

Health and Physical  
Education 

  人 
  

    年  
 工学科   

２  

授業 要 生 目  

目  
等

生 生 一 生

度  

法 授業 （ 学 ）70 学 度（授業 度 等）10
目 度20  

教科 等 要  

     学 教 目  
 

1  
 
２  

 

 

 

 
   
 
   

 

 

 

 
 

 
 

5  
 

6  
 

7  
 

8  
 

9  
 

10  

（ ）  

 

 

 

（ ） 

 

 
 

（ ） 

 

 

（ ） 

 

 

 

 ( ) 

 

 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

（ ） 

 

（ ） 

 

 

（ ） 

 

 

 
11  

 
12  

 
13  

 
14  

 
15  

  

目  （ ）     

 

目  （ ）     

 

目  （ ）     

 

目  （ ）     

 

目  （ ）     

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
（ ） 

目

 
 

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  

A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3  

          

 
２ 等 （ 年 ２ ） 
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 学年 
 
 度 要 一 授業

 
  

 ２   
 

 ８ 目 学校 目  
 年  
 

   
 
（ ） 
生 一

目

 
 
（ ） 

行 法 学

行  
 

 目 （ ）   
 

（ ） 
 等 授業  
 門 門 人  
  
（ ） 

目  
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科   目    教  学年 学科  授 業   
A 

Health and Physical  
Education 

  人 
  

    年  
 工学科   

２  

授業 要 生 目  

目  
等

生 生 一 生

度  

法 授業 （ 学 ）70 学 度（授業 度 等）10
目 度20  

教科 等 要  

     学 教 目  
 

16  
 

17  
 

 

目       

 
   
 
   

 

 

目       

18  
 

     （ 人 目  ）  
 

19  
 

20  
 

21  
 

 目 ２       

 

 目 ２       

 

      （ 人 目  ） 

   
 
 
 
 

 
22  

 
23  

 
24  

 

 目２         

 

 目２         

 

      （ 人 目  ） 

 
 
 
 
 

 
25  

 
26  

 
27  

目２ ２         

 

 目２ ２         

 

      （ 人 目  ） 

 
 

 
 

 
  

28  
 

29  
 

30  

（ ） 

 

（ ） 

 

      （ 外 目  ） 

 
 
 
 
 

 
（ ） 

外 目

 
 

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  

A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3  

          

 
２ 等 （ 年 ２ ） 
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 学年 
 
 

 
８  目1-1 （ 1 目 ） 

 
学年 学 授業  

 
授業  

 
 

２  目1-2 （ 1 目 ） 
 

学年 学 授業  
 

授業  
 

目  
 
 
 
２２   ２  目2-1（ 1 目 ） 

 
授業 学生 立 目  

 
 
２  ２  目2-2（ 1 目 ） 

 
授業 学生 立 目  

 
 ２ 目  

 
２   

 
授業 学生 立 目 外 目 
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

（ ） 

Region  Culture （Japan） 
  

年生 

工学科 
 

 

２  

授業 要 

教

目 和歌山

  

目  

国 目

 

２  

法 （ ）50% 授業 行 50% 

教科 等  

     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

年生 授業 授業  

人 教 教 人 （ ） 人  

行 人 （ ）  

歌 生 歌  

人  

人  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

  

２   

  

  

  

（ ） 

（ 人 業 和歌山 ） 

人  

人  

 

 

生 要  

 

 

 

 

 

 

 

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

   

  

  

  

  

  

  

  

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

   

  

  

  

  

  

  

（ ） 

10 和歌山

13 13

 

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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学  

  和歌山( ) 国  

学  

10 12 13 授業 和歌山  

 

 

（ ） 
 

 

 

年生 授業（ ）  

 年 授業  

 （ ） 教  

 教  

 

２  

 行 人 人 人

人 要  

 

 

 歌 成立

 

  

 成立  

 人  

  

 

 

  

 人 生  

 

 

 人  

   

 

人 （ ）  

 目  

 人  

 

14  

 

 

 

15  

 外国人 目  

 外国  

 行  
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１．合格ラインについて，特に記載の無いものは，６０点以上を合格とします。 

２．定期試験について，特に記載の無いものは，評価配分を均等とします。（【例】年４回定期試験を実施した場合の各定期試験の評価配分は，特に記載の無いものは，２５％ずつになります。） 

科   目 必・選 担 当 教 員 学年・学科 単位数 授 業 形 態 

地域と文化Ⅱ 

（ Region & Culture II） 
選 赤崎 雄一 

５年生 

物質工学科 
1 

半期 

週2時間 

授業概要  それぞれの地域の抱えるさまざまな社会問題を、歴史的背景を重視しながら解説する 

到達目標 国際的視野を持った技術者をめざし、宗教・多民族社会など異文化理解を深める（A） 

評価方法 一回の定期試験（７０％）とレポート点（３０％）で評価する 

教科書等 プリントを配布 

 内  容 東南アジア － インドネシア・バリ島の歴史と文化 学習・教育目標 

第 １週  

第 ２週  

第 ３週  

第 ４週  

第 ５週  

第 ６週  

第 ７週  

第 ８週  

アジアから考える。インドネシア概論（１） 

インドネシア概論（２） 

インドネシア古代史と世界遺産 

ジャワ島の文化 

ヨーロッパ人の到来と蘭領東インド 

インドネシアの宗教事情（１） 

日本軍政期のインドネシア 

インドネシアの宗教事情（２） 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

第 ９週  

第１０週  

第１１週  

第１２週  

第１３週  

第１４週  

第１５週  

インドネシア共和国と日本 

バリ島の社会 

バリ島の文化 

バリ島と観光 

インドネシアのテレビと映画 

ジャカルタと中間層 

近年のインドネシアと日本 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

第１６週  

第１７週  

第１８週  

第１９週  

第２０週  

第２１週  

第２２週  

第２３週  

   

  

  

  

  

  

  

  

第２４週  

第２５週  

第２６週  

第２７週  

第２８週  

第２９週  

第３０週  

   

  

  

  

  

  

  

（特記事項） 

 

JABEEとの関連 

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

本校の学習 

・教育目標 
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 

○          
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ガイダンス 

地域と文化Ⅱ 東南アジア ー インドネシア・バリ島の歴史と文化 

 

 

 世界地図の上の日本から南に目を向けてみると、「赤道をとりまくエメラルドの首飾り」といわれるインドネシ

アの島々を見つけることができます。古くから日本との交流があり、現在ではバリ島を中心に多くの観光客を惹き

つけている場所です。また、世界で４番目の人口を抱える大国でもあり、機械・電機・化学・建設などあらゆる業

種の日本企業が多く進出しています。 

この授業ではインドネシアの多様で豊かな社会について紹介したいと考えています。日本や欧米と異なる価値観

に出会えるかもしれません。 

 

 

全体の構成は４部に分かれます。 

 

第１部 第１～２週 インドネシア概論 

 

第２部 第３、５、７、９週 インドネシアの歴史 

     この部分では、インドネシアの歴史について概説します。古代から中国、インドの文化的影響を強く受

け、交易国家として発展する国が成立します。16世紀になるとヨーロッパ勢力が進出します。その中でも

オランダはやがてインドネシアの大部分を支配するようになります。20世紀になると日本も深く関係して

いきます。第二次世界大戦時には軍政をひき、戦後も日本企業が多く活動する地域になります。 

 

第３部 第４、６、８、10、11、12週 インドネシア・バリ島の文化 

     この部分では、インドネシアの文化的側面について解説します。インドネシアには多くの民族があり、

それぞれが多様な文化を持っています。特に日本人にとってなじみがあるジャワとバリの文化について学

びます。 

 

第４部 第13～15週 現代インドネシアの社会と日本 

     この部分では、現代インドネシア社会の変化と日本との関わりについて解説します。近年、インドネシ

ア経済はめざましい発展を遂げ、社会も大きく変わってきています。このような変化について学びます。 
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

  
 

（Region & Culture ） 
   

5年生 

工学科 
1 

 

2  

授業 要 
  国  

国 行  

目  

1.  

2. 国 人  

 

法 
40 授業 （ ）40 授業 20  

 

教科 等 
 

授業  

     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

 

教  

 (1) 

 (2) 

人  

 

 

 

 A 

 A 

 A 

 A 

 A 

 A 

 A 

 A 

   

  

  

２   

  

  

  

 

教  

業 機  

 

(1) 

(2) 

学生                           

 A 

 A 

 A 

 A 

 A 

 A 

  

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

   

  

  

  

  

  

  

  

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

   

  

  

  

  

  

  

（ ） 

 

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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 （ ）  

 

  

 授業 国

国  

 国

政 教 人 目 国

生 人

 

 学 学  

 

授業  

   

 ２   (1) 19  

   (2) 19  

  人  

  教  

   

  教  

 ８   

   

  

 業 機  

２   

 (1)  

 (2)  

 学生  
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

（ ） 

Region & Culture  IV 

(Europe) 

  
年生 

（ 学科 ） 
1 

 

２  

授業 要 

 和 和 目

学 目 学

 

目  
国 成 目 教 （ ） 

要 （ ） 

法 
行  

（ ） （ ）  

教科 等 
教科 授業 授業

等  

     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

 

 

EU（ ）  

EU 人  

人 構成 （ ） 人  

人 構成 （２）  

人 構成 （ ） 法 

人 行 人  

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

  

２   

  

  

  

（ ） 

（ ） 

（ ）  

（２） 教 

（ ）  

（ ）  

和 和  

 

 

 

 

 

 

 

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

   

  

  

  

  

  

  

  

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

   

  

  

  

  

  

  

（ ） 

 

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A B C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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（ ）  

 

 

 

国 EU （ ） 国 一

授業 和 和 目

目 学

 

 

 

   学  

 

２     

   EU（ ）

生 目  

８    （ ） 人

行  

10    （ ）  

11 15    授業 （ 3 8 ）

和 和

 

 

 

 

 

教科 授業 授業 目

等 等

授業  

 授業 法
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

A 

（English A） 
 

  

平山  

5年生 

工学科 
2 

年 

 2  

授業 要 

TOEIC 教 要

 

TOEIC （IP）  

目  

1. TOEIC  

2. 生 度

 

3. 要  

法 
60 授業 40 TOEIC IP 400  

外  

教科 等 
The TOEIC® Test Trainer Target 650, Revised Edition. （  ） 

TOEIC 教  

     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

Pre-test 

Unit 1 

Unit 1 

Unit 2 

Unit 2 

Unit 3 

Unit 3 

                                             （TOEIC IP ） 

 D 

 D 

 D 

 D 

 D 

 D 

 D 

 D 

   

  

  

２   

  

  

  

Unit 4 

Unit 4 

Unit 5 

Unit 5 

Unit 6 

Unit 6 

                                                

 D 

 D 

 D 

 D 

 D 

 D 

 D 

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

Unit 7 

Unit 7 

Unit 8 

Unit 8 

Unit 9 

Unit 9 

Unit 10 

                                             （TOEIC IP ） 

 D 

 D 

 D 

 D 

 D 

 D 

 D 

 D 

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

Unit 10 

Unit 11 

Unit 11 

Unit 12 

Unit 12 

Post-test 

                                          

 D 

 D 

 D 

 D 

 D 

 D 

 D 

（ ） 

 

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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A   

 

校 人  

専門

 

 

目 （ ）  高専  Can-do  

Reading: 専門 要 要

（TOEIC Reading Section: 200） 

Listening: 専門 要 業

（TOEIC Listening Section: 250） 

Writing: 専門

 

Speaking: 専門 平 行  

目  GTEC Grade 5 2  

 

 

TOEIC TEST  

 Test of English for International Communication 

人 一般

 

 

TOEIC TEST  

 2 200 構成 Listening Reading 

2 3 4 一

 

 210 （2016年5 29 ） TOEIC 一  

 

Listening Section  

 100 4 構成

人

 

（ ） 25

45  

 Part 1   6      Part 2   25  

Part 3   39        Part 4   30  

 

Reading Section  

 100

（ ）

行 3

75 行 構  

 Part 5  30   Part 6  16  

 Part 7  一  29  25  

 

TOEIC TEST  

 Listening Section Reading Section 5 495

10 990
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科   目    教  学年 学科  授 業   

B 
（English Speech） 

 Marsh, David 
年生 機 工学科 

    工学科 
２ 

年 

２  

授業 要 

Students will learn how to use body language, intonation, logical structure and visual aids 
to give clear and confident presentations in English. During the course, students will  
prepare and make several short presentations. At the end of the first and second  
semesters, they will make a longer final presentation. There will also be a group research 
project and presentation. 

目  
1. To be able to give a short, well-organised presentation in English 
2. To be able to present and explain data clearly using visual aids 

法 

1. Individual presentations (2 ) : 50%                 
2. Short presentations and tests: 30% 
3. Group presentations (2 ) : 20% 

教科 等 
Speaking of Speech (New Edition) by David Harrington and Charles LeBeau (MacMillan 
Language House) 

     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

Course orientation, prepare and make a self introduction 
Speaking of Speech Unit 1 
Speaking of Speech Unit 1 
Speaking of Speech Unit 1      
Speaking of Speech Unit 2 
Speaking of Speech Unit 2 
Speaking of Speech Unit 2      
<Group Presentation> 

D 
D 
D 
D 
D 
D 
D 
D 

   

  

  

２   

  

  

  

Speaking of Speech Unit 3 
Speaking of Speech Unit 3 
Speaking of Speech Unit 3 
Speaking of Speech Unit 4 
Speaking of Speech Unit 4 
Speaking of Speech Unit 4 
<Individual Presentation> 

D 
D 
D 
D 
D 
D 
D 

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

Speaking of Speech Unit 5 
Speaking of Speech Unit 5 
Speaking of Speech Unit 5 
Speaking of Speech Unit 6 
Speaking of Speech Unit 6 
Speaking of Speech Unit 6 
Prepare group presentation 
<Group Presentation> 

D 
D 
D 
D 
D 
D 
D 
D 

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

Speaking of Speech Unit 7 
Speaking of Speech Unit 7 
Speaking of Speech Unit 7 
Speaking of Speech Unit 8 
Speaking of Speech Unit 8 
Speaking of Speech Unit 8 
<Individual Presentation>       

D 
D 
D 
D 
D 
D 
D 

（ ） 

 

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A B C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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２ 等 （ 年 ２ ） 

B English B  （5年生 ）  

年生  

校 人  

専門

 

目 （ ）  高専  Can-do  

Reading: 専門 要 要

（TOEIC: 200） 

Listening: 専門 要 業

（TOEIC: 250） 

Writing: 専門

 

Speaking: 専門 平 行  

GTEC: Grade 5 ２  

COURSE DETAILS 
The textbook is divided into eight units. Each unit takes about three lessons and  
develops a different skill for making speeches. At the end of each unit, students make 
presentation.: 
Lesson 1:  Students follow the activities in the textbook.  
 
Lesson 2:  Students study an example short presentation (from the textbook DVD) 

Students do language practice on the presentation topic 
    Students research their topic and start writing their own short  

presentations (around 2 minutes) 
 
Lesson 3:  Students finish writing, and the teacher checks their work 
    Students practice their presentations 
    Students make their presentations 
  Students check each other’s presentations and give feedback 
 
From lessons 8 and 23 students will make a 5 – 10 minute presentation as 
part of a group. Each group will choose a topic together and research that topic.  
Together they will write a presentation and make visual materials  
(e.g., posters, Powerpoint presentations) 
TEXTBOOK CONTENTS 
Unit 1  

:  

Unit 2  

:  

Unit 3  

:  

Unit 4  

: 国  （ ） 

Unit 5  

: 国  （２） 

Unit 6  

:  （ ） 

Unit 7  

:  （２） 

Unit 8  

:  （ ） 
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

２外国 （ ） 

2nd Foreign Language A (Ger

man) 

  
年生 

（ 学科 ） 
２ ２  

授業 要 
学 教 学生 学生

等 法 学 授業

法 学 行  

目  

学

（ 学 ）

度 成 目 （外国 ） 

国 （ 生 ） 

法 （ ） （ ）  

教科 等  （ ） 

     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

授業  Made in Germany（ ） 

 （ 行 ） 

歌 歌  （ ） 

教科 （ 人 ） 

教科 ２ （ 人 ） 

教科 （ 人 ） 

教科 （ ） 

教科 （ 人 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

  

２   

  

  

  

 

教科 （ ） 

教科 （ ） 

教科 （ 法 ） 

教科 7 （ 法 ） 

教科 ８ （ ） 

教科 ８ （ ） 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

 

教科 （zu es 法 ） 

教科 （zu es 法 ） 

教科 （ ） 

教科 （ ） 

教科 （ ） 

教科 （ ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

 

法 （ 法） 

教科 ２ （ 法 ） 

教科 ２ （ 法 ） 

（  

（ ） 

（ ） 

 

 

 

 

 

 

 

（ ） 

等

年 国

 

JABEE  

JABEE  b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校

学  

教

目  
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２外国 A  

 

 

等 授業（ ２ 教科

）

等 等 等

人 行 等 行 立 （ ２

） 生 立  

学生 業

（

国

国

）

等 業 等

国 目

国 授業 外

業 年 度  

 

法 学 （ ） 授業 （ ） 法

行 法 学

教 学生

授業 （ ） 法 行  

 

年 度 教科 授業

成 年 ２
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

２外国  BII( ) 
2nd Foreign Language BII  

(French) 
 平山  年生 

学科  ２ 年 
２  

授業 要  学  

目  

 
( 法)  

 
 

法 
（70 ） 授業 教科 等

授業 （30 ）  

教科 等 
MON PREMIER VOL TOKYO-PARIS ( : 4年生 ) 教  
CD DVD 教   要(  )  

     学 教 目  

   

 ２   

   

   

   

   

   

 ８   

Leçon 13  ,       
Leçon 13 
Leçon 14    
Leçon 14 
Leçon 15   I 
Leçon 15   
Leçon 15 
Leçon 16   II                              

D 
D 
D 
D 
D 
D 
D 
D 

   

  

  

２   

  

  

  

Leçon 16 
Leçon 17  人  
Leçon 17 
Leçon 18  
Leçon 18  
Leçon 19  
Leçon 19                                                   

D 
D 
D 
D 
D 
D 
D 

  

  

８   

  

２   

２   

２２   

２   

Leçon 20   
Leçon 20 
Leçon 21  
Leçon 21 

  ( ) (1) 
  ( ) (1) 
  ( ) (2)                              
  ( ) (2)                                  

D 
D 
D 
D 
D 
D 
D 
D 

２   

２   

２   

２   

２８   

２   

  

 ( ) (3) 
 ( ) (3) 
 ( ) (1) 
  ( ) (1) 
 ( ) (2) 
 ( ) (2) 
 ( ) (2)                                  

D 
D 
D 
D 
D 
D 
D 

（ ） 

学生 度 度

 

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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 5年生 ２外国  BII(  )  
 

法 4年生 2外国  

 
（ 学 政 ）

学  
 

行  
 
 

( 1 8 ） 
   1 2  : Leçon 13 ,    

1. 法      devoir, écrire  
  3 4  : Leçon 14   

                1. 法   espérer, vivre 
 5 7  : Leçon 15  I  

             1. 法    
       8  : Leçon 16  II 
                 1. 法         2. 法  
 

( 9 15 ） 
       9  : Leçon 16  

10 11  : Leçon 17 人  
                1.        2.  

12 13  : Leçon 18  
        1.        2.  

14 15  : Leçon 19  
       1.      2.      3.  
 

  [ ( 16 23 ) 
16 17  : Leçon 20   

             1. 法       2. 法  
18 19  : Leçon 21  

            1. 法   2. 法  
20 23  :   ( )  

               
 

 ( 24 30 ) 
24 25  :   ( ) 
26 30  :  ( ） 学  
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科   目    教  学年 学科  授 業   
２外国  

国  
2nd Foreign Language 

C , Chinese 

   
  

年生 
（ 学科 ） 

２ ２  
 

授業 要 年度  国 要 法

 国  

目    ２  国 等

国  

法 

 成 80%  + 10%  10% 
 成 50   成 30   +  10   10  
 成 50%  成 30% + 10%  10% 
  成 50%  成 30%   +  10%  10% 

教科 等   門 （ ） 
     学 教 目  

   
 ２   
   
   
   
   
   
 ８   

3 法 ２   
法   
 ８   

4  法 ２   
法  
  

８   
  

 
 
 
 
 
 
 
 

   
  
  

２   
  
  
  

5   法 ２  
法    
８   

6   法 ２  
法    

８   
 

 
 
 
 
 
 
 

  
  

８   
  

２   
２   
２２   
２   

7   法 ２   
法   

８  
8   法 ２   
法   
法 ８  

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

２   
２   
２   
２   
２８   
２   

  

9   法 ２   
法   
 ８   
0   法 ２  

法   
８   

 

 
 
 
 
 
 
 

（ ） 

 

JABEE  

JABEE a b c d-1 d-2 e f g h 

校 学

 

教 目  
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国 門 （5 年） 
 

  年 （ ）（ 2 14 ） 

   
国 年度 国  年 （  ） 行

年度 法 国  
授業 年度 法 

 国  
国 外  国

年度 国  国

国人 国  国

度  
授業 行  

年度 国 教科  年  
行 ２ 行  

年度 授業 90  60  法 授

業 行 国人  
国 授業 行  

  
法  

 成 80%  +  10%  10% 
 成 50    成 30  +  10   10  
 成 50%   成 30%  +  10%  10% 

成 50%   成 30%  +  10%  10% 
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２ 等 （ 年 ２ ） 

 

科   目    教  学年 学科  授 業   

 

（Intellectual Property 

Rights） 

  
年生 

4学科  
 

 

２  

授業 要 

 般 目 独 法

業 学 般 要

 

目  
法 成 要

学  

法 
（ ）２  （ ） 

２ 法 度60%  

教科 等 独 法  要  

     学 教 目  

   

 

 ２   

 

   

 

   

 

   

 

   

 

   

 

 ８   

 要   和  

 

 行 業   業 法 行

業  

 法   法 行

 

 法 独 法 業

独 法  

 独 法 3 独  

  

独 法 3  

 業  

 独 法 19 法  

   

 独 法 外 21

  

A 

 

A 

  

A 

 

A 

 

A 

 

A 

 

A 

 

A 

   

 

  

 

  

 

２   

 

  

 

  

 

  

 法 度  

 

法 度  

  

法 度  

 

  法  

 

   

 

度  

 

国  

 

A 

 

A 

 

A 

 

A 

 

A 

 

A 

 

A 

（ ）外 （ ） 授

業  

9 和歌山

（ ）

 

JABEE  

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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学  

和歌山

 

学  

行  

科学

学 業人

法学 教授  

業 法 独

法 学 独

独 独 法

学

法  
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科 目 必・選 担 当 教 員 学年・学科 単位数 授 業 形 態 

海外異文化交流（留学） 選 学科主任 全学年・全学科 １ ３０時間以上 

授業概要 

海外留学研修することは、国際性豊かな感性を磨くとともに、幅広い視野から物事を考える習慣を身につ

ける上で、貴重な経験となる。異なる文化の背景をもつ者同士が出合い、交流する際の相互の文化の伝達

能力、理解能力、そして調整能力を高める。異なる他者を受入、異文化間での異なることへの寛容性が生

まれる。 

到達目標 

(1)文化交流を通じて、多様な文化の存在を理解し説明できる。

(2)日本と世界のつながりを深く理解し、行動できる。

(3)異なる文化・民族の人々とのコミュニケーションができる。

評価方法 
事前研修 10％、海外留学 50％、報告書 20％、留学成果報告会 20％で評価し、各項目 60 点以上で合格と

し、評価は「認定」とする。 

教科書等 

内  容 学習・教育目

標 

第 １週 

第 ２週 

第 ３週 

第 ４週 

第 ５週 

第 ６週 

第 ７週 

第 ８週 

第 ９週 

第１０週 

第１１週 

第１２週 

第１３週 

第１４週 

第１５週 

第１６週 

第１７週 

第１８週 

第１９週 

第２０週 

第２１週 

第２２週 

第２３週 

第２４週 

第２５週 

第２６週 

第２７週 

第２８週 

第２９週 

第３０週 

（特記事項） JABEEとの関連 

JABEE ａ b c d1 
d 2 a )

d) 

d 2 b )

c) 
e f g h 

本校の学習 

・教育目標

Ａ Ａ C-1 C-1 C-2 Ｂ Ｂ Ｄ C-3 Ｂ 

○ ◎ 

Ａ．事前研修 

１．書籍、インターネット等による調査 

２．語学研修（英語等） 

Ｂ．海外留学 

１．オリエンテーション 

２．留学先が設定した内容で授業・実験・文化

交流・企業見学・ボランティア活動等 

Ｃ．留学研修終了後（学内） 

１．留学報告書の作成 

２．留学成果発表会資料の作成 

３．留学成果報告会の開催 

留学の態様に合わせ、Ａ～Ｃについて、研修内容及

び時間数（「Ｂ．海外留学」について３０時間以上）

を記載した計画書を作成し、事前に教務委員会に付

議すること。 
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一 般 科 目

（外国人留学生）





別表第１（第１３条及び外国人留学生規則第５条関係）

平成23年度～平成26年度第３学年編入学（知能機械・物質・環境都市工学科）
履修認定 履修認定

単位数 ３年 ４年 ５年 単位数 ３年 ４年 ５年

日本語 3 3 日本語 3 3

日本事情 1 1 日本事情 1 1

日本経済論 1 1 日本経済論 1 1

数学Ⅲα 3 3 数学Ⅲα 3 3

数学Ⅲβ 2 2 数学Ⅲβ 2 2

保健・体育 5 2 2 1 保健・体育 5 2 2 1

英語 2 2 英語 2 2

英語総合 2 2 英語総合 2 2

英作文 2 2 英文法 2 2

小計 21 15 5 1 小計 21 15 5 1

保健・体育Ａ 1 1 保健・体育Ａ 1 1

第２外国語ＡⅠ 3 3 第２外国語ＡⅠ 3 3

第２外国語ＢⅠ 3 3 第２外国語ＢⅠ 3 3

第２外国語ＣⅠ 3 3 第２外国語ＣⅠ 3 3

英語Ａ 2 2 英語Ａ 2 2

英語Ｂ 2 2 英語Ｂ 2 2

第２外国語ＡⅡ 2 2 第２外国語ＡⅡ 2 2

第２外国語ＢⅡ 2 2 第２外国語ＢⅡ 2 2

第２外国語ＣⅡ 2 2 第２外国語ＣⅡ 2 2

知的財産権 1 1 知的財産権 1 1

小計 21 0 9 12 小計 21 0 9 12

42 15 14 13 42 15 14 13

75以上 51 15 75以上 51 15

平成23年度～平成26年度第３学年編入学（電気情報工学科） 平成27年度～平成29年度第３学年編入学（電気情報工学科）

履修認定 履修認定

単位数 ３年 ４年 ５年 単位数 ３年 ４年 ５年

日本語 3 3 日本語 3 3

日本事情 1 1 日本事情 1 1

日本経済論 1 1 日本経済論 1 1

数学 5 5 数学 5 5

保健・体育 5 2 2 1 保健・体育 5 2 2 1

英語 2 2 英語 2 2

英語総合 2 2 英語総合 2 2

英作文 2 2 英文法 2 2

小計 21 15 5 1 小計 21 15 5 1

保健・体育Ａ 1 1 保健・体育Ａ 1 1

第２外国語ＡⅠ 3 3 第２外国語ＡⅠ 3 3

第２外国語ＢⅠ 3 3 第２外国語ＢⅠ 3 3

第２外国語ＣⅠ 3 3 第２外国語ＣⅠ 3 3

英語Ａ 2 2 英語Ａ 2 2

英語Ｂ 2 2 英語Ｂ 2 2

第２外国語ＡⅡ 2 2 第２外国語ＡⅡ 2 2

第２外国語ＢⅡ 2 2 第２外国語ＢⅡ 2 2

第２外国語ＣⅡ 2 2 第２外国語ＣⅡ 2 2

数学特論Ⅰ 1 1 数学特論Ⅰ 1 1

数学特論Ⅱ 1 1 数学特論Ⅱ 1 1

知的財産権 1 1 知的財産権 1 1

小計 23 0 11 12 小計 23 0 11 12

44 15 16 13 44 15 16 13

75以上 51 15 75以上 51 15

平成27年度～平成29年度第３学年編入学（知能機械・物質・環境都市工学科）

選
択
科
目

開設単位数

区
分

一般科目７５単位以上、専門科目８２単位以上、かつ合計１６７単位以上修得すること。 一般科目７５単位以上、専門科目８２単位以上、かつ合計１６７単位以上修得すること。

区
分

授業科目 単位数
学年別配当

備考

必
修
科
目

必
修
科
目

開設単位数 開設単位数

修得単位数

必
修
科
目

選
択
科
目

選
択
科
目

注

注　卒業認定単位数（進級規則第１２条） 注　卒業認定単位数（進級規則第１２条）

単位数
学年別配当学年別配当

一般科目７５単位以上、専門科目８２単位以上、かつ合計１６７単位以上修得すること。

開設単位数

区
分

授業科目
区
分

選
択
科
目

一般科目７５単位以上、専門科目８２単位以上、かつ合計１６７単位以上修得すること。

修得単位数 注

注　卒業認定単位数（進級規則第１２条）

修得単位数 注

備考 単位数

注　卒業認定単位数（進級規則第１２条）

修得単位数

備考

注

授業科目

必
修
科
目

授業科目 単位数
学年別配当

備考
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平成30年度以降第３学年編入学（知能機械・物質・環境都市工学科）
履修認定

単位数 ３年 ４年 ５年

日本語 3 3

日本事情 1 1

日本経済論 1 1

数学Ⅲα 3 3

数学Ⅲβ 2 2

保健・体育 5 2 2 1

英語 2 2

英語総合 2 2

英文法 2 2

小計 21 15 5 1

第２外国語ＡⅠ 3 3

第２外国語ＢⅠ 3 3

第２外国語ＣⅠ 3 3

英語Ａ 2 2

英語Ｂ 2 2

第２外国語ＡⅡ 2 2

第２外国語ＢⅡ 2 2

第２外国語ＣⅡ 2 2

知的財産権 1 1

小計 20 0 9 11

41 15 14 12

75以上 52 15

平成30年度以降第３学年編入学（電気情報工学科）

履修認定

単位数 ３年 ４年 ５年

日本語 3 3

日本事情 1 1

日本経済論 1 1

数学 5 5

保健・体育 5 2 2 1

英語 2 2

英語総合 2 2

英文法 2 2

小計 21 15 5 1

第２外国語ＡⅠ 3 3

第２外国語ＢⅠ 3 3

第２外国語ＣⅠ 3 3

英語Ａ 2 2

英語Ｂ 2 2

第２外国語ＡⅡ 2 2

第２外国語ＢⅡ 2 2

第２外国語ＣⅡ 2 2

知的財産権 1 1

小計 20 0 9 11

41 15 14 12

75以上 52 15

学年別配当

開設単位数

修得単位数 注

注　卒業認定単位数（進級規則第１２条）

備考授業科目 単位数

学年別配当
備考

注

注　卒業認定単位数（進級規則第１２条）

一般科目７５単位以上、専門科目８２単位以上、かつ合計１６７単位以上修得すること。

選
択
科
目

必
修
科
目

修得単位数

開設単位数

必
修
科
目

区
分

選
択
科
目

一般科目７５単位以上、専門科目８２単位以上、かつ合計１６７単位以上修得すること。

単位数
区
分

授業科目
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

 

（Japanese） 
 

 

和  

 

年生（留学生） 

学科 
 

２  

 

授業 要 
等 学

教 学 行  

目  
学校生  

２  

法  

教科 等  法 （ ）  

    学 教 目  

   

 ２   

  

  

  

  

  

 ８   

  

 

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

２   

 

 

  

 

 

  

 

  

  

２ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

８  

 

２  

２  

２２  

２  

 

 

 

 

 

 

 

 

  歌 

 ２   

   

   

  構  

  要  

   

 ８   

   

   

   

   

   

   

   

２   

２  

２  

２   

２８  

２  

  

 

 

 

 

 

 

 

     

  年 行  

 行  

２  構成法  

      

 生  

  ２ 

   

   

   

   

   

   

   

（ ） JABEE  

JABEE  b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  

A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 
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 授業 学  

２   

 

８   

  

 

２   

  

 ２ 

 

２２   

高度  

２   

２ ２   

  

２ ２   

 一  

  

２  

 歌 

 歌 国 歌  

２   

 国  

  

  

  

  

 構  

 立 構成  

 要  

 構成 目 要  

  

 生 学  

８   

  

  

 年 行  

 年 行  

 行  

 行  

２  構成法  

構成法 学  

 生  

  

 ２ 
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２ 等 （ 年 ２ ） 

科   目    教  学年 学科  授 業   

 

（Japanese Affairs） 
  

3年（留学生） 

 学科 
 年 

授業 要 
人 行 国

 

目  人 行 生  

法  

教科 等 要  

    学 教 目  

   

 ２   

  

   

  

   

  

 ８   

 

 

  

人  

  

業 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

２  

  

 

 

  

 

  

   

業  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

（ ） JABEE  

JABEE  b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

校 学  

教 目  
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 

 

- 249 -



 

 （ ） 留学生（ ） 年生 （ ）授業

 

 留学生 国（ ）

生 和歌山高専

学 人 行 （ ） （

） 学 授業  

     授業  

 ２    

  ２ 

  人    人 行  

  人 ２ 

  業    業  
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***************************************** 
独立行政法人国立高等専門学校機構

和 歌 山 工 業 高 等 専 門 学 校

和歌山 77  
 644-0023 

 0738-29-2301（ ） 
  0738-29-8242（学生 ） 

FAX  0738-29-8254（  ） 
***************************************** 

行 平成 28 年 4  
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